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はじめに 

 

 和歌山県教育委員会では、「児童生徒の体力向上」を学校教育において取り

組むべき大きな目標として掲げ、その目標達成に向け、平成２１年度に「紀州

っ子の体力向上支援委員会」を設置して以来、「学校体育の充実」及び「運動

機会の拡大」に取り組んでまいりました。また、平成２６年度から新たに幼児

期の運動遊びを促進するなど、取組の充実を図っているところです。 

 そうした取組により、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計

点において、小学校５年生の男女は平成２４年度から６年連続全国平均を上回

り、中学校２年生の男女についても平成２７・２８年度と全国平均を上回りま

した。しかし、本年度は中学校２年生男女の体力合計点が下がり、全国平均を

下回る結果となり、県教育委員会としては、このことを大変重く受け止めてい

ます。 

このようなことから、県教育委員会では、児童生徒が生涯にわたって豊かな

スポーツライフを実現する資質・能力を養うことができるよう、体育・保健体

育授業の充実・発展並びに効果的・効率的な運動部活動の実践がより一層必要

であると考えています。 

 本県では、昨年１１月、大会主題を「主体的・対話的で深い学びを通して自

ら考え工夫していく力を身に付ける体育・保健体育学習」と掲げ、第５６回全

国学校体育研究大会和歌山大会を開催し、幼稚園１園、小学校４校、中学校４

校、高等学校２校、特別支援学校１校の１園１１校が研究発表を行いました。

県教育委員会では、その分科会発表校を「体力・授業力アップモデル校（以下

「モデル校」という。）」として指定し、テーマに迫る取組と次期学習指導要領

への展望をもった体育・保健体育学習の在り方について研究を進めていただき

ました。 

 本取組事例集は、モデル校の取組内容及び成果と課題を掲載していますので、

各学校の授業づくりにおける一助として御活用いただければ幸いです。 

 結びに、本取組事例集作成に御尽力賜りましたモデル校の関係各位に厚くお

礼申し上げるとともに、今回の事業に御協力いただきました当該市町教育委員

会並びに地域の学校体育研究会に深く感謝の意を表します。 

 

 

平成３０年３月 

和歌山県教育庁学校教育局   

健康体育課長  橘  誠   
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３　参考　【平成２１～２８年度授業研究会開催内容一覧】

県立紀北支援学校

男女共習による協働的な学びを通して主体的に学び・鍛える体育学習

みんなが『主体的』を理解・意識し、共に学び合う授業

３年Ｄ・Ｅ組
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中
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海南市立第三中学校
仲間と共に自己教育力を育む体育授業をめざして

和歌山市立貴志中学校

紀の川市立貴志川中学校

自らが進んで運動に取り組み、運動を通して課題を解決することができる体育学習
～ 仲間とともに高め合う姿を目指して ～

魅力ある体育の授業
～　子供が主体的に活動し、仲間と学び合うことで、体力向上につながる授業実践の研究　～
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１ 事例集の活用にあたって 
 
 本事例集は、子供の体力アップや教員の授業(保育)力向上をめざす取組を進める上で参考となるよう、

県内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校における合計１２の体力・授業力アップモ

デル校が取り組んだ内容を掲載したものです。各モデル校の実績報告書については、学校(園)全体の取

組をまとめた内容で、授業（保育）実践については、大学関係者等の専門家の助言を受け、モデル校、

各地方の研究団体及び教育委員会、並びに県担当者が事前の協議を重ね、研究授業（保育）を行ったも

のです。 
 本事例集を参考として、各教育委員会、各学校（園）において、充実した取組が展開されることを期

待いたします。 
 収録した事例は、幼稚園１園、小学校４校、中学校４校、高等学校２校及び特別支援学校１校の合計

１２校の取組事例です。各事例の内容構成は、概ね以下のようになっていますが、事例によってはこれ

によらない場合があります。 

体力・授業(保育)力アップモデル校 実績報告書 

研究テーマ               学校(園)名等 

Ⅰ 集団の特徴と課題   Ｐlan 

Ⅱ 取組の内容      Ｄo 

Ⅲ 取組の成果      Ｃheck 

Ⅳ 今後の課題      Ａction 

 
 
 

■取組の成果がわかる資料等 

取組内容の詳細   ※活動(授業・保育)風景の写真など 

 

工夫したことの詳細 ※教材や学習資料の写真など 
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保育・体育科(保健体育科)指導案の内容構成（例） 
                       授業(保育)者 

 
１ 日 時 
２ 場 所 
３ 学 級 
４ 単元名  （運動領域名・体育分野領域名、内容名、単元名） 
５ 指導にあたって 

（１）「Ｈ２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果」から見た児童生徒の実態 
    グラフ１（判定別割合グラフ【男女別】） 
    図１（Ｔスコアによる全国比較図【男女別】） 
     ※数値については、全国はＨ２８、県はＨ２９の体力・運動能力調査結果から活用 
（２）児童生徒観、教材観、指導観 

６ 単元の目標 
７ 単元の評価規準 
８ 指導と評価の計画（単元構造図）・・・別紙としてそれぞれの実践最終ページに掲載 
    
 
 
 
９ 本時について 

(1) 目標 

(2) 展開 

10 学習資料 
 
 
11 実践後の考察 
 

単元構造図は、指導内容を明確にし、指導したことを評価することで、授業の改善につ

なげるために作成するものです。モデル校の作成資料を参考にして、各校で作成をお願い

します。 



２　取組事例
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 男子27人 女子10人 計37名

和歌山市立中之島幼稚園

和歌山市中之島1495

073-423-7966

北川　泰大

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
における体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ

身近な環境の中で、自分の思いを伸び伸びと表現しながら、

心と体を弾ませて遊ぶ子供を育てよう

～やってみよう！どうする？やったぁ！すごいね！～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

本園は和歌山市の中心部に位置し、紀の川・大門川・真

田堀川に囲まれている。この地域は、太古の時代に紀の川

の中州の一つでもあったことから「中之島」の地名が残っ

たといわれている。交通量の多い地域であるが、小学校に

併設し、中之島公園に隣接しているため、比較的静かで草

木の変化を楽しみ、季節感を味わいながら遊ぶことができ

る。通園の時は、自家用車や自転車で登園する子供がほと

んどである。地区内の安全な遊び場が減少しており、近隣

に中之島公園やせせらぎ公園などの施設はあるが、保護者

の付き添いなしには遊べないところにある。

２ 集団の課題

上記のように、本園が人口流動の激しい街中にあること、

周辺の交通量が多いこと、遊び場がないこと、自然に恵ま

れないことなど、幼児が日常、安心して遊び育つ環境に恵

まれていない。そのため、体を動かして戸外で遊ぶ機会も

減っている。園生活の中においても、戸外で遊びたがらな

い、座らなければ靴が履けない、階段を１段ずつ足を揃え

て降りる、両足ジャンプができない、自分の体を支えられ

ない、偏食が多く、食べる量が少ない、生活リズムが整わ

ず、眠そうに登園するなどの子供の姿が見られ、様々な課

題がある。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

◆工夫した点

Ⅲ 取組の成果 CHECK

・様々な動きを経験しながら、進んで体を動かして遊ぶよ

うになった。

・無気力さが減り、挑戦心、意欲が膨らんできた。

・園庭開放で子供と遊ぶ保護者が増えてきた。

・子供同士の関わりが増えた。

Ⅳ 今後の課題 Action

・体を動かして遊ぶことが苦手な子に対して、一人一人の

興味や関心、課題を捉えながら、心と体が動く要素やき

っかけは何かを引き続き考えながら、援助の仕方を工夫

していく。

・保護者アンケートの結果で“子供の体力や運動能力に興

味がない”、“子供と一緒に遊ぶ事が少ない”と感じて

いる保護者に対して、今後どのように働きかけていくか

を考える。そして、園と家庭が連携し、子供も保護者も

共に心と体を動かして楽しめる遊びの工夫や環境構成、

場の提供、情報発信など、保護者へのアプローチを更に

模索していく。

・今後も、子供たちが心と体を動かして遊び、友達や異年

齢児から刺激を受けながら成長していけるように、地域

環境や保幼小交流などの機会をどんどん生かしていく。

①園庭、砂場、玄関ホールの環境の見直し・再構築

タイヤ・ロープを使った手作り遊具の工夫、用具を子供

たちが取り出しやすい場所に設置、鉄棒やボールタッチ等

を玄関ホールに設置、ペンキでケンケンパの道を描く、遊

び方の表示を貼る、のぼり棒・雲梯の段階別の色分け

②園の活動

毎朝の異年齢活動（園庭で遊ぶ、体操、マラソン）、中

之島小学校との幼小交流、園外保育、体操教室（子供対象、

保護者対象、親子対象）、サッカー教室、食育、降園後の

園庭開放(保護者と共に遊べるように）

③指導を工夫するための取り組み

保護者へのアンケート調査、ＭＫＳ幼児運動能力検査、

教師対象の実技講習や発達の段階についての講習、教師同

士で遊びを提案し合う現職教育、幼稚園教育要領・幼児期

運動指針の見直し

・ＭＫＳ幼児運動能力検査などの結果も参考にしながら、

子供たちの実態を把握し、子供たちが自ら体を動かして

遊ぶことが好きになるための援助や、発達の段階に応じ

た援助を心がける。

・教師自身の学びを深めるため、定期的に勉強会を開き、

ＫＪ法を用いて環境を見直し、遊びの提案をする機会を

持ち、情報を共有しながら研究の方向性を確認した。

・学級通信等を通して、保護者に心と体を動かして遊ぶ楽

しさや大切さを伝えた。

・園庭地図を作成し、親子で一緒に遊んでもらえる機会を

つくった。

7月 1月 6月 10月

H28(得点)

3.0

3.5

1.0

H29

2.5

1.5

2.0

体力得点の2年間の変化(全体平均値）

・体の調整の能力が身

に付き、怪我が減っ

た。

・運動量が増え、お腹

が空くようになり、

食べる量が増えた。

・ＭＫＳ幼児運動能力

検査結果でも、園全

体として、体力、運

動能力が向上してき

ているということが

わかった。
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○中之島幼稚園での取組の様子 

全園児 異年齢の遊び（みんな遊び） 全園児 異年齢の遊び（みんな遊び） 

３歳児の遊び（保育室） ４歳児の遊び（砂場） 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５歳児の遊び（園庭） ５歳児の遊び（園庭） 



− 5−

５歳児 もも組・さくら組  研究保育指導案 
                        保育者   北川 泰大 

上西 美穂 
 

研究主題  『身近な環境の中で、自分の思いを伸び伸びと表現しながら、 
心と体を弾ませて遊ぶ子供を育てよう』 

～やってみよう！どうする？やったぁ！すごいね！～ 
 

１．対象児   ５歳児 もも組   男児１４人 女児５人 
さくら組  男児１３人 女児５人  計３７人 

２．場所    園庭 
３．時間    １０：２０～１１：００ 
 
４．本園の教育課程  ４期（１１月～１２月） 
ね

ら

い 

・ グループや学級全体で共通の目的をもち、みんなで工夫しながら遊ぶ。 
・ 自分たちで考えたことを遊びの中に取り入れて、表現する楽しさを味わう。 

内

容 

・ 友達と一緒にルールのある遊びを楽しみ、協力したり役割を分担したりしながら遊

ぶ。 
・ 友達と思いを伝え合い、イメージを共有する。 
・ 自然の変化を見て、触れて、美しさを感じ、自然物を取り入れて遊ぶ。 
・ 歌詞の意味を知ってみんなで声を合わせて歌ったり、リズムやメロディーに合わせ

て演奏したりする。 
・ 物語に親しみ、自分たちで表現の仕方を考えたり、役になりきって演じたりする。

・ 遊びの中で、数量や文字を取り入れて楽しんだり親しみをもったりする。 
 
５．最近の子供の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自分なりの目標をもったり、友達から刺激を受けたりしながら、これまで遊ぶことが少

なかった登り棒や縄跳びにも挑戦する姿が多くなってきている。 

・友達と一緒に遊び方を考えて自分たちで色々と試したり、競い合ったりしながら遊ぶこ

とに楽しさを感じている。 

・好きな遊びを繰り返し楽しむ中で、【走る・避ける・跳ぶ・握る・登る・支える等】の

動きが活発になっている。 

・普段の生活においても、何度も階段を上り下りしたリ、掃除をしたりする中で、様々な

動きを経験している。 

・毎日、戸外で伸び伸びと遊んでいることで、昼食時には空腹になる姿がよく見られ、給

食の食べる量が増えてきている。 
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６．本時までの子供の姿と遊びの経過について 
 

子供の姿 …教師の思い、援助 
〇登り棒の頂上に鈴が付いているのを見付けた子が、

その鈴にタッチしようと登り始め鈴を鳴らした。 
 さらに、頂上からぶら下がって中央の支柱まで伝っ

て行き、降りてくることが出来た。 
 その姿を見た友達は、 
「私もやってみよう！」「僕も！」 

 しかし、 
「難しい…」「白色の所までしか登れやんかった…」

 すると、 
 「足を(棒に)絡ませればいいんやで」 
「裸足になった方がいいんちゃう」 

 「難しかったら、台に乗って登ったらいいんよ」 
 など、友達と教え合いながら何度も挑戦し、 
 「鈴、鳴らせた～!!やったぁ」「もう一回、登ろう！」

 と、とても喜び、さらに挑戦する姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
○短縄を輪にして置いて「輪っか鬼(島鬼と色鬼を合わ

せたような鬼ごっこ)」をしたり、「ボール鬼」をし

たりして遊んでいた子供たち。 

色々な鬼ごっこを楽しむ中で、 

 「(鬼が)いっぱい色を言い過ぎたら 

(逃げる人は)何色か覚えられへんわ」 

「(鬼が)言える色は３つまでにしようか」 
「この輪っか、(ボール鬼の)タイム場にも出来るな」

 「(ボールが)顔に当たりそうになったらしゃがんで、

足に当たりそうになったら跳んだらいいんやで」 
 「僕、今日はまだ１回も当てられてないで♪」 
 「(保育室で使っていた新聞ボールの)爆弾使う？」 
「当たっても痛くないからいいな♪」 
「爆弾鬼だぞぉ！」 

・登り棒の頂上（数か所）に鈴

を取り付けた。 
 
・子供の挑戦する気持ちや工夫

する姿を十分に認める。 
・周りの友達にも、その子の頑

張りを紹介してみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・子供たち同士で思いを伝え合

いながら遊び方を考える時間

や、子供たちの気付きや工夫

を大切にする。 
 
・子供の頑張りを十分に認める

と共に、遊びながら自分なり

のめあてをもてるように声を

かけ、励ます。 

今まで遊ぶ様子が少なかっ

た登り棒に興味を抱くきっ

かけになるかもしれない。

悩んでいる時が学びのチャ

ンス！友達と色々と試しな

がら挑戦して欲しい！ 

子供たちの心の動き(興味

や意欲)が、自然と体の動き

につながっている。 

鬼ごっこのドキドキ感

や、逃げる・追いかけ

る動きが楽しい様子。 
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子供の姿 …教師の思い、援助 
〇「ここ（ロープの遊び場）、遊園地にしよう！」と言

って遊び始める子が現れた。 
その話を聞いた友達が、 

 「ここ（ロープでぶら下げたタイヤの遊び場）、 
グルグル回るからメリーゴーランドやなぁ♪」 

 何度も遊んでいくと、 
 「もっといっぱい回して～！」 
 「こんな乗り方も出来るで！」 
 「３人でも乗れるんちゃうん！？」 
 「うわ～！目が回る～♪」 
 「面白い♪もっと回そう!!」 
 
 
 
 
 
 
〇斜めに結んでいるロープの場で、逆さまになってぶ

ら下がりながら下りている子(A 児)がいた。 
  
その姿を見ていた友達(B 児)が、 

 「僕もやってみたい！」 
 と言って挑戦しようとするが…、上までは上がれる 
ものの、「怖い…」と言って、下りられなかった…。

  
 
 B 児は A 児が下りる様子をよく見たり、「A 君ちょっ

と教えて」と尋ねたりしながら何度も挑戦し始めた。

 すると、 
 「出来たで!!」と言って、 

B 児も下りられるようになった！ 
 その姿を見ていた友達が、さらに挑戦し始めた！ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・子供たち同士で遊び方を考え

ている姿を大切にし、まずは

色々と試せるようにする。 
・子供たちが何に楽しさを感じ

ているかを捉え、その楽しさ

を基に伸び伸びと体を動かせ

るように配慮する。 
 
 
 
 
・「すごい！消防士さんみたいだ

ね」と、声をかける。 
 
・子供の挑戦心を十分認めなが

ら“どうすれば、ぶら下がり

ながら下りられるか”を子供

自身が考えられるように声を

かけた。 
 
 

保育室でのイメージが戸

外につながってきた様子。

イメージを膨らませ、見立

てて遊ぶ楽しさを大事に

しよう♪

子供たちが“やってみた

い！”という意欲を基に、考

え合い、試す中で、様々な

動きを経験し、充実感を味

わって欲しい。 
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７．本時の活動 
 
◎ねらい 友達と一緒に遊び方を考えたり、自分なりに目標をもったりしながら、体を動か

して遊ぶ楽しさを味わう。 

 

○・・・予想される子供の遊び    ★・・・教師の援助や配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭 

『ロープアスレチックで遊んだり、虫を探したりする』 
〇“やってみよう！”と、友達と一緒に色々な上り方や下り方に挑戦したり、

遊び方を工夫し合ったりする。 
〇バッタやミミズ等を見付けるために色々な場所を探し、手に取って観察

したり自分の植木鉢に入れたりする。 

『鬼ごっこをしたり、登り棒や縄(短縄・長縄)等で遊んだりする』 
〇輪っか鬼や爆弾(ボール)鬼などで、友達と競い合って遊ぶ。 
○タイム場の数や場所、逃げ方などを考えながら遊ぶ。 
〇自分なりに目標をもったり、友達の姿に刺激を受けたりしながら、登り棒や縄跳び

等に挑戦する。 

遊具置き場 
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★ 一人一人の「遊びたい！」「やってみたい！」という主体性や意欲を大切に育む。 

 

★ 子供たちの遊びの中には、どのような体の動き・育ちがあるのかを捉えていく。 

 

★ 子供たちの考え出した遊び方(ルール)を大事にし、その中で『追いかける、逃げる、避け

る、登る、渡る、跳ぶ』等、今欲している動きを存分に楽しめるようにする。 

 

★ 遊びを進める中で、友達と思いを伝え合い考え合う機会や、友達の姿から学ぶ機会を大切

にし、子供たち同士で試行錯誤していけるようにする。 

（試行錯誤する中で生まれる心と体の動きを大切にする） 

 

★ 体を動かして遊ぶことに消極的な子がいれば、友達や教師がモデルとなることで遊ぶ意欲

を膨らませたり、様々な遊びに触れる機会をつくったりする。 

 
８．考察 
今回の研究保育を通して、 
 ①子供たちの『心（主体性や意欲）と体のつながり』 
 ②『子供たちなりの遊び方』や、『友達との関わりから生まれる意欲や充実感』 
 ③子供たちが『思わず体を動かして遊びたくなる環境のしかけや時間の確保』 
 ④伸び伸びと遊ぶための『安全管理』 

の大切さについて学ぶことができた。 
 
まず①・③については、子供たちが“やってみたい！”と主体的・意欲的になれるような雰囲

気づくりや環境構成、援助の仕方を工夫することが大切だと感じた。特に、体を動かして遊ぶこ

とに興味が少ない子たちには、“今ある環境に少しのしかけを行うこと”や、“様々な遊具を身近

な場所に準備すること”、そして“色々な遊びの楽しさに触れる機会を大切にする”とともに、“一

人一人の頑張りを十分に認め励ましながら、その子なりの目標をもてるように声をかけること”

等で、次第に挑戦意欲が膨らみ、主体性や興味・関心も高まってきた。  
そして、“やってみたいな！”と思ったことを、できる限り子供たち自身で試したり挑戦したり

できるようにすることでさらに心が弾み、心の動きとともに自然と体にも【登る、ぶら下がる、

跳ぶ、投げる、避ける、走る等】の動きが生まれてきた。 
また、十分な時間を確保しながらじっくりと遊べるように配慮していくことで、子供たち同士

で色々と試す時間もでき、遊び込んでいく中で様々なことに気付いたり悩んだり、考えたりする

機会も多くなり、多くの学びにもつながってきた。 
 
また②については、既存のルールに縛られることなく、子供たち同士で考えた遊び方を大事に

することで、子供たちが楽しみたい遊びの面白さが膨らみ、その面白さに合わせて子供たちの動

きがさらに活発になってきた。そして、一人ではなくて友達同士でかかわり合いながら遊びを進

めていくことで、友達と競い合ったり考え合ったりして遊ぶ楽しさを感じるようになり、意欲や
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動きがさらに膨らんできた。 
 
ただ、④に示したように、子供たちの主体性や挑戦心を大事にしながらも、子供たちが伸び伸

びと安全に遊べるためには教師の配慮がもっと必要だと感じた。子供たちの興味や関心などの心

の動きを捉えながら、遊びに必要な安全な遊具・材料を準備することが大切だと改めて学んだ。 
また、子供たちの心の動きを捉えながらタイミングのよい援助をしたり、子供たちの体の動き

を見通したりすることも、まだまだ研究を深めていかなければならないと感じた。 
 

 今回の研究で学んだことを大切に考えながら、これからも子供たち一人一人が主体的・意欲的

に遊び、体を動かして遊ぶことが好きになれるような援助の仕方や環境構成等に努めていきたい。 
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 5年１組　男子17名・女子12名

和歌山市立中之島小学校

和歌山市中之島1491

073-422-5145

柳　政和

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
における体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ

すべての子がいきいきと活動し、

集団の中で認め合い高め合う体育学習

〜仲間とともに わかる できる 楽しさや喜びを〜

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

・本学級の児童は明るく、男子の人数（１７名）が女子の

人数（１２名）より多く、「元気な男子」と「おとなし

い女子」というクラス内での関係ができており、休憩時

間などは、男子が外遊びを行い、女子は教室や図書室で

過ごすことが多く、運動をする・しないの二極化が男子

と女子の間で起こっている。

・「体育が好きですか。」という質問に対し、「はい」と

答えた子供が８３％、「いいえ」と答えた子供は５人で

あった。

・「ティーボールは好きですか。」という質問に対して

「はい」と答えた子供が４８％、「いいえ」と答えた子

供が５２％であった。

・放課後の運動クラブへの加入状況は、野球部で活動して

いる子供が７名（男子６名・女子１名）。

２ 集団の課題

（新体力テストのTスコアより）

【男子】

・２０ｍシャトルラン（46.7）と５０m走（44.7）で全国

平均より５ポイント近く低い値となっているが、その他

の種目については、全国平均より高い値もしくは同等の

値となっている。

【女子】

・２０ｍシャトルラン（47.5）と５０m走（45.5）で全国

平均より５ポイント近く低い値となっているが、その他

の種目については、全国平均より高い値もしくは同等の

値となっている。

◯男子、女子ともに２０mシャトルランと５０m走に課題が

ある。特に５０m走に焦点をあてる必要性がある。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

・ベースボール型の運動であるティーボールに取り組む。

野球経験のある子供たちと、野球経験のない子供たちが

楽しんで取り組めるような、教具の工夫や、学習過程を

考え、攻撃側が出塁・進塁を力一杯することで走能力の

向上（５０m走の記録向上）につながればと考える。

◆工夫した点

・チームを編成する際には、個々の能力や人間関係をしっ

かりと考慮していく。

・子供たち全員が楽しめる場の設定を行う。

・子供たちの能力差が吸収されるよう、ボール、バットは

３種類用意する。

・打つ感覚、バットを振る感覚が感じられるよう、バット

にゴム片をまいてバットの芯をつくった。

・ベース上での捕球作業をなくし、縦２m×横４mのネット

を張り、ネットに当たれば、捕球したということとした。

・単元の前半は、残塁なしとし、後半では残塁ありとした。

・チームの時間をしっかりととり、学習課題についての振

り返りをしっかりと行う。

・審判は、自分たちで行い。お互いの意見をしっかりと聞

き入れることができるようにする。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

【男子】

・５０m走において、クラスの平均タイムが９．６秒

→９．０６秒に向上した。

【女子】

・５０m走において、クラスの平均タイムが９．７９秒

→９．６７秒に向上した。

◯「ティーボールは好きですか。」という質問に対して、

「はい」と答えた子供が８６％、「いいえ」と答えた子

供が１４％となり、ティーボールに対する認識にも変化

がみられた。

Ⅳ 今後の課題 Action

・２年間でどのような力を付けていくか（新体力テストの

結果を踏まえて）ということを、しっかりと見据えた年

間指導計画を職員共通理解のもと構築する必要がある。

・授業においては、学習過程を工夫し、子供たちが運動の

面白さをしっかりと味わえるようにしていく。その中で、

技術的な高まりもみすえていく。

・子供たちが、主体的に活動ができるよう、教師のPDCAサ

イクルをしっかりと持ち、授業の軌道修正を行って行く。

・ICTを積極的に取り入れ、課題の軌道修正や支援が必要

な子供への手立ての方法として活用していく。
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○中之島小学校での取組の様子 

ＩＣＴ機器の活用 

守備を簡易化するためにネットを活用 ゲームの行い方やルールを確認 

ゲームの様子 

アドバイスしている様子 
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体育科学習指導案  
 

                 日 時：平成 29 年 11 月 10 日（金）9：30～10：15 

                場 所：和歌山市立中之島小学校 運動場     

                学 級：5 年 1 組 29 名（男子 17 名 女子 12 名） 

                授業者：教諭 柳 政和             

 
１ 単元名   ボール運動（ベースボール型） 「ティーボール」  
 
２ 指導にあたって  
 本学級の子供たちは、男子の人数（17 名）が女子の人数（12 名）よりも多いため、男子

の勢いが、女子を圧倒することが多く、休憩は、ほとんどの男子が外遊びを好んで行って

いるが、女子は教室や図書室で過ごすことが多い。よって本学級では、「元気な男子」と「お

となしい女子」というクラス内での関係ができており、運動をする・しないの「二極化」

が男子と女子の間で起こっている。  
 体育に関するアンケートでは、「体育が好きですか？」という質問に対して「好き」と答

えた子供が 24 人（83％）、「好きではない」と答えた子供は 5 人（17％）であった。  

 
「好き」と答えた、内訳を男子と女子で見てみると、男子は 94%、女子は 67%であり、運

動を好む男子が多く、運動を好まない女子が多いことがわかる。また、「ティーボールは好

きですか？」という問いに対しては、「好き」と答えた子供が 48%、「いいえ」と答えた子

供が 52%となり、体育は好きであるが、ティーボールは苦手という思いが見て取れる。ま

た、その苦手意識を持っているのは女子であることも、アンケート結果から容易に読み取

ることができる。その理由は、「ボールを上手く捕れない」「ボールを上手く打てない」な

ど、技術的なことに関する苦手意識や、「失敗すると友達に迷惑がかかる」などの心情的な

部分に関わることが挙げられる。これらのことから、「野球」に対して好ましい思いを持っ

ていない女子が、「もっとやりたい」「もっと上手くなりたい」と思えるような授業を行っ

ていくことが、ティーボールの学習に対する主体性を育む上で大切であると考えられる。  
 ティーボールは２つのチームが攻撃と守備に分かれて、ベースをめぐる競争を通し

て、得点を競い合うことが楽しい運動である。本単元「ティーボール」では、「打者とボ

ールのどちらが早くベースをとれるか」というおもしろさを存分に味わえる授業を目指し

ていく。単元の前半は「ボールより早く塁に着こう」とし、ランナー（残塁）なしの状態

で、ボールより早く塁に着くために、どのようなボールの飛ばし方が有効なのかについて

考えていく。後半は「チームで協力してより遠くの塁に着こう」とし、ランナー（残塁）

がいる状態で、チームでの協力を通して、ただ打って進塁するのではなく、塁上にいる仲

間をどのようにして進塁させていくかということを考えていく。チームのメンバーは５人

質問事項  好き  好きではない  
体育の学習は好きですか。  24 人（83%）（男 16・女８） 5 人（17%）（男１・女４） 

ティーボールは好きですか。 14 人（48%）（男 1２・女２） 15 人（52%）（男 5・女 10 人） 
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とし、攻撃の際は５人が一巡して、攻守交代とする。守備は４人で行い、１人はアウトプ

レイヤーとして、自分のチームの分析や相手チームの分析を行い、チームの課題を見付け

たり、全体に関わるルールについての考えを持ったりしていってほしいと考える。また、

チームを作る際には、ボール投げの記録や、50ｍ走などの記録を基にするとともに、子供

同士の人間関係も加味していきたいと思う。  
 「打者とボールのどちらが早くベースをとれるか」という攻防をより楽しむために、本

来のルールは大変複雑なので、本単元では特に守備側の動きについて簡易化していく。そ

のための用具として、横４ｍ×縦２ｍの網（鈴付き）を１塁と２塁の後ろに設置する。こ

の網を設置することで、ベースを踏みながらの捕球がなくなり、ベースカバーなどの複雑

な判断が軽減され、よりゲームを楽しむことができると考えられる。また、鈴をつけるこ

とで、打者とボールのどちらが先にベースに着いたかの判定をわかりやすくする。ルール

（アウトカウントの取り方）の工夫としては、基本的な考え方としてフォースアウトを採

用する（７学習資料 参照）。ただし、子供たちの様子を見ながら、タッチアウトについて

も考えていきたいと思う。加えて、子供たちの技能差に対応するため、ティーは高さ調節

可能なものを用意する。また、バットについては、長さや重さの違うものを数種類用意し

ていきたいと思う。  
 身に付けてほしい身体動作としては、打つ・走る（走塁）・投げる・捕るなどが考えられ

る。ゲームを楽しむことを通して、子供たちそれぞれが、自分の動作について「こうして

いきたい」「ここをもっと上手くしたい」という気持ちをもてるよう、ICT を使った「見え

る化」を行っていく。投げる・打つなどのフォームの定着を図るために、iPad を使い、自

分の動作をしっかりと確認していく。また、ゲーム中のチームの動きについては、校舎３

階にビデオカメラを設置し、撮影していく。個人の課題やチームの課題を「見える化」す

ることで、「ここをもっとこうしよう」「こうなったら上手くいく」など、課題意識をしっ

かりと持った学習を展開していってほしいと考える。また、それぞれの課題を解決してい

けるよう、単元の「なか」の段階での子供の見取りをしっかりと行っていきたいと思う。  
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童の実態〕  

【グラフ１：判定別割合（男女別）】  
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３ 単元の目標  

( 技 能 ) 簡易化されたゲームで、ボールを打ち返す攻撃や隊形をとった守備によ

って、攻防することができるようにする。  

( 態 度 ) 運動に進んで取り組み、ルールを守り助け合って運動したり、場や用具

の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

(思考・判断) ルールを工夫したり、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てたりする

ことができるようにする。 

 
４ 単元の評価規準（第５学年・第６学年）  

 運動への 

関心・意欲・態度 

運動についての 

思考・判断 
運動の技能 

単
元
の
評
価
規
準 

●集団対集団で競い合う

楽しさや喜びに触れる

ことができるよう、ボー

ル運動に進んで取り組

もうとしている。 

●ルールやマナーを守り、

友達と助け合って練習

やゲームをしようとし

ている。 

●用具の準備や片付けで、

分担された役割を果た

そうとしている。 

●運動をする場を整理し

たり、用具の安全を保持

したりすることに気を

配ろうとしている。 

 

●ベースボール型のゲー

ムの行い方を知るとと

もに、簡易化されたゲー

ムを行うためのルール

を選んでいる。 

●チームの特徴に応じた

攻め方を知るとともに、

自分のチームの特徴に

合った作戦を立ててい

る。 

●簡易化されたゲームで

ボールを打ち返す攻撃

や隊形をとった守備を

するための動きができ

る。 

【図１：T スコアによる全国比較図（男女別）】  
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５ 指導と評価の計画・・・【別紙参照】  
 

６ 本時について 

（１） 目標  
   （ 技 能 ）打球方向に移動し、捕球することができるようにする。塁間を打球の

状況に応じてかけぬけたり走塁したりすることができるようにする。 

  （ 態 度 ）友達と助け合って練習やゲームができるようにする。 

  （思考・判断）チームの特徴に応じた攻め方を知り、自分のチームの特徴に応じた作

戦を立てることができるようにする。  

（２）展開（本時：６／８時） 

 学習内容・活動 ◯教師の指導・支援及び評価（☆） 

 

 

導

入 

１ 運動の場や用具の準備をする。

 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

◯友達と協力して準備できているかを見て、場 

や用具の安全を確認する。 

 

◯前時までの学習とのつながりを確認しながら 

本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ チームの時間 

 ・話し合いをし、攻め方や守り 

方を工夫して練習する。 

 ・ティーバッティング 

◯チームごとの課題にあった練習が行えている 

か確認・助言する。 

◯必要に応じて（チームの動き・個人の動き） 

iPad を使い、よりよい動きができるよう助言

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①ベースボール型のゲー 

ムに興味を持ち進んで

取り組もうとしている。 

②ルールやマナーを守り、

友だちと助け合って練

習やゲームをしようと

している。 

③運動を行う場の危険物

を取り除いたり、用具の

安全を保持したりする

ことに気を配ろうとし

ている。 

 

①ベースボール型（ティー

ボール）のゲームの行い

方を知っている。 

②みんながゲームに楽し

さや喜びに触れること

ができるよう、プレー上

の制限、得点の仕方など

のルールを選んでいる。

③チームの特徴に応じた

攻め方を知り、自分のチ

ームの特徴に応じた作

戦を立てている。 

①捕球する相手（ネット）

に向かってオーバーハ

ンドで投げることがで

きる。 

②止まったボールや易し

く投げられたボールを

バットでフェアグラン

ド内に打つことができ

る。 

③打球方向に移動し、捕球

することができる。 

④塁間を打球の状況に応

じてかけぬけたり走塁

したりすることができ

る。 

チームの作戦を生かしながら、ベースをうばおう 
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展 

 

開 

 ・ノック 

 ・ベースランニング 

              Etc. 

 

 

４ ゲームを行う 

 

する。 

 

 

 

 

☆チームの特徴に応じた攻め方を知り、自分の 

チームの特徴に応じた作戦を立てている。（思）

【観察・学習カード】 

◯作戦ボードを使って、動きをイメージできる

ようにする。 

◯どのような動きをすればよいかを確認しなが 

ら活動するように助言する。 

 

ま

と

め 

５ 振り返りをする 

       （チーム→全体） 

 

６ 後片付けをする 

◯作戦が成功したときの動きと、上手くいかな  
 かった時の動きを比べて考えさせる。  
◯ゲームを振り返っての感想を述べさせて、次  
 回のめあてをもてるようにする。    

 

７ 学習資料・・・【別紙参照】 

 

８ 考察（成果と課題）  

 
（１）児童の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

 本単元「ティーボール」では、「打者とボール

のどちらが早くベースをとれるか」という面白さ

を存分に味わえる授業を目指した。  
 単元の前半は「ボールより早く塁に着こう」と

し、ランナー（残塁）なしの状態で、ボールより

早く塁に着くために、どのようなボールの飛ばし

方が有効なのかについて考えていった。「打つ」

ということについて焦点化した学習のめあてを

設定したことで、子供たちの活動を明確となり、子供たちが主体的にそれぞれの課題を

設定して活動を行うことができた。後半は「チームで協力してより遠くの塁に着こう」

とし、ランナー（残塁）がいる状態で、塁上にいる仲間をどのようにして進塁させてい

テーマ  

 
「すべての子がいきいきと活動し、集団の中で認め合い高め合う体育学習」  

〜仲間とともに わかる できる 楽しさや喜びを〜  
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くかということを考えていった。今回の授業では、１塁・２塁・本塁の３つのベースで

の活動としたため、仲間を塁から塁へ進めていくという意識はこちらが期待していたよ

りも高まらなかったように感じた。次年度の課題として、塁を増やし、タッチアウトを

採用するなど、ルール上の制限を工夫していくことで、よりチームでの作戦がはっきり

としていくと考えられた。また、単元前半では、打つ（攻撃）ということに焦点をあて

た活動を行ったが、守備にも焦点をあてた単元を工夫することも検討していく必要があ

る。  
 
（２）児童が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

（用具の工夫）  
守備の簡易化→縦２ｍ・横４ｍの

ネットを設置して、ネットにボー

ルが当たれば出塁・進塁を阻止す

ることができる。  
バット→プラスチック製のバッ

トの中にゴムの板を巻き、バットの芯にあたる部分をつくった。（ゴム板の重さを利用し

て３種類製作）  
ティー→駐車場で使われる支柱とウレタン性の棒を使って簡単に高さを変えられるよう

に自作した。  
ボール→７０g・５０g・穴あきの３つを用意しそれぞれが選択した。  
（場の工夫）  
守備の簡易化を考えて、３ベースでのゲームとした。３つのコートを放射状に展開する

ことで、それぞれのゲームを指導しやすい形をつくった。  
（ルールの工夫）  
単元の前半は、残塁なしのかたちをとり、後半では残塁ありのかたちをとった。ネット

にボールが当たれば、出塁・進塁を阻止することができるようにし、タッチアウトはな

しとした。  
 

・ネットを使用することで、クラスの全員がアウトをとろうという気持ちをもつことが

できた。また、ボールとバットを選択制にしたことで、得意な子供はより難度を高く（バ

ットを軽く・ボールを軽く）し、苦手な子供は難度を低く（バットを重く・ボールを重

く）設定することが可能となり、誰もが楽しめるティーボールを行うことができた。ル

ールについては、残塁なしのルールからスタートすることで、単元後半の残塁ありのル

ールにもスムーズに移行することができた。課題としては塁上での捕球によるアウトを

採用しなかったため、捕球や送球についての技能向上という面で来年度の取組を考えて

いくことが肝要である。ただし、ボールを投げる・捕るという技能は、ボール運動領域

の授業の中だけでは、なかなか身に付けることが難しいため、体つくり運動の用具操作

や学校生活の休憩時間、放課後の遊びの中でも取り上げていく必要がある。  
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（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

 クラスの女子たちが楽しんでティーボールを行うことを目指して、ルールや場、用具

を工夫し、教師側の PDCA サイクルを意識しながら授業

を行った。単元が進んでいく中で、子供たちの活動を見

取りながら課題の軌道修正などを行うことで、単元の初

めから終わりまで、子供たちは楽しんでティーボールに

取り組むことができた。ボールを捕る、投げる能力の向

上についてはまだまだ課題があるが、ICT 機器を上手く

活用し、子供たちの課題をより明確化し、教師の適切な支援を行うことで、解決してい

くことができるのではないだろうか。  

 
（４）その他 

 子供同士のかかわり合いがより効果的に行われるため

に、学級の雰囲気づくりと同様に、場の工夫も必要である

と考え、本授業では、コンテナ机を製作した。子供たちは

車座となった中心に机を置き、資料を見ながら、話すとい

う場を意識することができた。  
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６
片
付
け

ボ
ー
ル
よ
り
早
く
塁
に
着
こ
う

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
よ
り
遠
く
の
塁
に
着
こ
う

【
コ
ー
ト
】

・
ツ
ー
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ま
で
は
3
0m

・
フ
ェ
ア
グ
ラ
ン
ド
の
角
度
は
6
0度

【
バ
ッ
ト
】

・
３
種
類
（
4
0
g・

2
0
gの

ゴ
ム
片
を

バ
ッ
ト
に
ま
い
た
も
の
）

【
ボ
ー
ル
】

・
穴
あ
き

・
5
0g

・
7
0
g
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７
　

学
習

資
料

（
進

塁
・
出

塁
に

関
し

て
）

☆
進

塁
・
出

塁
を

阻
止

し
、

塁
を

奪
わ

れ
な

い
た

め
に

は
、

走
者

が
奪

お
う

と
し

て
い

る
塁

の
ネ

ッ
ト

、
も

し
く
は

そ
れ

よ
り

先
の

塁
の

ネ
ッ

ト
に

ボ
ー

ル
を

あ
て

る
こ

と
が

大
切

と
な

る
。

◯
進

塁
線

を
超

え
ず

ネ
ッ

ト
に

ボ
ー

ル
が

当
た

っ
た

場
合

→
次

の
塁

へ
は

進
め

な
い

。

◯
 進

塁
線

を
超

え
て

の
ボ

ー
ル

デ
ッ

ド
の

場
合

　
　

・
１

塁
に

向
か

っ
て

い
る

時
に

、
２

塁
・
ホ

ー
ム

で
ボ

ー
ル

デ
ッ

ド
→

１
塁

で
ス

ト
ッ

プ
（
１

点
）

　
　

・
２

塁
に

向
か

っ
て

い
る

時
に

、
１

塁
・
ホ

ー
ム

で
ボ

ー
ル

デ
ッ

ド
→

２
塁

で
ス

ト
ッ

プ
（
２

点
）

　
　

・
ホ

ー
ム

に
向

か
っ

て
い

る
時

に
、

２
塁

・
１

塁
で

ボ
ー

ル
デ

ッ
ド

→
ホ

ー
ム

に
入

る
（
３

点
）

◯
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

な
し

。
◯

ダ
ブ

ル
プ

レ
ー

な
し

→
変

更
な

し
　

◯
攻

撃
（
打

者
）
は

、
ボ

ー
ル

を
打

ち
、

進
塁

す
る

。
ボ

ー
ル

が
到

達
す

る
よ

り
も

早
く
塁

を
奪

う
事

が
で

き
れ

ば
得

点
１

塁
＝

１
点

　
　

２
塁

＝
２

点
　

　
ホ

ー
ム

＝
3
点

　
が

得
点

と
な

る
。

フ
ラ

イ
ア

ウ
ト

は
０

点
◯

フ
ァ

ー
ル

は
何

度
で

も
や

り
直

し
て

良
い

。

（
ル

ー
ル

と
ゲ

ー
ム

の
進

め
方

）
ボ

ー
ル

よ
り

早
く
塁

に
つ

こ
う

（
１

〜
４

時
間

目
）

チ
ー

ム
で

協
力

し
て

よ
り

遠
く
の

塁
に

着
こ

う
！

（
５

〜
８

時
間

目
）

◯
残

塁
な

し
◯

残
塁

あ
り

・
１

チ
ー

ム
　

５
人

（
１

チ
ー

ム
の

み
４

名
　

6
チ

ー
ム

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

試
合

（
攻

：
５

人
　

守
：
４

人
）

・
 １

試
合

２
イ

ニ
ン

グ
　

打
者

が
一

巡
し

た
ら

攻
守

交
代

（
５

人
打

つ
）

・
１

試
合

３
イ

ニ
ン

グ

→
◯

フ
ァ

ー
ル

は
３

回
で

ア
ウ

ト

◯
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
を

超
え

た
場

合
（
ノ

ー
バ

ン
、

ゴ
ロ

問
わ

ず
）
は

ツ
ー

ベ
ー

ス
。

ボ
ー

ル
に

触
れ

て
か

ら
ツ

ー
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
を

出
た

場
合

は
続

行
。

◯
守

備
は

、
１

・
２

塁
・
・
・
ネ

ッ
ト

に
ボ

ー
ル

を
当

て
る

ホ
ー

ム
・
・
・
守

備
チ

ー
ム

が
ベ

ー
ス

を
踏

み
な

が
ら

ボ
ー

ル
に

触
れ

る
（
ホ

ー
ム

キ
ャ

ッ
チ

）
す

る
こ

と
で

プ
レ

ー
完

結
と

な
り

、
進

塁
・
出

塁
を

阻
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

→
変

更
な

し

→
変

更
な

し
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

　

　

　

海南市立大野小学校

海南市山91-1

073-482-3524

井筒　寿美

　新体力テストの結果は、男女ともに握力やボール
投げといった投運動に関する種目で、女子では、50
ｍ走で、それぞれ全国平均並びに県平均を下回る結
果であった。他の種目は好成績であったが、実際の
体育の授業では、その運動能力の高さを十分に生か
しきれているとは言い難く、自分の運動課題を考え､
動きを工夫しながら広げていくことが課題となる｡

　中学年らしく活発で元気溢れる子供たちである。
体を動かすのが好きな子供がほとんどで、体育の授
業も意欲的に取り組めている。アンケートでは、「
体育の時はいつもはりきる。」や「だんだん上手に
なっていくのが楽しみ。」などの回答が多く、これ
までの取組から運動に対する意欲の高まりがうかが
える。新体力テストの結果は、７割がＡ・Ｂ判定で
おおむね全国平均を上回った。

・「忍者隊」という固定した小集団による課題解決
　型の学習を取り入れた。
・単元前半は、互いの動きに着目し認め合う言葉が
　け、後半は、動き方のポイントを伝える言語活動
　とスモールステップで目標を決めた。

　中学年「体つくり運動」の領域で、低学年からの
基本的な動きの質を高め、基本的な動きを組み合わ
せて少し難しい動きに挑戦したり、意欲を引き出し
たりして動きの広がりを身に付けさせていくことを
ねらいに取り組んだ。単元を前半・後半に分け、前
半は「忍者になるために」として基本的な動きを身
に付ける学習に取り組んだ。後半は「上忍（すばや
くなめらかな動きを身に付けている忍者）を目指し
て」という場面設定をし、基本的な動きを組み合わ
せる運動に重点をおいて学習を進めた。運動量を確
保しながら、仲間と楽しくかかわり合う中で自分た
ちで課題解決できるような授業展開を試みた。

対象集団 3年B組　男子10名・女子13名

・小集団で工夫した動きを「新忍術」として取り上
　げながら上忍を目指した動きづくりを行った。
・運動の場は、「高さのある場」「正確なボディー
　コントロールが必要な場」「動きの敏捷性を高め
　る場」「投げる場」など様々な場を設定し、動く
　意欲を高めさせた。
・授業の流れの中に、ペアで動きを見合いながらサ
　ーキット形式で運動する「修行タイム」とはやく
　なめらかな動きの上忍を目指して運動する「忍術
　タイム」を設定して取り組んだ。
・観察や学習カードで評価を行った。その時間、め
　あて実現に向けがんばれた子供を挙げる「めあて
　きらり」という項目を追加した。

　子供とともに課題をつくり、話し合い、評価する､
問題解決型の学習をさらに充実させなくてはならな
い。声をかける場面は多いが、その質を高め、技能
の向上につなげたい。「体つくり運動」では、複数
の場での活動が多く、指導者は個々の動きを見取る
ことが難しかった。子供同士も自分の活動で精一杯
になってしまうので、互いに見合う場面をどう取り
入れるか課題が残った。また、巧みな動きを身に付
けさせるために、低・中学年で動きの感覚をつかま
せることが大切で、より計画的・系統的に学習内容
を考えていかなくてはならない。

 　一つ一つ課題がある「多様な場」を設定すること
で、多様な動きを身に付けさせることができた。「
忍者」というキャラクターを設定することで運動の
楽しさを持続させることができた。更に、授業者が
「素早く・静かに・なめらかに」といった明確なね
らいを持っていたことで、しっかりとイメージを持
って「忍者」になりきれていた。
　「かかわり合い」を意識した指導により、友達に
も目を向けるようになり、みんなで協力する楽しさ
も分かってきた。友達が考えた新技を取り入れる活
動で、子供たちが声をかけ合い意欲的に取り組めた｡
授業後の実態調査では、課題になっていたボール投
げは全体で２ｍ伸び、握力は１．４ｋｇ伸びた。女
子の50ｍ走も０．３秒縮まり、成果が見られた。

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

研究テーマ

互いに認め合い、運動の楽しさと

できる喜びを実感できる体育

～かかわり合い、高め合う大野っ子の育成～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

２ 集団の課題

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

◆工夫した点

Ⅲ 取組の成果 CHECK

Ⅳ 今後の課題 Action
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風がくれの里で、跳び越える・はう感覚を

音がくれの里でバランス感覚を

みんなで、本時のめあてを確認

忍者になりきって体をほぐそう 掲示物で新忍術を確認

くないの里で投げる運動

空がくれの里で高い所から飛び降り

みんなで、本時の振り返り
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体育科学習指導案  
 
 
 
 
 
 
１ 単元名  体つくり運動 「多様な動きをつくる運動」  

～上忍を目指して～  
 
２ 指導にあたって  
（１）学習過程、学習形態の工夫  
 本学級の児童（以下：子供とする）は、中学年らしく活発で元気溢れる子供たちである。

運動する子供と運動しない子供の二極化が課題とされる中、休憩時間には外に出てサッカ

ーや鬼ごっこをしている子供が多い。体育に関するアンケートでは、「体育のとき、いつも

はりきります」や「体育の時間、だんだん上手になっていくのがとても楽しみです」など

の項目に対する、「はい」の回答人数が多いことから、運動に対する意欲の高まりがうかが

える。こうした子供に対しては、今後、基礎的な体力向上を図りつつ、自分の運動課題を

考え、動きを工夫しながら広げていくことが課題となる。新体力テストにおいては、男子

の７０％、女子の６９．３％が、Ａ判定・Ｂ判定となり、おおむね全国平均を上回る好成

績となった。しかし、実際の体育の授業や遊びの中では、その運動能力の高さを十分に生

かしきれているとは言い難い。また、男女ともに握力やボール投げといった投運動に関連

する種目で、女子では５０ｍ走で、それぞれ全国平均並びに県平均を下回る結果であった。  
今回扱う体つくり運動の領域は、体を動かす楽しさや心地よさを仲間と一緒に味わうと

ともに、楽しく運動をしながら体力向上につなげることのできる運動領域である。中学年

では、「体ほぐしの運動」と「多様な動きをつくる運動」で構成されている。「体ほぐしの

運動」には、「体への気付き」「体の調整」「仲間との交流」の３つがあり、これらを関連さ

せながら体を動かすことへのスイッチ・オンがねらいとされている。「多様な動きをつくる

運動」は、（ア）体のバランスをとる運動 （イ）体を移動する運動 （ウ）用具を操作す

る運動 （エ）力試しの運動 （オ）基本的な動きを組み合わせる運動で構成されており、

低学年からの基本的な動きの質を高め（洗練化）、基本的な動きを組み合わせて少し難しい

動きに挑戦したり、子供から「やってみたい」という意欲を引き出したりして動きの広が

りを身に付けていくことがねらいとされている。このような領域においては、全体的な運

動量を確保しながら、仲間と楽しくかかわり合う中で、自分たちで課題解決できるように

なる授業づくりを試みたい。  
本単元は、前半の学習で、（ア）から（エ）までの基本的な動きを身に付ける学習をし、

後半の学習では基本的な動きを組み合わせる運動に重点をおいて学習を進める。また、子

供の意欲の持続と楽しさの追求を保障するために、前半は「忍者になるために」、後半は「上

忍を目指して」という場面（上忍とは、すばやくなめらかな動きを身に付けている忍者と

する）を設定する。これにより、子供たちは、「やらされる動きづくり」ではなく、忍者に

なりきって遊ぶ中で基本的な動きを組み合わせ、より洗練された動きを目指していきやす

日 時：平成２９年１１月１０日（金）９：４５～１０：３０  
場 所：海南市立大野小学校 体育館  
学 級：３年Ｂ組 ２３人（男子１０名 女子１３名）  
授業者：教諭 辻 直敬  
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いと考える。また、この単元においては、小集団による課題解決的な学習を取り入れるこ

とにした。かかわり合いを高め合う子供たちの姿が見られることを期待して、忍者隊とい

うペアまたはグループで取り組む。  
 

（２）協働的な学び（学習）を効果的に取り入れた指導  
本単元では、仲間と楽しくかかわり合う態度を育てるために、固定したグループで学習

する。そうすることで、仲間の調子や状態などが把握しやすくなり、情意的な声かけや動

き方のポイントが伝えやすくなり、仲間の伸びや変化も継続して見合うことができると考

える。しかし、３年生の子供には、運動する中で仲間の変化を見ながら声をかけ、動き方

のポイントを分かりやすく伝え合うことは難しい。そのため、単元の前半では、子供が互

いの動きに着目し認め合う言葉をかけること、後半では、固定した忍者隊で、動き方のポ

イントを伝える言語活動ができることと、スモールステップで目標を決める。さらに、後

半においては、小集団で工夫した動きを「新忍術」として取り上げながら上忍を目指した

動きづくりを行う。こうすることで、子供が意欲的に考えた新しい忍術を、学級全体で磨

きやすくなる。  
運動の場は、前半の学習を考慮しながら、高さのある場、正確なボディーコントロール

が必要な場、動きの敏捷性を高める場、投げる場など様々な場を設定し、動く意欲を高め

る。さらに、学習の段階に応じて、子供同士の関わりを意図して場の難易度を上げたり、

ルールを設けたりする。また、授業の流れの中に「修行タイム」と「忍術タイム」を設定

する。修行タイムは、ペアでお互いの動きを見ながらサーキット形式で運動する。忍術タ

イムは、「上忍」を目指して、はやくなめらかな動きができるように忍者隊で活動する時間

とする。また、ここで指導者は、上忍を目指した言葉がけを積極的に行っていく。そして、

動きのポイントを伝え合っている忍者隊を全体に紹介し、子供が目指す忍者隊のイメージ

を明らかにしていくことでめあての明確化を図りたい。  
 

（３）指導と評価の在り方について  
子供が主体的・意欲的に運動に取り組めるように、教師と子供との対話を通して、子供

の言葉を用いながら学習課題（めあて）を設定する。そのうえで、評価のための評価にな

らないように、毎時間、学習課題を意識できる声かけをしながら、個々の動きに応じた指

導を心がける。さらに、授業毎の評価として観察や学習カードなどを活用する。体育学習

カードでは、自己評価の項目に加え、仲間のよい動きに着目させる手立てとして、「めあて

きらり」という項目を追加する。「めあてきらり」とは、その時間のめあて実現に向けて特

に工夫して運動していた仲間を挙げることとする。この項目を追加することで、自己評価

に加え、他者評価を行うことができ、互いを認め合う評価活動ができると考えた。基本的

な動きを組み合わせた運動では、動きを広げていくこと（新忍術づくり）に重点を置きつ

つ、結果的に体力を高めるための動きも意識させる。そのために、子供の動きの変化や高

まりを見逃さず、瞬時に「ほめる・認める」「修正する」を意識しながらバランスよく声を

かけたい。  
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童の実態〕  
〔グラフ１〕判定別割合（男女別）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〔図１〕【T スコアによる全国比較図（男女別）】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の目標  
 （運動）  
 多様な動きをつくる運動では、体のバランスや移動、用具の操作などとともに、それら

を組み合わせることができるようにする。  
 （態度）  
 運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、場や用具の安全に気を付け

たりすることができるようにする。  
 （思考・判断）  
 体つくりのための運動の行い方を工夫できるようにする。  
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４ 単元の評価規準  
 運動への関心・意欲・態度  運動についての思考・判断 運動の技能  

単
元
の
評
価
規
準 

●体つくり運動に進んで取

り組もうとしている。  
●用具の使い方や運動の行

い方のきまりを守ろうと

している。  
●友達と協力して、用具の

準備や片付けをしようと

している。  
●運動する場や用具の使い

方などの安全を確かめよ

うとしている。  
●友達と励まし合って運動

しようとしている。  

●体ほぐしの運動の行い方

を知るとともに、友達と

一緒に運動をしたり用具

を使って運動をしたりす

るなど、運動の行い方を

選んでいる。  
●多様な動きをつくる運動

の行い方を知るととも

に、友達のよい動きを見

付け自分の運動に取り入

れたり、動きの組み合わ

せ方を選んだりしてい

る。  
（運動の組み合わせ方を考

え工夫している。第４学

年）  

●多様な動きをつくる運動

では、体のバランスや移

動、用具の操作、力試し

の動きとともに、それら

を組み合わせた動きがで

きる。  
（これまでに学習した動き

が安定してできる。第４学

年）  

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

体つくり運動に進んで取り

組もうとしている。  
用具の使い方や運動の行い

方のきまりを守ろうとして

いる。  
友達と協力して、用具の準

備や片付けをしようとして

いる。  
運動する場や用具の使い方

などの安全を確かめようと

している。  
友達とかかわり合って運動

しようとしている。  
 

体ほぐしの運動の行い方に

よって、心が弾んだり気持

ちが変わったりすることに

気付いている。  
（⑥体ほぐしの運動で、楽

しく運動できる行い方を

選んでいる。第４学年）

多様な動きをつくる運動の

動き方のポイントや動きの

こつを知っている。  
多様な動きをつくる運動で

友達のよい動き方を見付け

ている。  
多様な動きをつくる運動で

動き方を考え自分の動きに

取り入れている。  
多様な動きをつくる運動で

基本的な動きの組み合わせ

を選んでいる。  
（⑦多様な動きをつくる運

動の基本的な動きの組み

合わせ方を見付けてい

る。第４学年）  

姿勢や方向を変えて、体の

バランスをとる動きが安定

してできる。  
姿勢や方向を変えて、体を

移動する動きがなめらかに

できる。  
フラフープやボールなどを

操作し、用具に合わせた動

きが調子よくできる。  
腕の引き方や押し方、重心

のかけ方などを変えて力試

しの動きができる。  
基本的な動きを組み合わせ

た動きができる。  
（⑥組み合わせた動きが安

定してできる。第４学年）

 
５ 指導と評価の計画…別紙参照  
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６ 本時について  
（１）目標  
（運動）前時までの修行で身に付けた動きを組み合わせた運動ができるようにする。  
（態度）進んで友達とかかわり合いながら、修行できるようにする。  
（思考･判断）多様な動きをつくる運動で基本的な動きの組み合わせを選ぶことができる

ようにする。  
 

（２）展開（本時：６／９時）  

 

学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）  

導
入
（
１
０
分
） 

１ 場の準備をする。  
２ 体ほぐしの運動の趣旨を生かした準

備運動をする。  
○忍者体操  
・手裏剣投げの術  
・よけるかわすの術 など  

○仲間と協力して、場の準備をすることが

できるように支援する。  
 
○忍者になる雰囲気づくりをする。  
○仲間と交流しながら、体の調子に気付  

かせる。  

展
開
（
３
０
分
） 

３ 学習課題を確認する。  
 
 
 
 
４ 基本的な動きを組み合わせた運動を

する。（修行タイム）  
○空隠れの里  
・舞台の上に登り、とび降りる場  
○音隠れの里 

・ラダーやケンステップ、平均台などの 

上でバランスを取りながら移動する場 

○風隠れの里 

・障害物をとびこえたり、這ったりしな 

がら移動する場 

○くないの里 

・くないに見立てた新聞紙のボールなど

を、的に向かって投げる場 

 

５ それぞれの場で上忍を目指して、運 

動する。（忍術タイム） 

 

 

 

 

６ ４つの場を修行する。 

・（新）忍術を確かめる。 

 

 

○他の忍者たちが考えた忍術を掲示する

ことで、めあてづくりの情報とする。  
 
 
 
○本時の場を確認させながら、それぞれ  

の里の特徴を意識させる声かけをする。

○ペアの動きに着目させる声かけをする。

 
 
 
 
 
 
○忍者隊同士でめあてを意識した声かけ

をしている子供を賞賛する。  
○スムーズに学習活動に取り組めていな

い忍者隊には動き方などの声かけをす

る。  
○忍術タイムでの活動を再確認させる。  
 
○お互いの動きをよく見て、動き方につ  

いての言葉かけができるようにする。  
○上忍を意識しながら運動している子供

を賞賛する。  
 
☆多様な動きをつくる運動で基本的な動

きの組み合わせを選んでいる。  
【思考・判断⑤】

ま
と
め
（
５
分
） 

７ 振り返りをする。  
 
 
８ 片付けをする。  

○めあてにそったことや友達のがんばり

に留意しながら自己評価・相互評価を 

させる。  
○友達と協力しながら行うように声をか

ける。  

『忍者の動きを手に入れよう！』の巻～②～  
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７ 学習資料…別紙参照  
 
８ 考察（成果と課題） 

 

（１）児童の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

 本学級の児童（以下：子供とする）は、中学年らしく活発で元気溢れる子供たちで運

動に対する意欲が高い。しかし、握力・ソフトボール投げという投運動に関連する種目

で、さらに女子では、５０ｍ走で、それぞれ全国平均並びに県平均を下回る結果であっ

た。そうした子供の実態を考慮して、多様な場においては、課題を克服できる運動並び

にかかわり合って楽しめる運動を取り入れることを考えた。 

・単元のサブタイトルを前半「忍者を目指して」、後半「上忍を目指して」とすることで、

子供が忍者になりきり、運動に対して意欲を高めることができた。 

・一つ一つ課題がある「多様な場」を設定することで、自分の運動課題を考え、工夫し

た動きを身に付けさせることができた。 

・１時間の授業の中で、多様な場を準備して片付けることが難しかった。 

・運動を広げるための思考をするが、子供に身に付けさせたい力を明確にしていくこと

が難しい。 

 

 

 

 

 

 

（２）児童が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

・固定したグループ（忍者隊）で学習することで、仲間の調子や状態などが把握しやす

くなり、情意面に働きかける声かけや動き方のポイントが伝えやすくなった。また、継

続して友達の動きを見合うことができ、仲間の伸びや動きの変化に気付くことができた。

・目指す忍者像を、「すばやく、静かに、なめらかに動く」という共通のねらいを持つこ

とで各時間の子供が持つめあてを明確にすることができた。  
・動きの高まりを実感させるために、「静かに」という動きは、鈴など音が出る物を使っ

て客観的に捉えさせることができた。「なめらかに」という動きは、できているかどうか

を子供が判断することが難しいので、教師の言葉がけや映像を使って動きの変容を捉え

させることが効果的だった。  
・小集団で工夫した動きを新忍術として、写真とともに掲示したことで、子供が意欲的

に新しい動きを考え、子供同士から学級全体で共有しやすくなった。  
・「かかわり合い」を意識した指導をすることによって、友達にも目を向けるようになり、

みんなで協力する楽しさを感じさせることができた。  
・前半で身に付けた動きを考慮しながら、「高さのある場」、「正確なボディーコントロー

テーマ 

 

互いに認め合い、運動の楽しさとできる喜びを実感できる体育 

～かかわり合い、高め合う大野っ子の育成～ 
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ルが必要な場」、「動きの敏捷性を高める場」、「投げる場」など様々な場を設定すること

で、今後、高学年で取扱う各運動領域に生かすことができる力を身に付けることができ

た。  
・「修行タイム」や「忍術タイム」などサーキット形式で授業を進めたので、運動量を確

保しながらお互いの動きを見合うことができた。  
・子供が「関わり」を意識するように、一人ではできない運動・友達と協力して乗り越

えることができる課題を設定すべきであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

・自己評価の項目に加え仲間との関わりを意識させるために、「めあてきらり」という項

目を追加したので、友達のよい動きに目を向けるきっかけづくりになった。  
・授業の中で、めあてを意識した声かけや動きを瞬時に「ほめる・認める」「修正する」

という指導を行うことでめあての共通化を図ることができた。  
・学習カードの自由記述欄に書いた言葉を全体で共有することで、言語活動の充実を行

うことができた。一方で、中学年という発達の段階を考慮すると、運動しながら言語活

動をするには課題を感じた。  
・子供とともに課題をつくり、話し合い、評価する、問題解決型の学習を充実させてい

かなくてはならない。  
・友達同士で声をかけ合う場面が増えてきた。しかし、その質を高め、技能向上に直結

するものに高めていかなければならない。  
・体つくり運動では、多様な場での活動が多いため、指導者は個々の動きを見取ってい

くことに課題を感じた。  
・子供同士は自分の活動に精一杯になってしまうので、お互いに見合う場をどう取り入

れるか課題が残った。  
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（４）その他 

【授業前後の体力・運動能力調査の結果】（学級平均） 

握力 

（kg） 

上体起こし

（回） 

長座体前屈

（cm） 

反復横とび 

（回） 

5 月 12 月 5 月 12 月 5 月 12 月 5 月 12 月 

11.1 12.5 17.4 18.2 38.0 38.4 40.0 40.8 

 

シャトルラン 

（回） 

５０ｍ走 

（秒） 

立幅とび 

（cm） 

ソフトボール投げ

（m） 

5 月 12 月 5 月 12 月 5 月 12 月 5 月 12 月 

41.8 48.8 10.3 10.0 144.8 147.4 11.6 14.0 

 

 

 

 

 

 

 

・体力・運動能力調査の結果を見ると、身体の発育・発達のため記録が伸びたことも考

えられるが、握力・５０ｍ・ソフトボール投げは、５月と比較すると有意に向上してい

る。握力では、１．４kg、５０ｍ走では、－０．３秒、ソフトボール投げでは、２．４

ｍという伸びだった。多様な場の中に簡単なボール操作を多く取り入れたことやラダー、

ケンステップなど使った運動を取り入れたことが、上記の種目の記録向上につながった

のではないかと考えられる。様々な運動を取り入れることのできる体つくり運動領域に

おいて、子供の課題に応じて、多様な場を考える必要性を改めて感じた。指導者が、苦

手なところを意識して遊びの中に取り入れることで、結果として運動能力も上がってい

くことを改めて感じた。 

・他教科との関わりをもたせて学習することの大切さを改めて感じた。 

 

 

 

 

 

 

握力  ５０ｍ走  ソフトボール投げ  
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②

①
③

③

④
②

①
③

体
ほ

ぐ
し

の
運

動
用

具
を

操
作

す
る

運
動

5
-
1
　

指
導

と
評

価
の

計
画

運
動
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

第 三 学 年

一 時 間 の 学 習 の 流 れ

時
　

　
　

数

学
習

の
段

階

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

○ 学 習 の 進 め 方 を 知 る 。

○ 体 ほ ぐ し ・ 体 つ く り 運 動 に つ い て の き ま り や 学 習 の 進 め 方 を 知 る 。

○ 用 具 や 場 の 準 備 を 確 認 す る 。

○ 体 ほ ぐ し の 運 動 や ペ ア で の 運 動 を す る 。

力
試

し
の

運
動

評 価 の 観 点

運
動
に
つ
い
て

の
思
考
・
判
断

運
動

の
技

能

体
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
運

動
体

を
移

動
す

る
運

動

１
場
の
準
備
を
す
る

２
体
ほ
ぐ
し
運
動
を
使
っ
た
準
備
運
動
を
す
る
。

・
伝
承
遊
び
（
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
な
ど
）
を
す
る
。

・
音
楽
に
合
わ
せ
て
心
地
よ
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
友
達
の
心
や
体
の
変
化
に
気
付
く
。

3
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

・
前
時
ま
で
の
動
き

の
振
り
返
り
を
し
な
が
ら
、
本
時
の
め
あ

て
を
確
認
す
る
。

4
体

の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
運
動
を
す
る
。

○
回

る
な
ど
の
運
動

を
す
る
。

・
片

足
を
軸
に
し
て

移
動
す
る
。

・
く

る
り
ん
キ
ャ
ッ

チ
（
棒
が
倒
れ
る
前

に
回

っ
て
か
ら
キ
ャ

ッ
チ
す
る
。
）

○
寝

転
ぶ
、
起
き
る

な
ど
の
運
動
を
す
る
。

・
グ

ル
ー
プ
で
寝
転

ぶ
、
転
が
る
、
起
き

る ・
ゆ

り
か
ご
じ
ゃ
ん

け
ん
（
太
鼓
に
合
わ

せ
て

！
）

○
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ

運
動
を
す
る
。

・
け

ん
け
ん
バ
ラ
ン

ス
崩
し

・
け

ん
け
ん
動
物
鬼

○
渡

る
な
ど
の
運
動

を
す
る
。

・
平

均
台
を
渡
る
。

（
け

ん
け
ん
、
後
ろ

向
き
、
動
物
歩
き
）

◎
2年

生
ま
で
に
行
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
動

き
を
す
る
。

4
力
試
し
の
運
動
を

す
る
。

○
人
を
押
す
運
動
を

す
る
。

・
手
押
し
相
撲

・
背
押
し
、
し
り
相

撲

・
し
ゃ
が
み
相
撲

○
人
を
引
く
運
動
を

す
る
。

・
引
き
相
撲

①
手
を
も
つ

②
棒
を
も
つ

・
ペ
ア
で
相
手
の
腕

を
引
き
合
っ
て
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
！

※
重
心
を
低
く
し
て

、
相
手
の
お
し
り
が

少
し
浮
く
よ
う
に
、

引
っ
張
る
。

◎
グ
ル
ー
プ
単
位
で

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
を

ゲ
ー
ム
化
し
て
行
う

。

4
 用

具
を
操
作
す
る

運
動
を
す
る
。

○
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
な

ど
の
運
動
を
す
る
。

・
は
さ
ん
で
ぴ
ょ
ん

ぴ
ょ
ん
（
両
足
な
ど

の
挟
ん
で
運
ぶ
）

・
２
人
で
よ
い
し
ょ

（
お
腹
、
頭
、
お
し

り
）

※
ボ
ー
ル
の
種
類
は

、
大
き
さ
や
重
さ
の

異
な
る
も
の
を
３
種

類
使
う
。

○
ボ
ー
ル
を
つ
か
む

、
持
つ
、
降
ろ
す
な

ど
の
運
動
を
す
る
。

・
頭
、
腰
の
ま
わ
り

を
回
す
。

・
ボ
ー
ル
手
渡
し
リ

レ
ー

○
用
具
を
投
げ
る
、

捕
る
運
動
を
す
る
。

・
ね
ら
っ
て
チ
ェ
ン

ジ

・
２
人
で
チ
ェ
ン
ジ

○
縄
跳
び
を
跳
ぶ
な

ど
の
運
動
を
す
る
。

・
短
縄
を
ペ
ア
で
跳

ぶ
。
（
両
足
、
片

足
）

・
チ
ー
ム
で
ジ
ャ
ン

プ

５
学
習

の
振

り
返
り

を
す

る
。

・
個

人
で

の
振
り

返
り

（
学
習

カ
ー

ド
に

記
入
す

る
際

、
声
か

け
や

励
ま

し
の
こ

と
に

つ
い
て

書
く

よ
う
に

さ
せ

る
。
）

・
全

体
で

の
共
有

６
片
付

け
を

す
る
。

・
友

達
と

協
力
し

な
が

ら
行
う

。

◎
2年

生
ま
で
に
行
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
動

き
を
す
る
。

4
 体

を
移
動
す
る
運

動
を
す
る
。

○
這
う
、
歩
く
、
走

る
運
動
を
す
る
。

・
動
物
歩
き

（
イ
ヌ
、
か
に
、
カ

エ
ル
）

・
体
じ
ゃ
ん
け
ん

・
お
し
り
歩
き

※
コ
ー
ス
を
変
え
な

が
ら
行
う
。

○
跳
ぶ
、
は
ね
る
運

動
を
す
る
。

・
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
跳
ぶ

（
一
回
転
，
右
，
左

，
9
0度

な
ど
）

・
ジ
ャ
ン
プ
ル
ズ

（
ペ
ア
で
腕
を
組
ん

で
，
相
手
の
場
所
に

移
動
す
る
。
）

◎
コ
ピ
ー
ラ
ン
ニ
ン

グ

※
グ
ル
ー
プ
単
位
で

先
頭
を
変
え
な
が
ら
、

体
を
移
動
す
る
動
き

を
総
合
的
に
行
う
。

◎
基
本
的
な
動
き
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
安
定
し
て
で
き
る
よ
う
に

意
識
さ
せ
る
。

◎
勝
敗
で
は
な
く
、
運
動
能
力
を
高
め
る
た
め
の
「正

し
い
動

き
」
を
意
識
さ
せ
る
。
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1
2

3
4

5
6
（
本
時
）

7
8

9

0

1
0

2
0

3
0

4
0

4
5

⑤
③

④

②
⑤

④

②
⑤

⑤

5
-
2
　
指
導
と
評
価
の
計
画

学
習
の
段
階

体
ほ
ぐ
し
の
運
動

基
本

的
な

動
き

を
組

み
合

わ
せ

る
運

動

時
　
　
　
数

第 三 学 年

一 時 間 の 学 習 の 流 れ

評 価 の 観 点

運
動
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

運
動
に
つ
い
て

の
思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

４
基

本
的
な

動
き
を

組
み
合

わ
せ

た
運
動

を
す

る
。

○
こ

れ
ま

で
に
習

得
し
た

忍
術

や
、
修

行
の

場
で

身
に

つ
け
た

動
き
を

使
っ

て
運
動

す
る
。

①
敵

の
ア

ジ
ト
に

忍
び
込

め
！

（
音

隠
れ

の
里
の

忍
術
）

②
ア

ジ
ト

に
侵
入

せ
よ
！

（
風

隠
れ

の
里
）

③
敵

を
倒

せ
！

（
く

な
い

の
里
）

④
敵

の
ア

ジ
ト
か

ら
脱
出

せ
よ

！

（
空

隠
れ

の
里
）

※
ペ

ア
や

忍
者
隊

で
楽
し

く
行

う
よ
う

に
す

る
。

１
場

の
準

備
を

す
る

２
体

ほ
ぐ

し
の

運
動

を
使

っ
た

準
備

運
動

を
す

る
。

・
忍

者
体

操

・
忍

者
走

り
な

ど

３
学
習

課
題
を

確
認
す

る
。

・
前

時
ま

で
の
動

き
の
振

り
返

り
を
し

な
が
ら

、
本

時
の
め

あ
て
を

確
認

す
る
。

７
学

習
の

振
り

返
り

を
す

る
。

・
個

人
で

の
振

り
返

り
（

友
達

の
よ

い
動

き
に

着
目

さ
せ

た
り

、
友

達
に

か
け

て
も

ら
っ

て
う

れ
し

か
っ

た
り

し
た

こ
と

に
つ

い
て

書
か

せ
る

。
）

・
全

体
で

動
き

な
ど

を
共

有
す

る
。

８
片

付
け

を
す

る
。

・
友

達
と

協
力

し
な

が
ら

安
全

に
行

う
。

４
体
ほ

ぐ
し
の

運

動
を

す
る

。

○
ゆ

っ
た

り
と
静

的

な
運

動

・
ペ

ア
で

リ
ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン

○
や

や
活

動
的
な

運

動 ・
忍

者
体

操

①
手

裏
剣

投
げ
の

術

②
よ

け
る

か
わ
す

の

術 ③
葉

隠
れ

の
術

④
転

が
り

の
術

⑤
分

身
の

術

⑥
忍

者
走

り
の
術

⑦
螺

旋
手

裏
剣
の

術

⑧
隠

れ
み

の
術

な
ど

※
友

達
の

体
の
調

子

に
気

づ
く

よ
う
に

す

る
。

４
基

本
的
な

動
き
を

組
み
合

わ
せ

た
運
動

を
す
る

。

○
４

つ
の

里
で
、

修
行
す

る
。

（
修
行

タ
イ
ム

）

①
空

隠
れ

の
里

・
舞

台
の

上
に

、
ロ

イ
タ

ー
板

ま
た

は
何

も
使

わ
な

い
条

件
か

ら
選

択
し

て
登

り
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

マ
ッ

ト
の

目
印

に
向

か
っ

て
飛

び
降

り
る

場
で

修
行

す
る

。

②
音

隠
れ

の
里

・
敵

に
見

つ
か

ら
な

い
動

き
で

ラ
ダ

ー
、

ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

、
、

飛
び

石
、

平
均

台
な

ど
を

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
な

が
ら

移
動

す
る

な
ど

の
場

で
修

行
を

す
る

。

③
風

隠
れ

の
里

・
障

害
物

を
飛

び
越

え
た

り
、

這
っ

た
り

し
な

が
ら

進
ん

で
い

く
場

で
修

行
す

る
。

④
く

な
い

の
里

・
的

に
向

か
っ

て
忍

た
ま

を
投

げ
る

場
で

修
行

す
る

。
（

忍
た

ま
や

大
き

さ
の

違
う

ボ
ー

ル
を

使
う

。
ま

た
、

的
ま

で
の

距
離

が
遠

く
な

っ
た

り
、

的
当

て
の

的
が

重
く

な
っ

た
り

す
る

。
）

５
忍

術
タ

イ
ム

○
ペ

ア
で

交
代

し
な

が
ら

、
課

題
に

取
り

組
む

。

６
動

き
を

確
認

す
る

。

○
修

行
の

成
果

を
確

か
め

る
。

※
そ

れ
ぞ

れ
の

里
で

修
行

し
な

が
ら

、
新

忍
術

（
新

し
い

動
き

）
を

考
え

て
い

く
。

１
場
の

準
備
を

す

る
。

２
準
備

運
動
を

す

る
。

任
務

３
（
大

野
忍

者
隊

～
潜

入
の

巻
～

）

忍
者

屋
敷

を
制

覇
し
よ
う
！

４
基

本
的

な
動

き
を

組
み

合
わ

せ
る

運
動

を
す

る
。

（
修

行
タ

イ
ム

）

○
４

つ
の

場
で

課
題

を
設

定
し

な
が

ら
修

行
す

る
。

（
ペ

ア
の

忍
者

隊
を

活
動

の
基

本
と

す
る

。
）

①
ジ

ャ
ン

プ
の

修
行

・
舞

台
に

登
る

た
め

の
方

法
を

、
と

び
箱

、
ロ

イ
タ

ー
板

の
２

つ
の

中
か

ら
選

ん
で

登
り

、
セ

ー
フ

テ
ィ

－
マ

ッ
ト

に
向

か
っ

て
飛

び
降

り
る

修
行

を
す

る
。

②
バ

ラ
ン

ス
強

化
の

修
行

・
ラ

ダ
ー

、
ケ

ン
ス

テ
ッ

プ
、

平
均

台
な

ど
を

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
な

が
ら

移
動

し
て

い
く

修
行

を
す

る
。

③
俊

敏
の

修
行

・
障

害
物

を
飛

び
越

え
た

り
、

用
具

を
操

作
し

た
り

し
な

が
ら

移
動

す
る

修
行

を
す

る
。

④
投

げ
る

修
行

・
的

に
向

か
っ

て
、

投
げ

る
修

行
を

す
る

。
（

流
れ

星
ボ

ー
ル

や
大

き
さ

の
違

う
ボ

ー
ル

を
使

う
。

）

５
忍

術
タ

イ
ム

○
ペ

ア
で

交
代

し
な

が
ら

、
課

題
に

取
り

組
む

。

６
動

き
を

確
認

す
る

。

○
修

行
の

成
果

を
確

か
め

る
。

※
ペ

ア
の

忍
者

隊
を

つ
く

り
、

お
互

い
の

動
き

を
見

合
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

※
①

～
④

で
の

修
行

の
場

は
，

段
階

に
応

じ
て

難
易

度
を

上
げ

た
り

，
す

ば
や

い
動

き
を

身
に

つ
け

る
た

め
に

運
動

に
ル

ー
ル

を
設

け
た

り
す

る
。

任
務

１
（
大

野
忍

者
隊

～
修

行
の

巻
～

）

そ
れ

ぞ
れ
の
修
行
の
場
で
忍
者
の
動
き
を
身

に
つ
け
よ
う
！

（
基
本
の
動
き
）

５
学

習
の

振
り

返
り

を
す

る
。

・
友

達
の

よ
い

動
き

に
着

目
さ

せ
な

が
ら

、
全

体
で

よ
い

動
き

な
ど

を
共

有
す

る
。

６
片

付
け

を
す

る
。

・
友

達
と

協
力

し
な

が
ら

行
う

。

５
学

習
の

振
り

返
り

を
す

る
。

６
片

付
け

を
す

る
。

・
友

達
と

協
力

し
な

が

ら
行

う
。

任
務

２
（
大

野
忍

者
隊

～
結

成
の

巻
～

）

４
大

里
で
上

忍
に
な
る
た
め
の

忍
術

を
み

ん
な
で
磨

こ
う
！

（
す

ば
や
く
！

な
め
ら
か

な
忍
術

！
）
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3B 体つくり運動　学習カード

1

2

3

4

5

～上忍を目指して～

◎：よくできた
○：できた
△：もう少し

きまりを守り、友達ときょう力することができた。 ◎・○・△

安全に気をつけてうんどうすることができた。 ◎・○・△

名前（　　　　　　　　）
11月　　　　日（　　　）

ふりかえり　

いろいろな運動を楽しく、すすんですることができた。 ◎・○・△

今日見つけた『めあてきらり』

◎今日の体育で楽しかったことや友達に言われてうれしかったことを書きましょう。

『忍者の動きを手に入れよう！』の巻～②～ ◎・○・△
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入
り
口

音
隠

れ
の
里

く
な
い
の
里

風
隠

れ
の
里

緑
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
マ
ッ
ト

ロ
イ
タ
ー

ラ ダ ー

○ 動 物 の 穴 が 空 い た 的

○ フ ラ フ ー プ の 的

変
身
マ
ッ
ト

マ ッ ト

S

空
隠

れ
の
里

マ ッ ト

S

平 均 台

平 均 台

フ

フ フ

フ

障

ラ ダ ー

S

S
障

障
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 4年A組　男子12名・女子15名

紀の川市立田中小学校

紀の川市打田1491

0736-77-2004

粉川　雅亘

研究テーマ

「魅力ある体育の授業」

～子供が主体的に活動し、仲間と学び合うことで、

体力向上につながる授業実践の研究～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

本学級は、体を動かすことが好きな児童が多く運動をする

ことに対して関心が高いといえる。しかし、朝のトレーニン

グや教科体育では消極的な態度で参加し、運動をすることに

対して苦手意識がある児童が１０％いる。また、児童の多く

は、決まった運動に終始する傾向が強く、特別できる運動が

ある反面、不得意な運動があるというのが現状である。

２ 集団の課題

体力・運動能力調査結果を見ると、男女とも、Ｃ～Ｅ判定

までが全体の７０％を締め、幅跳びに必要な５０ｍ走・立ち

幅とびにおいても全国平均を下回っている。運動が好きな児

童が多い割に、基礎体力が身に付いていないことや理にかな

った身体の動かし方を理解できていないことが分かる。また､

協働的な学びという点においては、自分の考えや意見を交流

する場を各教科で設け、思っていることを発信する機会を取

ってはいるものの、考えを言葉で相手に伝えたり、友達の意

見に耳を傾けて受け入れたりすることが苦手な児童がまだま

だ多く、課題が見られる。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

今回、授業づくりのポイントとして、

１ 学習形態の工夫

２ 場の設定の工夫

３ ゲームの工夫

の３点を工夫した。

◆工夫した点

１ 学習形態の工夫

本単元の授業を、大きく２つに分けることにした。１つは

技能を習得する時間（レベルアップタイム）、もう１つは、

発見した課題を解決する時間（チャレンジタイム）である。

レベルアップタイムでは、技能ポイントを習得するために、

段階を追った学習形態とした。幅跳びの基本的なポイントで

ある「助走」「踏み切り」「着地」の３点に焦点を絞って指

導することで、幅跳びの最も基本的な動作や技能を習得する

時間とした。

２つ目のチャレンジタイムでは、技能のポイントができて

いるかどうかをグループ内で互いに検証し合う活動を取り入

れ、技能ポイントの定着を図り、友達同士やグループ間で競

い合って力を高め合っていく楽しさや、協力して課題を解決

していく喜びを味わえるような学習形態にすることにした。

また、学習グループについては、技能の能力別で編成する

基本グループと個々の課題に応じて編成する課題別グループ

の２種類を設定することとした。

２ 場の設定の工夫

場の設定の工夫であるが、３・４年生の幅跳びのポイント

である、「短い助走」「踏み切り」「両足での着地」といっ

た３点を習得できる場を用意した。

今回は技能習得に重点を置いた授業にするため、場の設定

や準備物等を踏まえて体育館で行うことにした。しかしなが

ら、体育館で授業を行うにあたり、足や膝に負担がかかるこ

とが予想されたため、着地の指導や場の安全には細心の注意

を払った。

３ ゲームの工夫

ゲームの工夫であるが、技能ポイントゲームや伸び幅ゲー

ムを行い、友達と競い合ったり、クラス全体の伸び幅ポイン

トを決め、その記録に全員で達成できるようなゲームを設け

たりしながら、楽しんで学習できるようにした。個人の技能

・記録を伸ばすことのみを重視するのではなく、友達ととも

に互いの力を高め合うことができるように、話し合い、協力

しながら練習・ゲームをさせた。そして、グループ全体の記

録向上を意識させながら、跳び方の技術や記録を向上させ、

楽しさや達成感、次への意欲を高めることができる内容にな

るように、ゲームのルール・構成についても考えた。

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

Ⅲ 取組の成果 CHECK

本単元では、技能を習得できる様々な場を用意することで、

児童が自然に運動の特性に触れながら、技能を向上させたり、

自己記録の更新を目指したりすることができるようにした。ま

ず初めに、オリエンテーションでは、動画から幅跳びに必要な

運動の特性「助走」「踏み切り」「着地」に気付かせ、２、３、

４時ではそれぞれの動作について「できている」ものと「でき

ていない」ものを写真や動画を元に比較させ、正しい動作につ

いて話し合わせることで、技能ポイントを明確にしていった。

違うところを強調させ、それが技能ポイントになることで児童

は容易にポイントをつかんでいったように感じた。

そして、その技能を習得することができる場を「助走コース

」「踏み切りコース」「着地コース」に分け、自分の課題に応

じた場で練習できるようにした。これらのコースをつくる上で

最も配慮し、工夫した点が、その場で練習すれば、「自然とそ

の動きになっている」ことであった。運動が苦手な児童や見た

り聞いたりしただけでは表現することが難しい児童にとって、

いくら練習してもうまくいかないということがよくある。その

場で跳べば、自然とその動きになる、という場をつくることに

よって運動に対して消極的な児童への手立てになると考え、場

づくりには力を入れた。

今回の「技能習得と楽しさ」を同時に達成する場の設定は、

準備物の多さや合理的であったか等の課題はあると感じたが、

活動中の児童の様子や授業後の感想を見る限り、概ねよかった

のではないかと感じる。

また、それらの用意された場に、プラス１のアイデアを入れ

たことで課題解決のためのすばらしい場ができあがっているこ

とが多く見られた。踏み切りの障害物を児童の跳力によって変

えたり、助走の最後の３歩の部分にケンステップを設置したり

と、もっとよくなるためにどうすればよいかを児童自身が考え、

行動できたことが児童の成長を感じられるところとなった。今

回、場の設定を児童の実態に合わせてつくることで運動が苦手

な児童もそうでない児童も楽しみながら、確実に技能を習得す

ることができたと感じる。
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各場に設けた動作を助ける障害物等の教材や友達の助走歩数

を声に出して走る等の運動の支援は、アドバイスを視覚化・明

確化できるものであったため、話し合いが活発になった要因で

あったように感じた。

今回授業を終えて、教材教具・学習形態の工夫を各所にちり

ばめることで技能向上につながったことは成果となったと感じ

た。

Ⅳ 今後の課題 Action

振り返りでは学習カードを記入する時間に取られがちになり

、４５分間で基本→課題別→基本のサイクルをつくり出すこと

が難しかった。体育時間外に基本グループでまとめの活動を行

わざるを得なかったが、学び合いは深まったと感じることがで

きた。

研究協議においては課題が２点出された。まず１点目は、技

能についてであり、助走の最後の３歩は「１、２、３」ではな

く、「１、２・３」のリズムではないかという意見を頂いた。

「１、２、３」では高跳びのリズムになってしまい、遠くへ跳

ぶといった目標がこのリズムでは達成できにくいとのことであ

った。２点目は場の設定についてである。うきわにスポンコー

スではセーフティマットということもあり、ダイナミックな着

地ができているが、普通のマットではその着地が見られず、弱

い着地になっているという意見であった。確かに、普通のマッ

トでは足や体への負担を考えたこともあり、セーフティマット

のような思い切りのよいジャンプ・着地は見られなかった。

高く跳ぶことを意識させるために、

目標物を示している。

【当日の授業中の画像】

音楽に合わせて、ウォーミングアップ。

サーキット型にしている。

跳ぶ児童の「序奏」「踏み切り」「着地」

に注目してお互いにアドバイスをし合った。

「マイ助走」 自分に合った助走の位置に

マーカーを置いて助走をはじめる。

学習形態は基本グループと課題別グループをつくり、ジグソー

学習のような形を取り入れた。しかし、基本グループから課題

別グループになることはできたが、その後、基本グループに戻

って、学んだことを広める活動にあまり時間を割くことができ

なかった。
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体育科学習指導案  
 
 
 
 
 
１ 単元名  走・跳の運動「幅跳び」 ～ホップ ステップ 大ジャンプ！～  
 
２ 指導にあたって  
  ○児童観  
  本学級は、体を動かすことが好きな児童が多く、休憩時間にはドッジボールや鬼ごっ

こをして過ごす姿が見られる。事前アンケートの「体育は好きですか？」の問いにも９

２％が好きと答えており、運動をすることに対して関心が高いといえる。  
しかし、中には朝の運動や教科体育に消極的な態度で参加し、運動をすることに対し

て苦手意識がある児童も見受けられる。また、児童の多くは、決まった運動に終始する

傾向が強く、特別できる運動がある反面、不得意な運動があるというのが現状である。  
さらに、体力・運動能力調査結果を見ると、男女とも、Ｃ～Ｅ判定までが全体の６７％

を占め、幅跳びに必要な５０ｍ走・立ち幅とびにおいても全国平均を下回っている。  
このような結果や状況から、運動が好きな児童が多い割に、基礎体力が身に付いてい

ないことや身体の動かし方を理解できていないことが分かる。  
協働的な学びという点においては、自分の考えや意見を交流する場を各教科で設け、

思っていることを発信する機会を取ってはいるものの、考えを言葉で相手に伝えたり、

友達の意見に耳を傾けて受け入れたりすることが苦手な児童がまだまだ多く、課題が見

られる。  
  

○教材観  
本単元は、学習指導要領、第３学年及び第４学年の「Ｃ 走・跳の運動」ウ幅跳びに

ついて基本的な動きや技能を身に付ける内容である。技能においては、「短い助走から調

子よく踏み切って遠くへ跳ぶこと（５～１０ｍ程度の短い助走から踏み切り足を決めて

前方に踏み切り、遠くへ跳ぶこと・膝を柔らかく曲げて、両足で着地すること）」とある。

また、態度においては、「運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、勝

敗を受け入れたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにすること」、

思考・判断においては、「自己の能力に適した課題をもち、動きを身に付けるための活動

や競争の仕方を工夫できるようにすること」と記されている。  
幅跳びは助走で得られた水平方向のスピードを効率よく踏み切りに生かし、力強く踏

み切ることで、前方へ身体を押し出す力に変換して、遠くまで跳躍できるようにする運

動である。３・４年生の幅跳びのポイントは短い助走・踏み切り・両足での着地といっ

た３点であり、それらを一連の動作で行えることが目標である。遠くへ跳ぶために必要

となってくる空中姿勢は、今回特別取り上げることはしないが、児童の気付きがあれば

触れたいと考えている。  

日 時：平成２９年１１月１０日（金）１０：４５～１１：３０

場 所：紀の川市立粉河体育館  
学 級：４年Ａ組 ２７名（男子１２名 女子１５名）  
授業者：教諭 森口 裕介  
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〔幅跳び運動の特性〕  
①  一般的特性  
○構造的特性  
・短い助走から片足で踏み切り、どれだけ遠くへ跳べるかを目指した運動である。  

 ・短い助走からの踏み切り、空中動作、両足での着地といった一連の動作がある運動で  
ある。  

 ・遠くへ跳ぶことを目指す運動であり、その記録が客観的な数量で表されることから、  
  自己の到達目標がはっきり分かる運動である。  
 ○機能的特性  
 ・自分の記録に挑戦したり、友達と競い合ったりすることが楽しい運動である。  
 ・幅跳びの技能のポイントを理解し、自分の実態に合った練習方法や場を選択して自主  

的に取り組める運動である。  
 ・自分の能力に適した目標を設定し、グループ内で教え合ったり、学び合ったりしなが  

ら意欲的に取り組める運動である。  
 ・タイミングよく、力強く高く踏み切ることで、体が空間に浮き上がり、前方にうまく  

跳び出す楽しさや心地よさを味わえる運動である。  
・跳び方をしっかりと身に付けることで、より遠くへ跳べるようになり、記録が伸びる  

楽しさを味わえる運動である。  
 ○効果的特性  
 ・技能のポイントを考えながら、進んで運動に取り組もうとする態度を養うことができ  

る運動である。  
・幅跳びに必要な基礎感覚（跳感覚・平衡感覚・リズム感覚・巧緻性）等が身に付く運  

動である。  
・友達と教え合ったり、励まし合ったりする協働的な学びを通して、思考力・判断力・  

表現力を培える運動である。  
 

②  児童から見た特性  
・遠くへ跳べると楽しく、もっと遠くへと挑戦する意欲が湧いてくる。  
・記録が伸びたり、競争して勝ったりすると楽しいと感じる。  
・友達と教え合ったり、励まし合ったりすることを通して、認め合い、助け合い、高め  

合おうとする気持ちが持てる。  
 ・技能ポイントを理解して練習し、それが達成できたとき満足感を味わえる。  
 ・調子よく踏み切ることによって空中に身体が浮き、前方に押し出されて遠くへ跳ぶ心

地よさを味わえる。  
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○指導観  
幅跳びは、個人の技能・記録を伸ばすことを重視することが主であり、それに伴い、

自己記録の伸長を狙った極めて個人的な練習に流れる授業になりがちである。そのよう

な授業を避けるべく、今回の幅跳びの単元を進めるにあたり、この運動の面白さや心地

よさを味わうことで運動をすることの楽しさを全員が実感できるような授業になればと

考える。それと同時に、友達と学び合い、競い合って、技能や距離を伸ばすことで、仲

間との関わりを持ちながら互いに喜びを共有し、高め合ったり、学び合ったりできる学

習環境を整えていきたい。  
それらの思いを具現化するために、今回、授業づくりのポイントとして、「学習形態」

「場の設定」「ゲーム」の３点を掲げ、創意工夫していくことにした。  
まず、学習形態の工夫であるが、本単元の授業を、大きく２つに分けることにした。

１つは技能を習得する時間（レベルアップタイム）、もう１つは、発見した課題を解決す

る時間（チャレンジタイム）である。１つ目のレベルアップタイムは、授業前半に設定

し、技能ポイントを習得するために、段階を追った学習形態を取ることにした。段階を

踏むことで、幅跳びには３つの動作があることに気付かせ、自分の課題は何か明確にす

ることできるからである。技能ポイントにおいても、こちらから教えるのではなく、「で

きているもの」と「できていないもの」を比較させることで、児童が考え、見付け、児

童の言葉から技能ポイントをつくっていけるようにしていきたい。このように、授業前

半は、幅跳びの基本的なポイントである「助走」「踏み切り」「着地」の３点に焦点を絞

って指導することで、幅跳びの最も基本的な動作や技能を習得する時間にしていきたい。

２つ目のチャレンジタイムは、授業後半と単元後半に設定し、技能のポイントができて

いるかどうかをグループ内で互いに検証し合う活動を取り入れることで、技能ポイント

の定着を図り、友達同士やグループ間で競い合って力を高め合っていく楽しさや、協力

して課題を解決していく喜びを味わえるような学習形態にすることにした。児童には、

その中で、自分の課題を解決するために友達に見てもらい、アドバイスをし合い、より

技能を意識して跳べるように切磋琢磨する姿を期待したい。また、学習グループについ

ても、技能の能力別で編成する基本グループと個々の課題に応じて編成する課題別グル

ープの２種類を設定することとした。レベルアップタイムとグループ対抗ゲームにおい

ては基本グループで行い、チャレンジタイムは課題別グループで活動を行う。このこと

により、それぞれのグループで目標を達成するために、より学び合いが深くなることを

期待している。  
次に、場の設定の工夫であるが、３・４年生の幅跳びのポイントである、「短い助走」

「踏み切り」「両足での着地」といった３点の技能ポイントを習得できる様々な場を用意

することで、児童が自然に運動の特性に触れながら、技能を向上させたり、自己記録の

更新を目指したりすることができるようにしていきたい。児童には、自分の課題をもち、

その課題の解決のために場を選択し、練習方法を工夫しながら取り組むことができるよ

うに場を精選していきたいと考える。そして、場を考える上で、今回は技能習得に重点

を置いた授業にするため、場の設定や準備物等を踏まえて体育館で行うことにした。し

かしながら、体育館で授業を行うにあたり、足や膝に負担がかかることが予想される。

そのため、着地の指導や場の安全には細心の注意を払いたいと思う。中学年で技能をし
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っかりと身に付けることで、高学年において、培った技能を屋外で生かしてほしいと考

える。  
最後のゲームの工夫であるが、技能ポイントゲームや伸び幅ゲームを行い、友達と競

い合ったり、クラス全体の伸び幅ポイントを決め、その記録に全員で達成できるような

ゲームを設けたりしながら、楽しんで学習できるようにしていきたい。幅跳びゲームの

楽しさを全員が十分に味わうことができるようにするためにも、個人の技能・記録を伸

ばすことのみを重視するのではなく、友達とともに互いの力を高め合うことができるよ

うに、話し合い、協力しながら練習・ゲームをさせていきたい。そして、グループ全体

の記録向上を意識させながら、跳び方の技術や記録を向上させ、楽しさや達成感、次へ

の意欲を高めることができる内容になるように、ゲームのルール・構成についても考え

ていきたい。  
この他にも、児童には学習カードを持たせ、自分の課題や技能ポイント、できばえや

反省点を書き、授業の振り返りを行うように指導していく。また、技能のポイント等を

明示した学習資料を準備し、個人やグループで学びの参考となるように学習環境を整え

ていきたい。それに加えて、タブレットも授業に導入し、児童の跳躍を撮り、必要な時

に動画を再生して、技能ポイントや練習の仕方の参考になるように授業で活用していこ

うと考えている。  
以上のことから、運動の「楽しさ」や「できる」といった感覚を味わわせることで、

児童に意欲や達成感をもたらすことのできる授業展開にしていきたいと考えている。ま

た、克服型・挑戦型の運動である幅跳びではあるが、授業に学び合い活動や対戦型の学

習過程を組み込むことで児童がより意欲的に幅跳びに取り組み、仲間とかかわり合いを

もちながら高め合えるようにと考えている。  
最後に、この単元を通して培った技能をもとに、「より遠くへ跳びたい」という思いを

クラス全員で共有し、設定した伸び幅記録をクラス全員で挑戦することにより、全ての

児童が達成感や満足感を味わえればと願っている。  
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童の実態〕  
〔表１・２、グラフ１・２〕判定別人数割合（男女別）  

判定別人数割合（男子）グラフ１  
〔事前アンケート結果より（男子１２名 女

子１５名 計２７名）〕  
 
 
 
 
 
 

 
 
判定別人数割合（女子）グラフ２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔表３・４、グラフ３・４〕T スコアによる全国比較図（男女別）  
Ｔスコア（男子）表３ 

  握 力  上 体 おこし 
長 座  

体 前 屈  
反 復 横 とび

２０ｍ 

シャトルラン 
５０ｍ走  立 ち幅 とび 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

投 げ 

学級 

（男子） 
44.6 48.3 52.2 48.4 44.5 45.3 48.9 48.5 

全国 50 50 50 50 50 50 50 50 

 
Ｔスコア（男子）グラフ３  
 
 
 
 
 
 
 

判定別 人数 割合（男子）表１ 

体 力 ・運 動  

能 力 調 査 結 果  
男 子 割 合  

県 平 均  

(4 年 男 子 ) 

Ａ 判定 0.0% 14.0% 

Ｂ 判定  16.7% 27.0% 

Ｃ 判定  50.0% 31.0% 

Ｄ 判定  25.0% 18.0% 

Ｅ 判定  8.3% 10.0% 

判定なし     

合  計 100%   

判定別 人数 割合（女子）表２ 

体 力 ・運 動  

能 力 調 査 結 果  
女 子 割 合  

県 平 均  

(4 年 女 子 ) 

Ａ 判定 6.7% 16.0% 

Ｂ 判定  40.0% 28.0% 

Ｃ 判定  33.3% 31.0% 

Ｄ 判定  20.0% 18.0% 

Ｅ 判定  0.0% 7.0% 

判定なし 0.0%   

合  計 100%   
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Ｔスコア（女子）表４ 

  握 力  上 体 おこし 
長 座  

体 前 屈  
反 復 横 とび

２０ｍ 

シャトルラン 
５０ｍ走  立 ち幅 とび 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

投 げ 

学級 

（女子） 
49.6 48.9 54.1 48.5 43.5 49.2 48.7 49.3 

全国 50 50 50 50 50 50 50 50 

 
Ｔスコア（女子）グラフ４  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔事前アンケート結果より（男子１２名 女子１５名 計２７名）〕  
 質 問 内 容  回      答  
①   体育は好きですか。  はい（２５人）  

（理由）  
・運動が好きだから。（８人）  
・楽しいから。（７人）  
・できないことができるようになるから。（４人）  
・体をたくさん動かせるから。（２人）  
・家ではできない運動ができるから。（２人）  
・体が鍛えられるから。（２人）  
・いろんな運動ができるから。（１人）  
・勝ったときうれしいから。（１人）  
・ゲームや遊びのようなものがあるから。（１人）  
・好きな運動があるから。（１人）  
・友達と協力して運動ができるから。（１人）  
いいえ（２人）  
（理由）  
・走るのが嫌いだから。（１人）  
・跳び箱は楽しいけど、それ以外はあまり上手にできない

から。（１人）  
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②   幅跳びは好きですか。  はい（２５人）  
（理由）  
・跳ぶのが好きだから。（５人）  
・自分の記録に挑戦できるから。（４人）  
・よい記録が出たらうれしいから。（４人）  
・幅跳びが楽しいから。（３人）  
・記録が伸びたらうれしいから。（３人）  
・できるところを見てもらいたいから。（２人）  
・思い切りできるから。（２人）  
・遠くへ跳べる筋力がつくから。（２人）  
・自分の伸びを確認しながら跳べるから。（２人）  
・遠くへ跳ぶと気持ちがいいから。（１人）  
いいえ（２人）  
（理由）  
・うまく跳べないから。（１人）  
・遠くに跳べないから。（１人）  

③   幅跳びでどんなことが

できるようになりたい

ですか。  

・遠くへ跳べるようになりたい。（１１人）  
・自分の記録を上回りたい。（４人）  
・正しい跳び方を身に付けたい。（３人）  
・うまく跳ぶコツをつかみたい。（２人）  
・高く跳びたい。（２人）  
・跳び方がうまくなりたい。（２人）  
・遠くに跳んでしっかり着地したい。（１人）  
・足を強くしたい。（１人）  
・スピードを落とさないように跳びたい。（１人）  

④   体育をしていてどんな

時がうれしいですか。  
・うまくなったとき。（６人）  
・できなかったことができるようになったとき。（５人）  
・好きな運動のとき。（３人）  
・目指していた目標を果たしたとき。（３人）  
・ほめられたとき。（３人）  
・成功したときや勝てたとき。（２人）  
・みんなで一緒に運動をするとき。（１人）  
・よい記録が出たとき。（１人）  
・チームワークがよかったとき。（１人）  
・楽しく一生懸命にやれたとき。（１人）  
・先生に教えて自分でしっかりとできたとき。（１人）  
・励ましてくれたとき。（１人）  
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⑤   体育をしていてどんな

時が嫌ですか。  
・うまくできないとき。（７人）  
・失敗して周りから責められるとき。（５人）  
・協力できずにけんかが起きるとき。（４人）  
・一生懸命しているのに嫌なことを言われたとき。（３人）

・前できていたことができなくなったとき。（３人）  
・目標が達成できなかったとき。（３人）  
・勝負に負けたとき。（３人）  
・教えてくれないとき。（１人）  
・ふざけている人がいたとき。（１人）  

⑥   どんな授業になったら

楽しいですか。  
・みんなが協力して楽しくできたとき。（１１人）  
・新しいことができたとき。（２人）  
・けんか、もめ事が起きずに仲よくできたとき。（５人）  
・助け合い、教え合いができたとき。（４人）  
・応援のある授業。（５人）  
・みんなが活躍できる授業。（２人）  

⑦   どんな授業になったら

つまらないですか。  
・けんか、もめ事が起きたとき。（６人）  
・協力ができないとき。（６人）  
・失敗を責められて嫌なことを言われたとき。（４人）  
・けじめのない授業。（３人）  
・うまくならないとき。（２人）  
・勝負に差が出たとき。（２人）  
・助け合い、教え合いがないとき。（２人）  
・応援のない授業。（１人）  
・勝手なことをする人がいたとき。（１人）  

 
３ 単元の目標  
 （技能）  
   短い助走から踏み切って跳ぶことができるようにする。  
 （態度）  
   運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、勝敗を受け入れたり、

場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。  
 （思考・判断）  
   自己の能力に適した課題をもち、動きを身に付けるための活動や競争の仕方を工夫

できるようにする。  
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４ 単元について  
〈学習の系統〉  
学 年  運 動 の 領 域  学 習 内 容  
１ 年  走・跳の運動遊び  

（跳の運動遊び）  
助走を付けて片足で踏み切り、前方や上方に跳ん

だり、片足や両足で連続して跳んだりする。  ２ 年  
３ 年  走・跳の運動  

（幅跳び）  
短い助走から調子よく踏み切って遠くへ跳ぶ。  

４ 年  

５ 年  
陸上運動  

（走り幅跳び）  

試技の回数やゾーンの設置などのルールを定めて

競争したり、自己の記録の伸びや目標とする記録の

到達を目指したりしながら、リズミカルな助走から

踏み切って跳ぶことができるようにする。  
６ 年  

 
５ 単元の評価規準（第４学年）  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  

思考・判断  
運動の技能  

単

元

の

評

価

規

準  

●走・跳の運動に進んで取

り組もうとしている。  
●運動の行い方の決まり

を守り、友達と励まし合

っ て練 習 や 競争 を し よ

うとしたり、勝敗の結果

を 受け 入 れ よう と し た

りしている。  
●友達と協力して、用具の

準 備や 片 付 けを し よ う

としている。  
●運動する場や用具の使

い 方な ど の 安全 を 確 か

めようとしている。  

●跳の運動の動き方や動

き のポ イ ン トを 知 る と

ともに、自分の力に合っ

た課題を選んでいる。  
●跳の運動の動きを身に

付 ける た め の練 習 の 仕

方を知るとともに、自分

の 力に 合 っ た練 習 方 法

や 練習 の 場 を選 ん で い

る。  
●仲間との競争の仕方を

知るとともに、競争の規

則を選んでいる。  

●短い助走から調子よく

踏 み切 っ て 遠く へ 跳 ぶ

ことができる。  

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

①自分の課題に向かって

意欲的に取り組み、跳躍

の 楽し さ や 喜び を 味 わ

おうとしている。  
②運動の行い方の決まり

を 守り 、 友 達と 教 え 合

い、励まし合って練習や

競争をしようとしたり、

勝 敗の 結 果 を受 け 入 れ

ようとしたりしている。 

①跳び方のポイントを知

り、自分の力に合った課

題を選んでいる。  
②幅跳びの基礎的な動き

を 身に 付 け るた め の 練

習の仕方を知り、自分の

力 に合 っ た 練習 方 法 や

練習の場を選んでいる。

③幅跳びの競争のルール

を知り、単元の見通しを

①助走・踏み切り・着地の

３点を意識して、跳ぶこ

とができる。  
②短い助走から調子よく

踏 み切 っ て 遠く へ 跳 ぶ

ことができる。  
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規

準  
③準備や片付けを協力し

て行い、場の安全に気を

付 けな が ら 運動 し よ う

としている。  

持っている。  

 
６ 指導と評価の計画・・・【別紙様式参照】  
 
７ 本時について  
（１）目標  

（技能）  
助走・踏み切り・着地の３点を意識して、跳ぶことができるようにする。  

（態度）  
運動の行い方の決まりを守り、友達と教え合い、励まし合って練習や競争をしよ

うとしたり、勝敗の結果を受け入れようとしたりすることができるようにする。  
（思考・判断）  

幅跳びの基礎的な動きを身に付けるための練習の仕方を知り、自分の力に応じた

練習方法や練習の場を選ぶことができるようにする。  
 
 
（２）展開（本時：６／７時）  

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導

入  

１準備運動と体ほぐしをする。  
 
 
 
 
 
 
 
２スイッチオン！サーキットを行う。  
・バンザイスキップ・リズム走  
・斜めゴム跳び  ・飛び降りジャンプ等

 
 
 
 
 
 
 

○しっかりと体の各部位の曲げ伸ば

しをさせる。  
 
 
 
 
 
 
○腕振りや足の引き上げ等、跳躍を意

識させながらアップを行わせる。  
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展  
 

開  

３学習のめあて・進め方を確認する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４課題別グループに分かれて練習する。  
・助走コース  
・踏み切りコース  
・着地コース  
・試し跳びコース  
 
 
 
 
 
 
 
５グループ対抗で競争をする。  

①  「マイ助走」  
②  「踏み切り」  
③  「両足着地」 を得点化する。  
（相互審判・・・助走係・踏み切り係・

着地係・記録係・マット調整係）  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の課題に合った場で、技能ポイ

ントを確認し合いながら練習でき

るようにする。  
 
○安全に配慮しながら取り組ませる。

 
 
 
 
 
 
 
○それぞれの役割分担に従い、ルール

や約束事を守って取り組ませる。  
 
○跳ぶ前にグループ内で励まし合え

るようにさせる。  
 
○踏み出し位置にマーカーを置き、跳

ぶ前に歩数を宣言させる。  
 
○早く終わったチームには今日の振

り返りを学習カードに記入させる。

 
☆助走・踏み切り・着地の３点を意識

して、跳ぶことができる。  
（技能）【観察・学習カード】  

助走・踏み切り・着地の３点を意識して跳べるように、練習や競争をしよ

う。  
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８ 考察（成果と課題）  

 

（１）児童の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

○成果  
児童観でも触れたように、本クラスの児童は体力・運動能力調査結果において、男

女ともＣ～Ｅ判定までが全体の約７０％を締め、幅跳びに必要な５０ｍ走・立ち幅跳

びについても全国平均を下回っている。また、協働的な学びという点においては、自

分の考えを言葉で相手に伝えたり、友達の意見に耳を傾けて受け入れたりすることが

苦手な児童が多いといった現状であった。このような実態や課題から、昨年度と同様、

今回の幅跳び運動を通して、児童が主体的に取り組み、仲間とかかわり合うことで運

動の力が身に付くような授業展開を行いたいと考えた。そして、運動本来の持ってい

る「楽しさ」や「できる」といった感覚を味わわせることで、児童に意欲や達成感を

もたらせ、さらには生涯スポーツにつなげていくという思いで計画を練った。  
また、「遠くへ跳ぶ」ためには、中学年の時期において、基礎的な「技能」を身に付

けさせることが必須であると考え、今回は「技能中心」の単元計画を作成することに

した。計画を作成する上での重点項目は次の３つである。  
 

☆指導にあたっての重点項目  
１．思考が働き、技能が自然と身に付く場の設定  
２．考えを交流し、技能を高め合える学習形態  
３．楽しみながら、技能を確認できるゲームづくり

   
これらを組み込んだ単元計画を作成し、児童に見通しを持たせて授業に入ることが

できるようにした。技能習得を主とした単元計画を作成したことにより、幅跳びに必

要な技能である「助走」「踏み切り」「着地」を１時間ごとに丁寧に指導できたこと、

レベルアップタイム・チャレンジタイムに分け、技能を習得するために様々な場で練

習し、仲間と教え合いながら活動できたことにより、児童の幅跳び技術は大きく向上

し、一定の成果は現れたといってよいと感じた。また、主運動につながる準備運動や

サーキット、ゲームを工夫したことにより、技能の定着や運動量確保につながった。

 
 

ま

と

め  

６本時の振り返りをする。  
 
 
 

○本時の学習を振り返り、成果を発表

させる。  
○各グループの「今日のＭＶＰ」を発

表する。  

テーマ  
「魅力ある体育の授業」  
～子供が主体的に活動し、仲間と学び会うことで、  
               体力向上につながる授業実践の研究～  
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 ○課題  
  授業を行い、課題が残ったのは準備である。昨年度の反省にも挙げられ、簡易化で

きるものはしたが、「その場で練習すると自然と技能が身に付くこと」「楽しみながら

課題を解決できること」を目標に掲げ、場を設定したことによって準備が大掛かりに

なった。４５分間で準備から片付けまでを考えると困難な授業であったと感じる。  
 

☆単元計画・教材教具  
○成果  
①単元計画     

〈教師用〉             〈児童用〉  
 
 
 
 
 
 
 
 

②掲示物    〈２時 着地〉       〈５時 課題を見付けよう〉  
 
 
 
 
 
 
 
 
○課題     〈準備物の多さ〉  
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（２）児童が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

 ○成果  
（１）にあるように「技能の習得」を主軸として、主体的・対話的に学習に取り組

める授業づくり、学習形態の工夫点は以下のとおりである。  
☆指導にあたっての重点項目  
１．思考が働き、技能が自然と身に付く場の設定  
２．考えを交流し、技能を高め合える学習形態  
３．楽しみながら、技能を確認できるゲームづくり

 この内１，２が授業づくりや学習形態の工夫点にあてはまる。  
１．思考が働き、技能が自然と身に付く場の設定  
本単元では、動きのポイントとなる技能を習得できる様々な場を用意することで、

児童が自然に運動の特性に触れながら、技能を向上させたり、自己記録の更新を目指

したりすることができるようにした。まず初めに、オリエンテーションでは、動画か

ら幅跳びに必要な運動の特性「助走」「踏み切り」「着地」に気付かせ、２、３、４時

ではそれぞれの動作について「できている」ものと「できていない」ものを写真や動

画を元に比較させ、正しい動作について話し合わせることで、技能ポイントを明確に

していった。違うところを強調させ、それが技能ポイントになることで児童は容易に

ポイントをつかんでいったように感じた。  
そして、その技能ポイントを習得することができる場を「助走コース」「踏み切りコ

ース」「着地コース」に分け、自分の課題に応じた場で練習できるようにした。これら

のコースをつくる上で最も配慮し、工夫した点が、その場で練習すれば、「自然とその

動きになっている」ことであった。運動が苦手な児童や見たり聞いたりしただけでは

表現することが難しい児童にとって、いくら練習してもうまくいかないということが

よくある。その場で跳べば、自然とその動きになる、という場をつくることによって

運動に対して消極的な児童への手立てになると考え、場づくりには力を入れた。また、

運動本来の持っている「楽しさ」を感じながらできるように、アトラクション的要素

を盛り込んだ場になるようにも留意した。  
例えば、着地コースでは、セーフティマットの上に浮き輪を用意し、その中に「ん」

の字で入れるような場を設置した。おしりが浮き輪の中に入るようなフォームを取る

ことによって、自然と着地姿勢が身に付くことをねらいとした場を用意したことで、

児童は楽しみながら、練習に取り組むことができていた。また、浮き輪の位置を自分

の跳力によって前後させたり、足が先に地面についてから浮き輪に入るように、浮き

輪の前に足用のケンステップを置いたりと、児童自らが考え、課題を克服するために、

あるいはさらに技能が向上するように考えながら場を工夫する姿があった。着地コー

スと同様に、助走・踏み切りコースにおいても、それぞれの技能が習得できるような

工夫を入れた場を設定した。  
このように、今回の「技能習得と楽しさ」を同時に達成する場の設定は、準備物の

多さや合理的であったか等の課題はあると感じたが、活動中の児童の様子や授業後の

感想を見る限り、概ねよかったのではないかと感じる。  
また、それらの用意された場に、プラス１のアイデアを入れたことで課題解決のた
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めのすばらしい場ができあがっていることが多く見られた。踏み切りの障害物を児童

の跳力によって変えたり、助走の最後の３歩の部分にケンステップを設置したりと、

もっとよくなるためにどうすればよいかを児童自身が考え、行動できたことが児童の

成長を感じられるところとなった。今回、場の設定を児童の実態に合わせてつくるこ

とで運動が苦手な児童もそうでない児童も楽しみながら、確実に技能を習得すること

ができたと感じる。  
２．考えを交流し、技能を高め合える学習形態  
指導観で述べたように、幅跳びは、個人の技能・記録を伸ばすことを重視すること

が主であり、それに伴い、自己記録の伸長をねらった極めて個人的な練習に流れる授

業になりがちである。そのような授業を避けるべく、今回の幅跳びの単元を進めるに

あたり、仲間と学び合い、競い合って、技能や距離を伸ばすことで、仲間との関わり

を持ちながら互いに喜びを共有し、高め合ったり、学び合ったりできる学習形態（グ

ループ学習）を考えた。グループは基本グループ・課題別グループの２つを用意した。

授業前半のレベルアップタイムでは、基本グループで技能ポイントを確認し、自分

の課題が何かについて明確にすることをめあてとした。児童はお互いの技能ポイント

を、掲示物を見ながら確認し、何ができていないか、どの場で練習すれば解決できる

かについて声をかけ合っていた。この基本グループでゲームを行うこともあり、仲間

をうまくさせようという気持ちが高まっているグループがほとんどであった。  
授業後半のチャレンジタイムでは、課題別グループになり、技能のポイントができ

ているかどうかをグループ内で互いに検証し合った。各場には技能ポイントを示した

アドバイスボードを設置した。アドバイスボードを設置したおかげで児童はそれを参

考にしながら、「ここができていない」から「こうすればよい」という明確なアドバイ

スをかけ合うことができていた。自分の思いや考えを友達に伝えにくい児童やどこを

声かけすればいいのか分からない児童にとって、技能ポイントを絵や短い言葉で示し

たアドバイスボードは効果的であったと感じた。技能ポイントを明確に理解したこと

で、見る視点、アドバイスするポイントも定まり、ジェスチャーを用いて、具体的に

言葉かけをする児童が時数を重ねるごとに増えていった。  
また、各場に設けた動作を助ける障害物等の教材や友達の助走歩数を声に出して走

る等の運動の支援は、アドバイスを視覚化・明確化できるものであったため、話し合

いが活発になった要因であったように感じた。タブレットについても、遅延アプリを

使い、自分の動作を自分の目で確認できることで、友達のアドバイスを認識できるよ

い教材となった。さらに、友達の動きをプレゼントカードに書き、お互いに交換する

ことにより、よい動きをしっかりと見付けようとする気持ちも高まった。仲間と協力

しながら課題を発見し、乗り越えていく学習形態を取ることで、自分の課題を解決す

るために友達に見てもらい、アドバイスをし合い、より遠くに、より技能を意識して

跳べるように切磋琢磨する姿を見ることができた。  
グループ対抗ゲームにおいても、教え合い、励まし合って、チーム力を高め、喜び

を共有できるような集団をつくることができた。今回学習グループは、幅跳び能力で

編成する基本グループと個々の課題に応じて編成する課題別グループの２種類を設定

したが、それぞれのグループで目標を達成するために、より学び合いが深くなったと
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感じた。また、児童には学習カードを持たせ、自分の課題や技能ポイント、できばえ

や反省点を書き、授業の振り返りを行ったことで次時への見通しももつことができた。

さらに、タブレットも授業に導入し、児童の跳躍を撮り、必要な時に動画を再生して、

技のポイントや練習の仕方の参考になるように授業に活用した。今回授業を終えて、

教材教具・学習形態の工夫を各所にちりばめることで技能向上につながったことは成

果となったと感じた。  
 
 ○課題  

学習形態は基本グループと課題別グループをつくり、ジグソー学習のような形を取

り入れようとした。しかし、基本グループから課題別グループになることはできたが、

その後、基本グループに戻って、学んだことを広める活動にあまり時間を割くことが

できなかった。振り返りでは学習カードを記入する時間に取られがちになり、４５分

間で基本→課題別→基本のサイクルをつくり出すことが難しかった。体育時間外に基

本グループでまとめの活動を行わざるを得なかったが、学び合いは深まったと感じる

ことができた。  
研究協議においては課題が２点出された。まず１点目は、技能についてであり、助

走の最後の３歩は「１、２、３」ではなく、「１、２･３」のリズムではないかという

意見を頂いた。「１、２、３」では高跳びのリズムになってしまい、遠くへ跳ぶといっ

た目標がこのリズムでは達成できにくいとのことであった。２点目は場の設定につい

てである。浮き輪にスポンコースではセーフティマットということもあり、ダイナミ

ックな着地ができているが、普通のマットではその着地が見られず、弱い着地になっ

ているという意見であった。確かに、普通のマットでは足や体への負担を考えたこと

もあり、セーフティマットのような思い切りのよいジャンプ・着地は見られなかった。

  
☆場の設定・学習形態  

 ○成果  
 ①場の設定  
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②アドバイスボード  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③学習形態  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○課題  
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（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について  

○成果  

指導上の重点項目、３点目の「楽しみながら、技能を確認できるゲームづくり」が

これにあてはまる。  
３．楽しみながら、技能を確認できるゲームづくり  
中学年における幅跳び運動では、『３点（助走・踏み切り・着地）を意識して、跳ぶ

こと』を指導内容・めあての重点に置き、指導にあたった。技能を焦点化して指導し

た理由は、中学年で基本的な技能をマスターすることにより、高学年では、距離を伸

ばすことを意識した学習に取り組めると考えたからである。今回、３点（助走・踏み

切り・着地）の技能の評価については、スモールステップ（着地→助走→踏み切り）

で学習したので、毎時間、その時間に学んだ動きができていたかを教師が評価するこ

とができた。また、教師が評価するだけでなく、児童が相互に評価する機会を設ける

ことで技能習得の更なる向上を図ることができた。それが３点を得点化し、チーム対

抗ゲームで行う技能ポイントゲームである。自チームの１人が試し跳びを行い、相手

チームの３人が、技能ポイントの３点ができているかを１人ずつ評価した。児童が技

能を評価することは難しいという懸念もあったが、これをゲームとして導入したこと

で、これまで学習してきたことやアドバイスしてきたことが見る側として試されるこ

とで、より知識・技能の定着につながった。このゲームを単元終盤に取り入れること

により、児童が相互評価をする中で、技能を見る目と動きが培われたと感じることが

できた。また、単元計画から授業展開、発問・指示に至るまで、児童が何をすべきか

を明確にすることが評価する際の見る視点にもなり、分かりやすい評価にもなること

に気付くことができた。指導内容やめあての明確化は児童が思考判断し、意識して運

動を行いやすいという点だけでなく、教師が評価する上で、重要になることが分かっ

た。  
また、ＰＤＣＡサイクルを実現すべく、グループでの学び合いや学習カードの記入

に留意した。グループではお互いを評価し、「児童自らの状況に気付かせること」「自

らのすべきことに気付かせ、改善しようとすること」を目的とし、チャレンジタイム

でこれを行った。学習カードでは、振り返りに今日の反省と次時の目標を書き込ませ、

課題別の場も考えさせた。気付いたことは付箋に書き、掲示物にコーナーを設け、い

つでも確認できるように工夫した。教師自身も課題を改善・克服できるように、場の

設定を微調整したり、児童の活動の様子や学習カードで進捗状況を把握したりしなが

ら、指導の改善に生かした。  
 

○課題  
  体育は児童が動く中で評価を求められる。ＴＴ指導やビデオを用いれば、評価はし

やすくなるが、１人の教師が評価を行う環境で、特定の児童を指導したり、アクシデ

ントがあったりすると全体を見取れないことがある。また、「関心・意欲・態度」を評

価する際、児童の具体的な姿に置き換えることが難しい。これらの点を今後も研究し

ていくことが必要であると感じた。  
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☆指導と評価  
 ○成果  
 ①各ゲーム  
      〈技能ポイントゲーム〉           〈伸び幅ゲーム〉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②学習カード等  
      ＜学習カード＞  
 

 
 

＜活動の記録＞  
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（４）その他 

この単元では、「運動の技能」が身に付くようにという思いで授業を行った。技能

習得が運動の楽しさにも意欲にもつながり、結果、記録の向上にもなると考えたから

である。その最後の検証をするために、単元終わりに記録を計測した。計測した結果

は、クラス平均、約８ｃｍの伸びが見られ、ほぼ全員において記録の更新が見られた。

伸びを個別に見ると女児１名は２８ｃｍの伸びが見られ、身体の発育・発達だけでな

く、運動技能の向上がこの記録につながっていると考えられる。授業後の感想では「跳

び方が分かったので、幅跳びが好きになった。」「６年生の陸上大会では走り幅跳び

に出たい。」「もう少しやって、もっとうまくなりたかった。」という楽しさや達成

感、次への意欲が垣間見られる反応があった。今回、技能中心に授業づくりを行った

が、児童の授業の様子や感想を見ると、概ね、楽しさやできるといった感覚を味わわ

すことができたように思う。技能偏向授業を押すわけではないが、やはり運動を行う

にあたり、基本的な技能を身に付けさせる重要性を今回強く感じることができた。ま

た、体育は積み重ねであり、前学年で得た力を基に学習を行う。２学年で九九ができ

ていなければいけないように、体育でも取りこぼしや指導漏れが起きてはいけない。

１～６学年の系統を考えたときに、計画をきちんと立て、指導を徹底していかなけれ

ばならないと感じた。今回の研究・実践で学んだことを土台にし、今後、さらに魅力

溢れる授業づくりが展開できるよう、努めたいと思う。そして、学んだことを学校・

または地方で共有させ、広めていきたいと思う。  
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 3年梅組　男子15名・女子14名

有田川町立藤並小学校

有田郡有田川町天満439－1

0737-52-2069

福井　健太

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」における
体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ

子供１人１人が、運動のおもしろさを

探求する授業

～仲間と対話し、主体的に学びを深める活動を通して～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

２ 集団の課題

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

・運動会の練習から集団行動の取組を意識させた。

・器械運動の準備運動としてねこちゃん体操を織り交ぜた

「ふじなみっ子運動」を行った。

◆工夫した点

・集団行動
・体育科における準備運動

・オリエンテーション
・めあて、まとめの視覚化
・試行、共有、挑戦

・研究授業（マット運動）

・どの単元においてもオリエンテーションの時間を設定し、
授業の流れとルールの徹底を図り、自主的に活動できる

準備をした。
・全教科を通じて、めあてとまとめの板書をし、授業の流

れを視覚的に提示した。

・１時間の授業に、試行、共有、挑戦の時間を取り入れ、
試行では技の取り組み、共有ではポイントを確認し合
い、挑戦では共有したことを生かし技のレベルアップ

を目指した。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

・集団で動きを合わすことを意識したり、音楽をかけてリ

ズムよく「ふじなみっ子運動」に取り組んだりすること

で、運動時間の確保ができ、親しみながら楽しく運動す

る場面が増えた。

・オリエンテーションを実施し、学習の流れをつかませた

ことで、次時の内容や準備物などを理解できた。

・めあて、まとめを提示したことで、ポイントを共有し、

見合い、教え合いも活発に行えるようになった。

・試行、共有、挑戦という決まった学習の流れがあったの

で、児童の動きにメリハリがついた。

・新体力テスト「上体起こし」において、年度当初の記録

と比較し、学級男子平均２ポイント、女子平均２ポイン

トの上昇が見られた。また、「長座体前屈」においても

同様に男子平均２ポイント、女子平均２ポイントの上昇

が見られた。

Ⅳ 今後の課題 Action

研究のテーマである「仲間と対話し、主体的に学びを深

める活動を通して」においては、まず指導者側がどれだけ

具体的に単元やその授業のゴールを描いているか、また、

それを児童にイメージできるように伝えられているかが重

要である。そのゴールに向けて、「こうしたらどうか」、

「これじゃだめかな」などと考えながら「見合い」「教え

合い」をすることが主体的、対話的に学ぶ児童の姿と捉え

る。

本取組の中で行った研究授業では、児童が「できている

こと」、「まだできないこと」をはっきりさせて試行させ

ることが難しかった。「今これができないからどうすれば

いいか」を全体で共有し、さらに挑戦することで、グルー

プとしての達成感につなぐことを目指したい。

また、主体的、対話的で深い学びのイメージを指導者が

描いておくことや、そのための手順や指導の在り方を学ぶ

必要があると改めて気付かされた。さらに、今後はより専

門的な知識や手立てを研究していく必要があると考える。

本学級児童の意識調査結果では、体育が好きと答えた児

童は８５％、どちらでもないと答えた児童は１５％、嫌い

と答えた児童は０％であった。マット運動が好きと答えた
児童は８１％、どちらでもない児童は１９％、嫌いと答え
た児童は０％であった。マット運動が得意ですかという質

問では、得意と答えた児童は４１％、どちらでもないと答
えた児童は５６％、苦手と答えた児童は３％であった。

「好き」と感じている児童に比べ、「得意」と感じてい

る児童の割合が極端に低いという結果から、楽しいにもか
かわらず技のポイントを押さえ習得するところまで至って
いないという実態もある。

新体力テストの結果より、男子はＡ、Ｂ、Ｃ判定の児童

が多い。５０メートル走とソフトボール投げに弱さが見ら

れることから、走る、投げるといった運動の基礎的能力に

課題がある。女子においてはＣ、Ｄ判定が多い。普段から

楽しみながら運動を行うが、学級の中で得意な子、苦手な

子の差が顕著に表れる結果となった。運動が好きだという

児童はいるが、運動の基礎となる体の動かし方が身に付い

ていないため、判定が低く表出しているように思われる。

そのため体育科においては、体の基本的な動きを捉えたり、

体幹を意識したりする運動を取り入れ、楽しみながら運動

に親しむ場を設定する必要があると考える。

以上のことから、新体力テストにおいて、「上体起こ

し」、「長座体前屈」に着目し、柔軟性や体幹を意識した

準備運動を取り入れることで、運動の基礎となる体の動か

し方を身に付けさせたい。
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 めあてを知る 

ふじなみっ⼦運動【ねこちゃん体操】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 試⾏・挑戦タイム（⾒合い、教え合い）      共有タイム（ポイントを⾒付ける）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ふじなっみっ⼦運動【ゆりかご】 ふじなみっ⼦運動【ゆりかご】 

もっと伸ばそう 
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好き どちらでもない 嫌い

マット運動は好きですか

体育科学習指導案  
 

日 時：平成２９年１１月１０日（金）１０：４０～１１：２５  
場 所：有田川町立藤並小学校 体育館  
学 級：３年梅組 ２９名（男子１５名 女子１４名）  
授業者：教諭 寺村 太樹  

 
１ 単元名  器械運動 「マット運動」  

－ 回転名人！クルッとまわってピタッとポーズ －  
 
２ 指導にあたって  
（１）児童の実態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学級児童の意識調査結果では、体育が好きと答えた児童は８５％、どちらでもないと

答えた児童は１５％、嫌いと答えた児童は０％であった。マット運動が好きと答えた児童

は８１％、どちらでもない児童は１９％、嫌いと答えた児童は０％であった。好きと答え

た児童は、「練習をすればどんどんできるようになっていくから」「得意だから」「友達や先

生から褒められると嬉しいから」といった理由が挙げられている。できた喜びや認めても

らえた自信が、好きな理由につながっていると考えられる。一方、どちらでもないと答え

た児童の理由には、「うしろが見えなくてこわい」「技が上手にできない」ということが挙

げられていた。非日常的な動きがマット運動にはあるため、恐怖心を抱きやすく、技のポ

イントも押さえきれていない実態が伺える。これらに対し、マット運動が得意ですかとい

0

25

50

75

100

好き どちらでもない 嫌い

体育は好きですか

0

25

50

75

100

得意 どちらでもない 苦手

マット運動は得意ですか
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う質問では、得意と答えた児童は４１％、どちらでもないと答えた児童は５６％、苦手と

答えた児童は３％であった。「好き」と感じている児童に比べ、「得意」と感じている児童

の割合が極端に低いという結果から、楽しいにもかかわらず技のポイントを押さえ習得す

るところまで至っていないという実態も見えた。 

 
（２）教材について  

第３学年及び第４学年におけるマット運動は、基本的な回転技・倒立技に取り組み、自

己の能力に適した技ができるようになるとともに、その発展技に取り組むことをねらいと

している。また、できるようになった技を繰り返したり組み合わせたりすることができる

ようになることもねらいである。マット運動の特性として、まず、「技ができるようになる」

という楽しさと「技を完成させていく」という楽しさがあると考える。さらに、習得した

技を繰り返したり組み合わせたりし、リズミカルな動きを味わうことで新たな楽しみを感

じることもできる。また、ペアやグループで練習するなど、友達と共に楽しく取り組むこ

とのできる運動でもある。一方、「できる」「できない」がはっきりしていること、自分の

動きを確認することが難しいことなどから、苦手意識を持ちやすい運動でもある。また、

技を失敗したときや、逆さ感覚などの非日常的な動きから恐怖心をもちやすいという特性

もある。  
以上のような児童の実態と教材の特性を考慮すると、児童に明確に技のポイントを提示

したり、多様な場を設定し、児童が選べるようにしたりして、「楽しい」を「得意」にして

いける授業を展開していきたい。  
 

（３）指導について  
まず、単元の見通しをもたせるために、オリエンテーションを行う。器械運動の特性や

器具の扱い方・準備の仕方、準備運動等を確認する。準備運動では『ふじなみっ子運動』

に取り組む。ねこちゃん体操をはじめ、「かえるの足打ち」「動物歩き」「回転技」「ゆりか

ご」を、音楽に合わせた７分間の運動で、器械運動における動きの感覚を養う。  
学習形態はグループを基本とする学習活動を設定する。それを場面によって「等質グル

ープ」や「異質グループ」の構成に分ける。試技・アドバイス・安全管理等に役割分担し、

全員が各役割を経験できるようにローテーションする。  
場の工夫は、坂道マットや段差マット等を設定する。色々な場や教具を使って運動し、  

スモールステップで技が身に付けられるようにする。  
また、ICT の活用も積極的に取り入れる。録画した映像や示範の映像を見せ、技を視覚

的に提示することで、体の動かし方やめあてをより具体的につかませる。特に、タブレッ

ト端末を活用し、動きをすぐに確認したり、ポイントをグループで共有したりできるよう

にする。  
そして、学習カードはグループに１つ持たせ、課題を発見したり、確認したりするため

の手立てとする。また、技に関する資料や解説を添付することにより、友達の課題にあっ

た的確なアドバイスができるようにする。  
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３ 単元の目標  
（技能）  

基本的な回転技や倒立技をすることができるようにする。  
（態度）  

運動に進んで取り組み、きまりを守り仲良く運動したり、場や器械・器具の安全に気を

付けたりすることができるようにする。  
（思考・判断）  

自己の能力に適した課題を持ち、技ができるようにするための活動を工夫できるように

する。  
 
４ 単元の評価規準  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  
思考・判断  

運動の技能  

単

元

の

評

価

規

準  

●マット運動に進んで取

り組むこと。  
●きまりを守り、友達と励

まし合って運動するこ

と。  
●器械・器具の準備や片付

けを友達と一緒にする

こと。  
●場の危険物を取り除い

たり、器械・器具の安全

を確かめたりするとと

もに、試技の開始前の安

全を確かめること。  

●基本的な技の練習の仕

方を知り、自分の力に応

じた練習方法や練習の

場を選ぶこと。  
●基本的な技の動き方や

技のポイントを知り、自

分の力に合った課題を

選ぶこと。  

●基本的な回転技をする

こと。  

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準  

①自分の課題に対して進  
んで取り組んでいる。  

②グループの役割を守  
り、友達と対話しながら

活動している。  
③準備や片付けを友達と  

協力し、時間を守って行

動している。  
④安全面に留意してグル  

ープで声をかけ合って

いる。  

①基本的な回転技の動き  
方や技のポイントを理

解している。  
②課題に応じた練習方法  

や場を友達にアドバイ

スしている。  
③自己の能力に適した回  

転技を選んでいる。  
 
 
 
 

①基本的な回転技を行う  
ことができる。  

【前転】  
しゃがんだ姿勢から体

を丸めて前方へ回転し、

しゃがみ立ちになるこ

とができる。  
【後転】  

しゃがんだ姿勢から体

を丸めて後方へ回転し、

しゃがみ立ちになるこ

とができる。  
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５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】  
６ 本時について  
（１）目標  

（技能）  
勢いのある後転をすることができるようにする。  

（態度）  
グループの役割を守り、友達と対話しながら活動できるようにする。  

（思考・判断）  
後転の動き方や技のポイントを知り、自分の力に応じた練習方法を工夫できるようにする。 

（２）展開（本時：６／９時）  

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）  

導

入  
 

１器具の準備をする。  
・協力して、安全に準備する。  
２『ふじなみっ子運動』に取り組む。  
①  ねこちゃん体操  
②ぐっぴーん運動→動物歩き→前転  
③３段階ゆりかご  

○安全に留意させる。  
 

○リズミカルな音楽に合わせて、本時の運動

に必要な基礎感覚を養う動きを必要に応じ

て指示する。  

展  
開  

 

３本時のめあてと内容を知る。  
※前時の正しい後転のポイントを振り返る。

友達と見合い、勢いのある後転を目指そう！  

４課題解決をする。  
視点１･･･おしりの位置  
試行：後転 

・おしりの位置を色々変えて技に取り組む。

共有：グループでの取り組みの成果を全体で共有する。

→おしりを遠くにつけると勢いがつく！

・おしりがついた位置にシールでマーキングする。

挑戦：全体で共有したことを生かし、よ

り勢いのある後転を目指す。 

視点２･･･足を真後ろ（マット）にすば

やくふる。 
 

〇分解図をもとに技のポイントをキーワー

ドやオノマトペを用いて分かりやすく示

し、見合い教え合いに生かせるようにす

る。  
 

〇児童のよい動きや学びを取り上げて賞賛

するとともに全体で共有することで、挑戦

に向けて友達と見合い教え合いながら動

きを高めようとする意欲をもたせる。  
・坂道マットを用意し、勢いが足りない子への支援とする。

・おしりがついた位置にシールでマーキングさせる。

☆  A 基本的な回転技を勢いよく行うことができる。

B 基本的な回転技を行うことができる。  
【 技 能 】（ 観 察 ）  

ま

と

め  

５学習の振り返りをする。  
・おしりを遠くにつけることができたか。  
・お手本となる人、うまくなってきた人、で

きるようになった人の技を見る。  
６まとめをする。  

遠くにおしりをつけ、足をすばやくふる

ことで、勢いのある後転ができる。  

７整理運動、片付けをする。  

〇学習カードや学習の成果を見合うことで、

自己の動きの伸びや高まり、友達と学び合

う楽しさを振り返らせ、次時への意欲の喚

起を図らせる。  
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７ 学習資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すべての 

スター☆を 

 クリアしよう！ 
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８ 考察（成果と課題）  

 
（１）児童の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について  

単元の導入時においてオリエンテーションを行い単元全体の流れを示したことで、学習

内容や準備物などを理解することに役立った。基本的な技に取り組む時間は、マット運動

の得意な児童と苦手な児童を混合にした班で取り組むことで、児童同士の技の見合い、教

え合いが行われやすい手立てとすることができた。また、技の習熟や発展技に取り組む場

面を、児童の課題別の班で取り組ませることで、児童の実態に応じた時間を設定すること

ができた。また、準備運動に自校で創作した「ふじなみっ子運動」を実践したことで主運

動につながる技の感覚を養うことができた。  

単元を通して、回転技の技能の習得に課題が感じられたため、回転技の基本となる支持

感覚を身に付けていく必要があった。今後も児童の実態に応じて、技に取り組む時間を増

減させるなどをし、児童の技能向上につながる単元計画の作成に努めていきたい。 

 

【板書の工夫】  
技の分解図、オノマトペの活用、めあて・まとめの視覚化

 

【ふじなみっ子運動（ねこちゃん体操）】  
主運動につながる動きを行う  

 

 

（２）児童が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について  

 オリエンテーションを実施し、学習の流れをつかませたことで、学習内容や準備物など  

を理解したため、自主的な活動をする児童が増えてきた。教え合いの場や仕方を全員で共  

有させ、どのような声かけを行うのかを見本として見せることで、児童の主体的な活動に  

つなげることができた。  

 しかし、技の完成度を高めていく過程では、まだまだ主体的、対話的な活動の場面をつ  

くることは困難であった。そのために、主体的、対話的な深い学びのイメージを指導者が  

描いておくことやそのための手順や指導の在り方を学ぶ必要があると改めて気付かされた。 

今後はより専門的な知識や手立てを研究していく必要があると考える。  

テーマ  
子ども１人１人が、運動のおもしろさを探求する授業  

～仲間と対話し、主体的に学びを深める活動を通して～  
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【ふじなみっ子運動（ゆりかご）】  

回転技に必要な基礎感覚を養う  

 

【共有タイム】  

よい動きの中でポイントを探す  

 

 
（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について  

 まず指導の成果として、ポイントを理解できた児童は、見合い、教え合いの場面で着目

する視点を絞って的確な声かけを行うことができていたことが挙げられる。また、技能向

上のために、見てほしいポイントを伝えてから技に取り組むことで、技を行う側も見る側

も集中して運動に取り組むことができてきた。  

 これからの課題としては、見る側のアドバイスの質である。「できていたよ」や「でき

ていなかったよ」など、取り組んだ技の結果だけを伝えるだけに終わっていたように思え

た。「できていたから次はここをがんばれ」や「こうやったらできるよ」というように、

技の完成に近付く具体的なアドバイスができれば、より主体的な活動になっていくと考え

る。  

 児童同士が学び合う場面においては、技のポイントを全員で共有することで、そのポイ

ントを理解できているか評価する手立てとできた。試行や挑戦の場面において、動画を撮

影し、スロー再生することで評価しやすく、よりポイントを分かりやすく指導することが

できた。また、児童の技を評価するシートを作成し、共有の場面で見本となる児童を発表

させることもできた。  

 今後は授業のまとめの時間においても、取り組んだ技のポイントや次につながる評価を

行う時間をより多く設けていく必要があると考える。 

【技の見合い、教え合い】  

見てほしいポイントを伝え、教え合う  

 

【振り返りタイム】  

できるようになった技を見合う  
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（４）その他 

学習規律や集団行動の取組を徹底したことで、運動にあてる時間が増え、意欲的に運動

をする場面が増えてきた。事前アンケートで体育が嫌いだと答えていた児童の中には、単

元の学習後、体育が好きという気持ちに変化した児童もいた。その理由として、「友達に

教えてもらいできるようになって嬉しかった」や「できない技も練習すればできるように

なることが分かった」など、友達との見合い、教え合いをすることで、次へのやる気につ

なげていく児童の姿が見られた。 

動いてみて初めて自分の得意や苦手が分かる。それを克服するために必要なのは、主体

的に取り組む児童の姿であると考えている。そのために、教師の言葉をできるだけ最小限

に絞り、児童自ら考え活動できる手立てを用意することが大切である。安全に、そして楽

しみながら主体的・対話的に運動に取り組める体育授業の在り方をこれからも考えていき

たい。 

【集団行動】  

運動会で集団行動の発表をする  

 

【場の準備】  

すばやく安全に準備を行う  
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動

○
体
の
各
部
位
を
ほ
ぐ
す

○
主
運
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
基
礎
と
な
る
感
覚

を
身
に
つ
け
る

４
　
で
き
る
技
の
確
認

○
2
学
年
ま
で
に
取
り
組

ん
だ
自
分
が
で
き
る
動
き

の
確
認
を
す
る

・
回
転
技

５
　
振
り
返
り

６
　
ま
と
め

７
　
整
理
運
動
、
片
付
け

評 価 の 観 点

運
動
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

運
動
に
つ
い
て
の
思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

学
習
の
段
階

時
数

3

課
題
別
学
習

2

４ 課 題 解 決 挑 戦 回 転 技 の 課 題 別４ 課 題 解 決 挑 戦 回 転 技 の４ 課 題 解 決 挑 戦 回 転 技 の

１
器
具
の
準
備

３
本
時
の
め
あ
て
、
内
容
を
知
る

５
振
り
返
り

６
ま
と
め

７
整
理
運
動
、
片
付
け

４ 課 題 解 決 挑 戦 回 転 技 の

２
柔

軟
体

操
・
準

備
体

操
・
準

備
運

動
（
ふ

じ
な
み

っ
子

運
動

・
・
・
ね

こ
ち
ゃ
ん
体

操
、
か

え
る
の
足
う
ち
逆
立
ち
、
動
物
歩
き
、
自
分
が
で
き
る
回
転
技
、
ゆ
り
か

ご
、
大

き
な
ゆ
り
か

ご
）

４
課
題
解
決

試
行

・
回
転
技

○
前
転

共
有

前
転
の
ポ
イ
ン
ト

①
正
し
い
前
転

②
安
定
し
た
前
転

③
大
き
な
前
転

挑
戦

技
の

練
習

（
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）

・
教
え
合
い

・
技
の
ポ
イ
ン
ト
の
話
し
合
い

発
展
技
：
大
き
な
前
転

４
課
題
解
決

試
行

・
回
転
技

○
後
転

共
有

後
転
の
ポ
イ
ン
ト

①
正
し
い
後
転

②
勢
い
の
あ
る
後
転

③
大
き
な
後
転

挑
戦

技
の

練
習

（
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）

・
教
え
合
い

・
技
の
ポ
イ
ン
ト
の
話
し
合
い

発
展
技
：
開
脚
後
転

４
課

題
解

決

挑
戦

・
回
転
技
の
課
題

別
学
習

○
前

転
・
後

転

（
開

脚
後

転
）

（
大

き
な
前

転
）

・
易
し
い
場
や
条

件
の
も
と
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

・
発

表
会

に
向

け
た
話
し
合
い

を
行

う
。

４
課

題
解

決

挑
戦

藤
並

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
発

表
会

）

・
互
い
に
回
転
技

を
見

合
い
、
良

か
っ
た
と
こ
ろ
を

伝
え
合
う
。

５
振
り
返
り

６
ま
と
め

７
整
理
運
動
、

片
付
け
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 3年1・2組　男子　35名

和歌山市立貴志中学校

和歌山市梅原579-2

073-452-8132

宮崎　潤

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

研究テーマ

主体的・対話的で

深い学びを通して自ら考える

体育学習

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

本学年の男子生徒は全体的に明るく、運動が好き

な生徒が多く、何事にも積極的に取り組むことがで

きる。また、これまでの保健体育の授業や学級での

諸活動において困っている仲間がいる時に声をかけ

合う等、お互いに励まし合うことができる生徒が多

い。

２ 集団の課題

・ 運動する子としない子の二極化。

・ 体力、運動能力調査結果の各種目の全国平均

と比較すると、握力、50m走、20mシャトルラン、

反復横とびにおいて平均を下回っている。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

１ 体力アッププランの作成

新体力テストの結果から、課題と現状を把握し、

課題解決のプランを立て、取り組む。

２ 教科外活動において取組の充実

・ 基本的生活習慣の確立

・ 昼休みの外遊びの推進

・ 体育大会、校内マラソン記録会の取組

・ 運動部活動の活性化

３ 体育授業の充実

・ 主体的、対話的で深い学びを通して自ら考え

る体育学習

・ 運動の身体的、力学的知識を理解し、自らの

体力の課題及び取り組み方の理解

・ 様々な運動をより主体的、意欲的に取り組む

中での運動技能及び体力の向上

◆工夫した点

Ⅲ 取組の成果 CHECK

Ⅳ 今後の課題 Action

１ 主体的な学びのために

・ 教師からの課題への取組のみでなく、生徒自

らが課題を見付け、課題の解決に適した練習方

法を考えたり工夫したりしながら取り組むよう

にした。

・ 課題の設定や練習方法の選択・工夫等について

は、自力解決を図ることを前提とし、固定された

ペアやグループではなく、生徒同士の交渉により

自主的につくる自然発生的なペア・グループで取

り組むようにした。

２ 対話的な学びのために

・ 自分が困った時、手伝ってほしい時、助けてほ

しい時には、援助がほしいことを自分から周りに

伝えることができるように指導を行った。

・ 教師からの支援や助言を精査し、生徒の活動を

認め、褒める場面を多くした。

３ 深い学びのために

・ 個人の課題、取組に対しての教師の支援の工夫。

・ 自己の振り返りを行う個人学習ノートの指導。

４ 学習活動の支援

・ タイマーやストップウォッチを必要数準備し、

生徒自らが活動内容を組み立てることに役立てた。

１ 生徒自らが課題を見付け、課題の解決に適した練

習方法を考えたり工夫したりしながら取り組む中で、

課題解決に向け単独での活動を選択することも含め、

ペア、グループで取り組むか、その時の仲間や人数

はどうするかといったことについても生徒の主体性

を尊重し取り組むことで、学習への意欲が高まり、

活発に学び合いが生まれた。

２ 新体力テストの結果を生徒が自己分析することで、

自分の得意とするところや課題を知ることができた。

それによって、自己の体力の向上に関心をもち、主

体的に課題を解決しようとする意欲の向上につなが

った。

１ 教師の指導力

・ 生徒自らの力で課題を解決できそうなのか、

手立てや支援が必要なのか判断をし、生徒自ら

の学びを保障するよう、適切な支援の内容やタ

イミングについてさらに向上させる。

２ 体力向上に向けての取組

・ 各運動領域において、必要な運動能力（各筋

力等）について深く理解させるとともに、その

運動にふさわしい準備運動や補強運動も取り入

れていきたい。
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個々に合ったウォーミングアップ

自然発生したペアやグループによるミーティング

目標や課題に取り組んでいる様子

本時の振り返り・まとめ
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保健体育科学習指導案 
 

日 時：平成 29 年 12 月 4 日（月）１３：２５～１４：１５ 
場 所：和歌山市立貴志中学校 グラウンド 
学 級：３年１・２組 男子 35 名 
授業者：教諭 宮﨑 潤 

 
１ 単元名   陸上競技「長距離走」 
 
２ 指導にあたって 
 陸上競技は、「走る」「跳ぶ」「投げる」などの運動で構成され、記録に挑戦したり、相手と競争したり

する楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。第１学年及び第２学年の「基本的な動きや効率の

よい動きを身に付ける」ことをねらいとした学習を受けて、第３学年では、「各種目特有の技能を身に付

ける」ことを学習のねらいとし、自己の記録向上の喜びや、競争の楽しさを味わうことができるように

することが大切である。 
 長距離走は、自己に適したペースを維持して、一定の距離をより速く走り通し、タイムを短縮したり、

競争したりする競技である。生徒にとっては「苦しい」「しんどい」というイメージが先行してしまう可

能性があるが、自己の課題を把握し、その課題解決に適した練習方法を工夫し取り組むことにより、記

録の向上を期待できる種目である。練習の成果として、記録の向上が見られた時に喜びを感じたり、自

分のペースを持続し、特定の長い距離を走りぬいたときの達成感を感じさせたい。 
 ３年１・２組の生徒は全体的に明るく、運動が好きな生徒が多い。これまでの保健体育の授業や学級

での諸活動の様子から、苦しい時や困っている仲間がいる時に、声かけなどの励まし合う様子が見られ

た。 
しかし、長い距離を走るという経験が少ない生徒が多く、長距離走に対して苦手意識を抱いたり、苦

しさから諦めてしまう生徒もいると予想される。 
 陸上競技は基本的に個人スポーツである。自ら課題を見付け、練習方法を工夫し、個人で取り組んで

いくことが大切なのは言うまでもないが、支援や励まし等が必要な時もある。その際に、互いの活動を

停滞させることなく、教え合うという関わり方が大切になる。タイムの計測等の役割分担もさることな

がら、自然発生的なペアやグループを生かし、助言や励まし等、仲間と共に互いの意思・活動を尊重し

ながら個人スポーツを学び合う力を育てたい。 
 本単元では、ペース走に加え、インターバルトレーニングやレペティショントレーニング、ビルドア

ップ走等を学習内容に取り入れ、自分に合った練習方法を工夫することで、長距離走の学び方について

理解させ、記録を高める喜びや楽しさを味わわせたい。 
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【平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童（生徒）の実態】 
（グラフ１）判定別割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（図１）（Ｔスコアによる全国比較図） 

 
 
３ 単元目標 
・自己に適したペースを維持して走ることができるようにする。（技能） 
・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、

自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。（態度） 
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、自己の課題に応じた運動の取り 
組み方を工夫できるようにする。（知識、思考・判断） 
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４ 単元の評価規準 
 運動への 

関心・意欲・態度 
運動についての 
思考・判断 

運動の技能 
運動についての 
知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

●陸上競技の学習に積極的に 
取り組もうとしている。 

●勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 
●分担した役割を果たそうと

している。 
●仲間の学習を援助しようと

している。 
●健康・安全に留意している。 

●技術を身に付けるた

めの運動の行い方の

ポイントを見付けて

いる。 
●課題に応じた練習方

法を選んでいる。 
●仲間と協力する場面

で、分担した役割に

応じた活動の仕方を

見付けている。 
●学習した安全上の留

意点を他の練習や競

争場面に当てはめて

いる。 

●ペースを守り

一定の距離を

走ることがで

きる。 

●陸上競技の特性

や成り立ちにつ

いて、学習した

具体例を挙げて

いる。 
●陸上競技に関連

して高まる体力

について、学習

した具体例を挙

げている。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① 授業に対して意欲的に参

加しようとしている。ま

た、その準備をしようと

している。 
② 駅伝大会や記録会等にお

いて、ルールを守り、勝

敗や結果を取り組んでき

た学習と関連付けて受け

入れようとしている。 
③ 分担した役割を果たそう

としている。 
④ 気付いたことを仲間に伝

えることができる。また、

仲間の助言や協力の求め

に対して応じることがで

きている。 
⑤ ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟやｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾞ 

ｳﾝを行い、用具等の準 
備、片付けができている。 

① 自己の能力を知り 
自己に合った目標 
や課題を設定して 
いる。 

② 課題を解決するた 
めの練習方法を工 
夫している。 

③ 仲間と協力し、そ 
れぞれの練習効果 
を効率よく高めよ 
うとしている。 

④ 自己に適したｳｫｰﾐ 
ﾝｳｱｯﾌﾟ、練習内容 
に合ったｳｫｰﾐﾝｸﾞｱ 
ｯﾌﾟを行っている。

① 自己に合った

ペースで一定

の距離を走る

ことができ

る。 
② 身に付けた力

で記録を向上

させることが

できる。 
 

① 陸上競技の特

性や成り立ち

について、言っ

たり書き出し

たりしている。

② 課題に合った

練習の仕方や

サポートの仕

方を言ったり

書き出したり

している。 

 
５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙様式参照】 
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６ 本時について 
 
（１）目標 
 ・自己に合ったペースで一定の距離を走ることができる。（技能） 
・長距離走の楽しみ方を学び、個人スポーツにおいて仲間との良好な関わり方を身に付けること 
ができるようにする。（関心・意欲・態度） 

・自分の目標を持ち、計画的に課題を解決していく方法を学ぶことができている。（知識、思考・判断） 
 
（２）展開（本時：８／１２） 
 学習内容・活動 ○教師の指導・支援及び評価（☆） 

は
じ
め 

○集合・挨拶・出席確認 
○全体ミーティング 
・授業のルールを確認する 
 
 
 
・本時の目標、練習計画の確認 
 

○生徒の体調や健康確認をする。 
○本時の目標を確認した上で、練習に入る大切

さを教える。 
○授業のルールを確認させる。 
○安全な活動を促す。 
☆積極的に学習できるよう声かけをする。 
○目標や計画を確認し、目標を達成させるため

には、計画を立てることが大切であると助言

する。 

な 

か 

○個人練習 
・ウォーミングアップ 
 
 
 
【予想される生徒の姿】 
・目標や計画があり効果的な活動ができてい

る。 
・目標や計画はあるが、効果が大きくない活動

を行っている。 
・目標はあるが、計画が合っていない。 
・目標も計画もなくほとんど活動できていな

い。 
 

○練習計画を確認させ、安全に取り組ませる。

○ウォーミングアップの大切さを再確認させる

る。 
 
 

☆目標、練習計画のある学習が出来ているか 
確認する。（ 思・判 ） 

○時間に配慮するよう助言する。 
○効果的な活動ができるよう助言する。 

 
☆自分の目標、課題を再確認させる。 
☆練習計画の見直しをさせ、各練習方法の特 
性を再度理解させる。 
 
 

☆自分の目標を持ち、計画的に課題を解決していく方法を学ぶ。 



− 77 −

 

【予想される練習方法】 
・ペース走 ・持続走 ・ビルドアップ走   

・タイムトライアル   
・インターバルトレーニング 
・レペティショントレーニング 
・クーリングダウン 
【予想される練習形態】 
・１人で行う。 
・同じ練習方法や目標を持った生徒同士がペ

ア・グループで行う。 

 

ま
と
め 

○集合 
○全体ミーティング 
○本時のまとめをする 
・挨拶・解散 

 
 
○本時、次時の取組について伝える。 

 
７ 学習資料 
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８ 考察（成果と課題） 

 
（１） 生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 
 

主体的に学習を進める上で、課題の設定や練習方

法の選択・工夫等については、自力解決を図ること

を前提とした。しかし、自分の設定した課題や選択

した練習方法・工夫に不安を持つ生徒や適切なもの

が分からない生徒等、仲間からの助言を求める生徒

については、その旨を発信し、求められた生徒はそ

の求めに応じることとした。また、練習方法が同様

の生徒同士が一緒に練習に取り組んだり、走力の似

た生徒同士がそれぞれの練習効果を効率よく高め

るために、ペアやグループで取り組むこともあった。

それらは、固定されたペアやグループではなく、練習計画に基づき、生徒同士の交渉により自主 
 的に組まれるものとした。今回、それを「自然発生した」ペア、グループと呼ぶことにした。とき 
には、一人での活動を選択することも含め、ペア、グループで練習するか、そのときの仲間や人数 
はどうするかといったことについても、生徒の主体性に任せることで学習への意欲が高まり、活発 
に学び合いがなされた。 

 
 
 
 
 

テーマ 主体的・対話的で深い学びを通して自ら考える体育学習 

長距離走は、自分に適したペースを発見し、一定の距離を走り通す中で、より速く走ろうとした

り、記録に挑戦したり、仲間と競争したりする種目である。生徒にとっては、「苦しい」「しんどい」

といったイメージが先行しがちで、積極的に取り組むことが難しい面がある。よって、長距離走を

楽しむためには、教師から与えられた練習をこなすのではなく、生徒自らが課題を見付け、課題の

解決に適した練習方法を考えたり工夫したりしながら取り組むことで、自己の高まりを実感できる

ような学習過程が必要であると考えた。ただ、技能を高めるにあたっては、課題に合った練習方法

とその効果についての知識が必要であり、基礎となる知識については、全体指導の中で扱うことと

し、個人練習ではその知識を生かし工夫して取り組ませるようにした。 
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めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

めあて

学び

3年 1組　教師チェックカード

日　付　　
　　　月　　　　　日 　　　月　　　　　日 　　　月　　　　　日 　　　月　　　　　日 　　　月　　　　　日

　　名　前

1

2

3

4

5

6

7

8

（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 
 

本単元では、はじめと終わりに記録会を行い、最終に 
は駅伝を行った。第１回の記録会では、今の自分の力を 
確かめ、単元終了時にどれだけ練習の成果があったかを 
確かめるものと位置付け、第２回の記録会では運動の技 
能に関する総括的な評価を行った。駅伝については、身 
に付けた力で存分に楽しむことを重視し、学習する姿の 
総括的な評価は行ったが、記録や結果での総括的な評価 
は控えた。評価の主たる部分は、課題設定が適切である 
か、その課題解決に向け練習計画を作成できたか、その 
練習で効果があったか、新たな課題を発見できたか、と 
いった毎時間の状況に対する形成的評価である。  
また、その過程において、どれだけ主体的に学び合え 

ていたかという点においても形成的に評価した。それぞ 
れの時間において形成的に評価し、生徒にフィードバッ 
クすることが指導との一体化を図ることにつながり、生徒の学びを深めたと考える。 
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 3年A･B組　男子31名

海南市立第三中学校

海南市鳥居15-3

073-482-0563

芝﨑　公彦

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

研究テーマ

仲間と共に自己教育力を育む

体育授業をめざして

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

２ 集団の課題

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

Ⅲ 取組の成果 CHECK

Ⅳ 今後の課題 Action

本学年の男子生徒は、授業意識調査で「体育の授業が

好きである・やや好きである」と回答した生徒が８７％

と高く、日頃の授業の様子からも体を動かすことが好き

であることが分かる。これまでの保健体育科の学習に対

しても高い興味・関心を示している。また、意欲も高く、

積極的に授業に取り組むことができ、友達や仲間に対し

ても自然とアドバイスや声かけができる。体力・運動能

力は新体力テストの結果から見ると一般的であるが、Ｅ

判定の生徒がなく、Ｂ判定とＣ判定の生徒が全体の80％

を越えている。生徒同士の運動能力の差はあまりない。

運動能力は新体力テストの結果から、握力、長座体前屈、

５０ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げが全国平均に比

べ劣っている。全身の筋力・瞬発力が課題である。握力、

５０ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げの記録向上につ

ながる全身の筋力・瞬発力や背筋力アップが必要となる。

また、全体の場での意見発表や授業の振り返り等は、語

彙も少なく苦手である。

１ 体力アッププランの作成

・ 新体力テストの結果から、課題と現状を把握し、

課題解決のためのプランを作成して取り組む。

２ 体育科における取組

・ 授業導入部分で弱点を意識した補助運動を、種目

特性を考慮しながら導入する。

・ 運動量確保のための手立て。

・ 分かる、できる、楽しい授業づくり。

３ 教科外活動における取組

・ 休憩時間の体育館・グラウンドでの遊びの推奨

・ 運動部活動でのトレーニング

① 体力向上

股関節・肩甲骨周辺の筋力アップや肩関節のトレーニン

グを全授業のウォーミングアップで行った。また、グラウ

ンドにおける授業では、背筋力アップのため懸垂トレーニ

ングや鉄棒ぶら下がりトレーニングをウォーミングアップ

に取り入れた。また、ダッシュやキャッチボール、剣道の

素振りなど基本動作を多く時間設定して習得させるととも

に筋力を高めようとした。

② 授業への意欲向上

本校では授業への意欲の向上が体力向上につながると考

え、授業の工夫・改善を繰り返した。また、意欲の向上に

は「できた」「分かった」「なるほど」と感じることので

きる場面が必要である。そこで、ペア活動・グループ活動

を多用し、教え合う時間を設定した。また、それを全体で

共有することにより学びを深めた。

③ 剣道研究授業

今回の剣道の授業では、導入のウォーミングアップで準

備運動とともにリズム剣道を行った。剣道の足さばきや素

振りを取り入れたオリジナルのもので、剣道の基本技能の

習得とともに弱点である項目の体力向上につなげた。また、

運動量確保のため活動時間を多くとった。さらにグループ

活動での教え合いが活発になるように、タブレットで撮影

した動画を活用して取り組ませた。

１ 授業導入時の補助運動や強化トレーニングは体力アッ

プに直結するものではなかったが、技能向上には有効で

あった。

２ グループ活動やペア活動における教え合いは、できる、

分かる喜びを感じることができた生徒が多かった。特に

動きをタブレットで撮影し、動画を止める・スロー再生

しながらの話し合いは活発で分かりやすく、生徒の技能

・意欲の向上につながった。

１ 仲間と共に授業に取り組み、技能・意欲の向上につな

がった。タブレットの活用は非常に有効であったため、

今後も様々な取組で活用していきたい。

２ 新体力テストにおいて、筋力・瞬発力は毎年全国平均

を下回る。体育授業の準備運動では継続して体力向上ト

レーニングに取り組むが、生徒個人の意識を変える必要

がある。日頃の遊び・運動の大切さや楽しさを知ること

ができるよう、教科だけでなく学校全体で体力向上・健

康に関する取組を増やしていきたい。

◆工夫した点



− 82 −

リズム剣道 動画撮影

ICTにより自分の動きを確認 条件付き互角稽古

リーダーの発表（活動内容の共有） 防具を片付ける
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保健体育科学習指導案  
 
 

日 時：平成 29 年 11 月 10 日（金）10：55～11：45 
場 所：海南市立第三中学校 体育館  
学 級：３年Ａ・Ｂ組 男子 31 名  
授業者 教諭 芝﨑 公彦  

 
１ 単元名  武道「剣道」  
 
２ 指導にあたって  
（１）教材観・指導観  

剣道は竹刀を使って、相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手を攻

撃したり相手の技を防御したりすることによって、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう

運動である。第３学年では、相手の動きの変化に応じた攻防を展開できるようにすること

を学習のねらいとするため、自由練習や簡単な試合の時間を多く取り入れる。その中で常

に相手の人格を尊重し、礼儀作法を重んじることで好ましい社会的態度の育成につながる

ことが期待できる。また、自己の課題を発見し、運動の取り組み方を工夫する中で、自己

教育力の成長も促されると考える。  
 海草地方中学校体育研究会では『仲間と共に自己教育力を育む体育授業をめざして』を

研究テーマに、①『学習意欲を喚起させる』、②『学び方を習得させる』、③『生き方につ

なげる』の３つの柱を立て授業の工夫・改善に努めてきた。  
剣道の学習では『学習意欲を喚起させる』ために授業の導入に主運動につながるウォー

ミングアップを兼ねてリズム剣道を取り入れる。また、自由練習中にお互いに動きを観察

し、教え合う時間を取り入れることにより、意欲の向上を図りたい。『学び方の習得』では、

指導の計画・学習カードや教科書・視聴覚教材を適宜用いることにより、動きや打突のイ

メージを理解しやすくする。さらに、グループでの話し合い活動を導入することにより、

課題の発見や解決につなげ、自分自身のできばえがより明確に理解できるようにする。今

回の授業では、人間関係や技能を考慮し、どのグループも活動力が均等になるよう１グル

ープ４人で編成した。活発な教え合い活動を期待したい。最後に『生き方につなげる』で

は、グループ練習で活発に助言や激励などの意見を出し合うことにより、グループのメン

バーと上手く機能し合い、礼を重んじ相手を尊重する心や集団の中で生きていく力につな

がると考えている。  
 
（２）生徒観  
 本学年の男子生徒は、次の剣道授業意識調査の結果に見られるように、体を動かすこと

が好きで、これまでの保健体育科の学習に対して高い興味・関心を示している。また、意

欲も高く、積極的に授業に取り組むことができ、友達や仲間に対しても自然とアドバイス

や声かけができる。体力・運動能力は新体力テストの結果から見ると一般的であるが、Ｅ

判定の生徒がなく、Ｂ判定とＣ判定の生徒が全体の 80％を越えている。  
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 一方、全体の中での意見発表や授業の振り返りの記入等は、苦手な生徒も見られる。言

語活動やグループ活動の場を増やし、協働的な学びから、仲間と共に高め合う授業を展開

したい。  
 
《剣道授業意識調査》  
昨年度アンケート  

 
今年度アンケート  

 
 
 
 
 
 

項目 No. 質問内容  そう思う  ややそう思

う  

あまりそう

思わない  

思わない

項目１  体育の授業は好きである。  67％  30％  3％  0％  

項目２  剣道の授業は楽しみである。  10％  50％  30％  10％  

項目３  剣道に興味がある。  7％  30％  33％  30％  

項目４  剣道をするにあたり不安がある。  10％  30％  27％  33％  

項目５  剣道が楽しくなるためには何が必要だ

と思いますか。  

技術、礼儀、協力、けじめ、競争心、武士になり

きる、やる気、楽しいことをする、ルールを守る、

集中力、声だし  

項目 No. 質問内容  そう思う  ややそう思

う  

あまりそう

思わない  

思わない

項目１  体育の授業は好きである。  77％  10％  13％  0％  

項目２  剣道の授業は楽しい。  23％  48％  26％  3％  

項目３  剣道に興味がある。  7％  48％  32％  13％  

項目４  剣道をするにあたり不安がある。  7％  19％  39％  35％  

項目５  剣道は心を落ち着かせたり、心身を鍛

練したりすることにつながる。  
55％  32％  13％  0％  

項目６  剣道の気合い（大きな声を出す）には、

どんな意味があるか分かる。  
52％  39％  6％  3％  

項目７  剣道では礼儀作法が大切である。  100％  0％  0％  0％  

項目８  剣道が楽しくなるためには何が必要だ

と思いますか。  

技術、礼儀、協力、けじめ、武士になりきる、声

だし、互角稽古、勝つ喜び、多くの人と関わる、

アドバイス、教え合い、相手を尊重する、緊張感、

相手の動きを読む力  
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〔平成 29 年度生徒の体力・運動能力調査結果から見た生徒の実態〕  
〔グラフ 1〕判定別割合          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〔図１〕【T スコアによる全国比較図】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の目標  
  ⑴相手の動きの変化に応じた基本動作から、基本となる技や得意技を用いて、相手の  

構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を展開することができるようにす  
る。（技能）  

 ⑵自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようと  
すること、自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することが  
できるようにする。（態度）  

⑶伝統的な考え方、技の名称や見取稽古の仕方、体力の高め方、運動観察の方法など

を理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。  
（知識、思考・判断）  
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４ 単元の評価規準  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  

思考・判断  
運動の技能  

運動についての  
知識・理解  

単

元

の

評

価

規

準  

● 剣 道 の 学 習 に 自 主 的 に 取 り

組もうとしている。  

●相手を尊重し、伝統的な行動

の 仕 方 を 大 切 に し よ う と し

ている。  

● 自 己 の 責 任 を 果 た そ う と し

ている。  

● 互 い に 助 け 合 い 教 え 合 お う

としている。  

●健康・安全を確保している。 

●自己の技能・体力の程度に

応 じ た 得 意 技 を 見 付 け て

いる。  

● 提 供 さ れ た 攻 防 の 仕 方 か

ら、自己に適した攻防の仕

方を選んでいる。  

●仲間に対して、技術的な課

題 や 有 効 な 練 習 方 法 の 選

択について指摘している。

● 健 康 や 安 全 を 確 保 す る た

めに、体調に応じて適切な

練習方法を選んでいる。  

● 剣 道 を 継 続 し て 楽 し む た

め の 自 己 に 適 し た か か わ

り方を見付けている。  

● 相 手 の 構 え を

崩し、しかけた

り 応 じ た り す

る な ど の 攻 防

を 展 開 す る た

め の 相 手 の 動

き の 変 化 に 応

じ た 基 本 動 作

から、基本とな

る技、得意技の

い ず れ か が で

きる。  

● 剣 道 の 伝 統 的 な 考 え 方 に つ

いて、理解したことを言った

り書き出したりしている。  

● 技 の 名 称 や 見 取 稽 古 の 仕 方

について、学習した具体例を

挙げている。  

● 剣 道 に 関 連 し た 体 力 の 高 め

方について、学習した具体例

を挙げている。  

● 運 動 観 察 の 方 法 に つ い て 理

解 し た こ と を 言 っ た り 書 き

出したりしている。  

●試合の行い方について、学習

した具体例を挙げている。  

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準  

①  技を高め、勝敗を競う楽し

さや喜びを味わい、得意技

を 身 に 付 け る こ と に 自 主

的 に 取 り 組 も う と し て い

る。  

②  相手を尊重し、伝統的な行

動 の 仕 方 を 自 ら の 意 志 で

大切にしようとしている。  

③  練 習 や 簡 単 な 試 合 の 進 行

な ど で 仲 間 と 互 い に 合 意

した役割に、責任をもって

自 主 的 に 取 り 組 も う と し

ている。  

④  仲 間 の 課 題 を 指 摘 す る な

ど 教 え 合 っ た り し な が ら

練 習 に 取 り 組 も う と し て

いる。  

⑤  竹刀・防具や施設の安全確

認、けがの防止などに留意

し て 練 習 に 取 り 組 ん で い

る。  

①  自己の技能・体力の程度

に 応 じ た 得 意 技 を 見 付

けている。  

②  提 供 さ れ た 攻 防 の 仕 方

から、自己に適した攻防

の仕方を選んでいる。  

③  仲間に対して、技術的な

課 題 や 有 効 な 練 習 方 法

の 選 択 に つ い て 指 摘 し

ている。  

④  健 康 や 安 全 を 確 保 す る

ために、体調に応じて適

切 な 練 習 方 法 を 選 ん で

いる。  

⑤  剣 道 を 継 続 し て 楽 し む

た め の 自 己 に 適 し た か

か わ り 方 を 見 付 け て い

る。  

 

①  相 手 の 動 き

の 変 化 に 応

じ た 基 本 動

作 を 行 い な

が ら 基 本 と

なる技、得意

技 を 用 い て

攻 防 が で き

る。  

②  し か け 技 や

応 じ 技 を 身

に付け、相手

の 動 き に 応

じ て 攻 防 を

ス ム ー ズ に

展 開 す る こ

とができる。

①  剣道の伝統的な考え方、学

習する意義について、理解

したことを言ったり書き出

したりしている。  

②  技の名称や見取稽古の有効

性について、学習した具体

例を挙げている。  

③  相手との攻防に必要な技術

と関連させて体力を高める

方法について、学習した具

体例を挙げている。  

④  自己観察や他者観察など運

動観察の方法や有効性につ

いて、理解したことを言っ

た り 書 き 出 し た り し て い

る。  

⑤  簡 単 な 試 合 に お け る ル ー

ル、審判や運営の仕方につ

いて、学習した具体例を挙

げている。  
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５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】  
６ 本時について  
（１） 目標  

・しかけ技や応じ技を身に付け、相手の動きに応じて攻防をスムーズに展開するこ

とができる。（技能）  
・仲間の課題を指摘するなど教え合ったりしながら練習に取り組もうとすることが

できる。（態度）  
・技の名称や見取稽古の有効性について、学習した具体例を挙げることができる。  
・仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘することがで

きる。（知識、思考・判断）  
（２） 展開（本時：６／10 時）  

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導

入  
10 
分  

１集合、整列、挨拶  
２準備運動、リズム剣道  
・竹刀の安全点検を行う。  
３本時のめあて、内容の確認  
 

○健康状態の確認を行う。  
○正しく防具を装着できているか

確認する。  
○本時の活動の流れ、めあてについ

て説明する。  

展  
 

開  
 

30 
分  

４面、小手の装着  
・2 人組で行う。  
５グループ練習  
・一つのグループ４人で行う。  
・面打ち、小手打ち、胴打ちの基本技の打ち

方の確認を行う。  
６グループによる自由練習（条件付き互角稽

古）  
・２人は自由練習、その他１人は見取稽古、

もう 1 人は撮影  
・役割を分担し、動画の動きから打突の機会

を観察し、教え合う。  
 
７グループによる自由練習（互角稽古）  
・２人１組になり打突の機会を意識して自由

練習を行う。  

○スムーズに装着できるよう指示

や補助を行う。  
○正しく面を装着できているか確

認する。  
○気剣体の一致を意識させる。  
 
 
 
 
☆関心・意欲・態度－④【観察】  
○簡単な礼法を行わせる。  
○基本の姿勢は中段の構えである

ことを意識させる。  
○残心を意識させる。  
〇打突の機会を意識させる。  
 

ま

と

め  
10
分  

８防具を外す、集合、整列  
 
９学習のまとめ、振り返り  
 
10 挨拶、片付け  

○体調を確認する。  
 
○学習カードに振り返りを記入し、

本時の授業を振り返る。  
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７ 学習資料（添付）・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】  
８ 考察（成果と課題）  

 
（１）生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

本学年の男子生徒は、これまでの保健

体育科の学習に対して高い興味・関心を

示し、体を動かすことが好きな生徒が多

い。また、意欲も高く、積極的に授業に

取り組むことができ、友達や仲間に対し

ても自然にアドバイスや声かけができ

る。グループ活動や教え合う時間を設け、

タブレットで撮影した動画を活用するこ

とで、さらに活発な意見交換、お互いに

高め合う姿が現れた。  
 
 
（２）生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

学習カードの作成  
Ａ３サイズ１枚の学習カードによ

り、これまでの学習を振り返りが容易

にできるように工夫した。活動の様子

や理解度・達成度を把握するため、毎

時間助言及び評価を行った。  
グループづくり  
 技能の習熟度のバランスや体格等を

考慮し、最終の団体戦につながるよう

１グループ４人編成とした。グループ

活動では一人一人が役割を分担し、責任を持って取り組んだ。  
機器の活用・教具の工夫  
 授業のウォーミングアップとして『リズム剣道』を行った。曲に合わせて楽しく基本

動作の習得・ウォーミングアップを行うことができた。グループ活動ではお互いに動き

を観察し、教え合うことが重要になる。その材料としてタブレットを活用して動画を撮

影した。タブレットで撮影した動画は容易に一時停止・スロー再生が可能で細かな動き

に着目でき、気付いた点を伝え合う等してグループ活動が深まった。  
 

 
 

 

テーマ  仲間と共に自己教育力を育む体育授業をめざして  
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（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

『指導と評価の計画』の作成ではいつ、どの

評価をするべきか、評価のタイミングと評価方

法のバランスを重視した。特に評価のタイミン

グについては、技能の評価において、学習した

内容を反復練習し、習得するまでの過程・期間

を考慮し、評価するようにした。生徒の活動中

にも評価を実施し、その場で助言もすることで、

生徒の目標達成に向けた支援となった。  
 

 
（４）その他 

リズム剣道  
『学習意欲を喚起させる』ために授業の導入

に主運動につながるウォーミングアップを兼

ねてリズム剣道を取り入れた。慣れ親しんだ紀

州っ子かがやきダンス「STORY」の曲に乗せ

て、剣道の基本となる送り足や素振りの稽古に

つながるオリジナルのリズム剣道である。楽し

く剣道のウォーミングアップを行うことによ

り、基本技能を高めるとともに、生徒の意欲も

高めた。また、生徒全員で一斉に取り組むこと

で、声も大きく出すことができ、授業の導入には効果が大きかった。  
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1

１
．
２
年

生
で
学

ん
だ
基

本
動

作
の

復
習

・
習

得
し
よ
う

１
．
２
年

生
で
学

ん
だ
基

本
打

突
の

復
習

・
習

得
し
よ
う

礼
法

・
し
か

け
技

を
習

得
し

よ
う

し
か

け
技

・
応

じ
技

を
習

得
し
よ
う

お
互

い
の

よ
い
打

突
、
動

き
を
教

え
合

お
う

動
き
の

中
で
打

突
の

機
会

を
見

付
け
よ
う

得
意
技
に
つ
な
が
る
打
突

を
見

付
け
よ
う

身
に
付
け
た
技

で
試
合
を

楽
し
も
う

打
突

の
機

会
を
意

識
し
、

試
合

を
楽

し
も
う

身
に
つ
け
た
得
意
技
を
生

か
し
て
、
試

合
を
楽

し
も
う

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

⑤
観

察
・
カ
ー
ド

①
観

察
・
カ
ー
ド

②
観

察
③

観
察

④
観

察

②
観

察
・
カ
ー
ド

①
観

察
・
カ
ー
ド

④
観

察
・
カ
ー
ド

③
観

察
・
カ
ー
ド

⑤
観

察
・
カ
ー
ド

②
観

察
①

観
察

②
観

察

①
②

③
テ
ス
ト
（
後

日
）

④
観

察
・
カ
ー
ド

⑤
観

察
・
カ
ー
ド

運
動

に
つ
い
て

の
思

考
・
判

断

運
動

の
技

能

評 価 の 観 点

運
動

に
つ
い
て

の
知

識
・
理

解

礼
法

、
基

本
打

突
、
し
か

け
技

、
応

じ
技

の
習

得

２
～

４
時

　
　
　
数

め
あ
て

運
動

へ
の

関
心

・
意

欲
・
態

度

第 三 学 年

一 時 間 の 学 習 の 流 れ

グ
ル

ー
プ
練

習
簡

単
な
試

合

5
～

７
８
～

１
０

５
　
指

導
と
評

価
の

計
画

学
習

の
段

階

１
集

合
、
整

列
、
挨

拶

２
準

備
運

動
、
リ
ズ
ム
剣

道

３
本

時
の

ね
ら
い
、
内

容
の

確
認

４
剣
道

具
の

着

脱 ○
し
っ
か
り
着

装
で
き
る
よ
う

指
示

す
る
。

６
集

合
、
整

列
、
（防

具
を
外
す
）

７
学

習
の

ま
と
め
、
振
り
返
り

○
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
技
や
動
き
（
成
果
）
と

で
き
な
い
技
や
動
き
（
課
題
）
を
確
認
す
る
。

○
次

の
授

業
で
頑

張
り
た
い
こ
と
を
考

え
る
。

８
挨

拶
、
片

付
け

１
学

習
の

ね

ら
い
や
進
め

方
を
知

る
。

２
準

備
運

動

の
仕

方
を
知

る
。

３
学

習
ノ
ー
ト

の
使

い
方

を

知
る
。

４
場

の
準

備

方
法

を
知

り
、

実
践

す
る
。

５
グ
ル

ー
プ
練

習

・
４
人

グ
ル

ー
プ
で
行

う
。

・
面

打
ち
、
小

手
打

ち
、
胴

打
ち
、
連
続

技
な
ど
打

ち
方

を
確

認
す
る
。

○
安

全
面

に
留

意
し
て
各

グ
ル

ー
プ
ご
と
に
練
習

６
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
自

由
練

習
（
条

件
付

き
互

角
稽

古
）
①

・
２
人
が
自
由
練
習
、
そ
の
他
１
人
は
見
取
稽
古
、
も
う
1人

は

撮
影

・
役
割
を
分
担
し
。
動
画
か
ら
技
能
向

上
に
つ
な
が

る
動

き
を

観
察

し
、
教

え
合

う
。

７
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
自

由
練

習
（
互

角
稽

古
）
②

・
２
人

１
組

に
な
り
自

由
練

習
を
行

う
。

５
前

年
度

ま
で

の
技

の
確

認

を
す
る
。

・
足

さ
ば

き

・
素

振
り

・
基

本
打

突

５
基
本

打
突

○
二
人

一
組

で
行

う
。

・
面

打
ち

・
小

手
打

ち

・
胴

打
ち

４
礼

法

・
座

礼
の

確
認

・
対

人
技

能
で

の
礼

法

５
し
か

け
技

（
二

段
の

技
）

・
小

手
面

・
小

手
胴

･面
面

（
出

ば
な
技

）

・
出

ば
な
面

・
出

ば
な
小

手 （
払

い
技

）

・
払

い
面

・
払

い
小

手

４
し
か

け
技

（
引

き
技

）

・
引

き
面

・
引

き
胴

５
応

じ
技

（
抜

き
技

）

･面
抜
き
胴

・
小

手
抜

き
面

（
す
り
上

げ
技

）

・
小

手
す
り
上

げ
面

（
打

ち
落

と
し

技
）

・
胴

打
ち
落

と

し
面

・
面

打
ち
落

と

し
面

・
相

小
手

面

５
試
合

○
学
習
し
た
技
を
用
い
て
相
手
の
変
化

に
応

じ
た
攻
防

を

す
る
。

○
有
効
打
突
の
判
定
基
準
を
理
解

し
、
判
定

す
る
。

・
試
合
方
法

１
チ
ー
ム
４
人

の
団

体
戦

試
合
時
間
は
１
分

２
チ
ー
ム
は

審
判

を
担

当
す
る

（
主
審
１
人
、
副
審
２
人
、
時
計
係
２
人
、
記
録
３
人
）

４
グ
ル

ー
プ
練
習

・
１
０
分
程
度
自
由
練
習
を
行
う
。

１
集

合
、
挨

拶

２
準

備
運

動
、
リ

ズ
ム
剣
道

３
本

時
の

ね
ら
い
、

内
容
の

確
認

４
面

・
小

手
の

装
着

６
集

合
、
整

列
、
防
具
を
外
す

７
学

習
の

ま
と
め
、
振
り
返
り

○
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
技
や

動
き
（
成
果
）
と

で
き
な
い
技

や
動

き
（
課

題
）
を
確

認
す
る
。

○
次

の
授

業
で
頑

張
り
た
い
こ
と
を
考

え
る
。

８
挨

拶
、
片

付
け

６
集

合
、
整

列
、
防
具

を
外

す

７
学

習
の

ま
と
め
、
振
り
返
り

○
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
技
や
動
き
（
成
果
）
と
で
き
な
い
技
や
動
き
（
課

題
）
を
確
認
す
る
。

○
次

の
授

業
で
頑

張
り
た
い
こ
と
を
考

え
る
。

８
挨

拶
、
片

付
け

８
防

具
を
外

す
、
集
合

、
整

列

９
学

習
の

ま
と
め
、
振
り
返
り

○
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
技
や

動
き
（
成
果
）
と
で
き
な
い
技
や
動
き
（
課
題
）

を
確
認
す
る
。

○
次

の
授

業
で
頑

張
り
た
い
こ
と
を
考

え
る
。

１
０
挨

拶
、
片

付
け
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月／日 授業のめあて
めあて
達成
度

授業の感想 次回の課題 備考

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

剣道学習カード　　　年　　　番　氏名（　　　　　　　　　　　　　　）



− 92 −

観
点

評価項目 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

剣道の試合や練習を楽しむ
ことができた

グループやパートナーと協力
できた

相手に対する礼儀を重んじ
て行動できた

床や竹刀、防具等安全に注
意することができた

練習の仕方を理解して、お
互いに練習できた

自分の課題を見付け、解決
する練習ができた

稽古や試合で作戦を立てる
ことができた

剣道の特性や歴史が分かっ
た

剣道の作法、基本的な打ち
方や受け方、技が分かった

試合のルールや進め方が分
かった

防具を正しく着脱できた

大きなかけ声とともに面や小
手、胴を正しく打つことがで
きた
しかけ技（二段の技、出ばな
技、引き技、払い技）で打つ
ことができた
応じ技（抜き技、すり上げ
技、打ち落とし技）で打つこと
ができた

気・剣・体の一致を意識して
打突できた

試合で審判を正しくできた

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

知
識
･
理
解

技
能

自己評価　　A　満足できた　　B　少しできた　　Cまだ不十分
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 2年4組　男子17名・女子18名

紀の川市立貴志川中学校

紀の川市貴志川町上野山232

0736-64-2521

森田　康介

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

研究テーマ

自らが進んで運動に取り組み、運動を通して

課題を解決することができる体育学習

～仲間とともに高め合う姿を目指して～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

体育授業は男女共習で行っている。授業に対して

意欲的な生徒がほとんどである。授業に際し、「体

育の授業が好きですか」のアンケート調査を行った

ところ、３０名が「はい」と答える結果であった。

体力・運動能力調査の判定別割合からみると、県

平均に対して、該当クラスの男子ではＡ判定及びＣ

・Ｄ判定が比較的多い結果であった。女子は、県平

均と比べ、Ａ・Ｂの判定者の割合が上回っており、

比較的よい結果が出た。

２ 集団の課題

各種目の県・全国平均と比較すると、男女共に反

復横とびや長座体前屈が下回っている。瞬間的に判

断し行動する能力や身体の可動範囲の狭さにより起

こる怪我などを未然に防ぐため、敏捷性や柔軟性を

高めていく必要がある。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

１ 体力アッププランの作成

新体力テストの結果より、生徒の課題と現状を

把握し、課題解決のためのプランを作成して取り

組む。

２ 体育授業での取り組み

・ 全学年男女共習にて行う。

・ 主体的・対話的で深い学びをテーマに、保健

体育科で研究を行う。

・ 授業の準備運動として、その種目にあったト

レーニングを行う。

・ 男女共習で行う「楽しい」体育授業の実践。

・ 苦手な生徒に対しての教具の工夫。

・ ICT機器を活用した体育学習。

・ 授業ノートを活用し、毎時間の振り返りを大

切にした授業。

３ 跳び箱運動での取組

課題とする技を「かかえ込み跳び」とし、そこ

から「屈身跳び」に発展させていくよう設定した。

その中で、技の各局面でのポイントを精査し、生

徒同士の活動につなげていくようにした。

◆工夫した点

・ 各領域に関連させた補助運動をウォーミングア

ップで実施した。

・ 学習ノートは、グループノートと個人ノートの

２種類を活用し、グループ、個人それぞれの課題

が明確になるようにし、容易に振り返りができる

ようにした。

・ 積極的にグループ活動を展開し、仲間とともに

活動をする中で、課題を解決していく気付きが生

まれるようにした。

・ タブレットを用い、自身の活動を客観的に確認

することで、グループ活動をさらに活発なものに

していくよう工夫をした。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

・ 授業で各領域に連動させた補助運動を行うこと

で、体力向上と、その意識付けにつながった。

・ ２種類の学習カードを活用することで、個人が

高めたいポイントをグループで共有することがで

き、グループでの活動が活発になった。

・ タブレットに遅延撮影アプリを導入し、定点撮

影を行うことで、撮影係の役割を省く事が出来、

活動が円滑に進んだ。自分の活動をその都度確認

をすることで、技術的なポイントの気付きにもつ

ながった。また、活動に取り組む意欲の向上にも

つながった。

Ⅳ 今後の課題 Action

・ 生徒の体力や運動能力を分析し、常に体力の向

上を目指した運動を各領域で工夫して行う必要が

ある。

・ 運動の苦手な生徒への学習の場づくりや教具の

工夫など、指導の手立てについて研究を深める。

・ 生徒の体力向上に向け、保健体育科の授業の充

実はさることながら、規則正しい生活の確立を目

指し、保健分野の指導においても効果的に学習を

進める必要がある。
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【技能習得のための、ポイントの共有】

壁に技の図を貼り、跳び箱運動で大切になる「助走」「踏み切り」「着手」「空中姿勢」「着地」「気持ちの

面」に対してのポイントを模造紙にまとめ、壁に掲示をした。

【タブレット機器の活用】

遅延撮影アプリを導入し、定点撮影とすることで、

撮影係の役割を省いた。活動後、すぐに確認をする

事ができるよう工夫をした。

【技能習得のためのポイントの可視化】

模範演技をスロー再生に加工をし、プロジェクター

で投影を行う。よい動きを全員で共有し、技能獲得

を目指す。

【柔軟性を高めるための補助運動の一例】

毎時間、体力向上を意識した活動を取り入れた。特

に、課題であった柔軟性の運動は毎時間取り入れた。

【グループでの補助】

技能習得のために、補助方法を学習し、グループ内

で技への挑戦と観察の役割を交互に行わせた。

【グループでの役割】

グループ内で２グループに分け、活動と観察の役割

を交互に行う。

【グループでのアドバイス活動】

ホームグループでのアドバイス活動。成果と課題を確

認した後、スペシャルグループでの活動につなげた。
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保健体育科学習指導案  
 

日 時：平成２９年１１月１０日（金）10：30～11：20 
場 所：紀の川市立貴志川中学校 体育館  
学 級：２年４組 ３５名（男子１７名 女子１８名）  
授業者 教諭 森田 康介  

 
１ 単元名  器械運動「跳び箱運動」  
 
２ 指導にあたって  
 本校生徒は、比較的落ち着いて学校生活を送れており、どの教科でも授業態度は良好で、

体育の授業に対しても前向きな生徒が多い。  
本校では部活動加入は任意となっているが、ほとんどの生徒が、部活動に加入し運動を

行っている。このように運動に対する意識も高いが、新体力テストの結果においては、全

国平均に若干下回る種目がいくつかある。また、運動が得意、不得意である生徒の二極化

が激しく見られることから、個々の体力差も大きい。  
保健体育の授業については、第１学年では友達と励まし合ったり、お互いのできばえを

評価し合ったり、アドバイスを行う場面を取り入れた授業を行った。第２学年になってか

ら行った陸上競技・バスケットボール・ソフトボールの授業の中でも、ペアやチームで作

戦を考えたり、課題を見出したりして改善していく学習を行った。 

本単元では、仲間同士で協力して練習したり、仲間との関わりを持つ場面や励まし

合い、教え合ったりする学習を通じて技能の向上を図るとともに今まで以上に集団と

しての力を伸ばしていきたいと考える。 

器械運動は、マット運動、鉄棒運動、平均台運動、跳び箱運動から構成され、種目の特

性に応じて多くの技がある。これらの技に挑戦し、その技のできる楽しさや喜びを味わう

ことができる運動である。学習する技は、回転したり、手で支えて跳び越したりする運動

で、日常においてあまり経験しない動きが特徴である。それだけに、目標とする技を学習

対象にして伸ばしていくためには、基本的な動きや予備的な動きを身に付けたり、練習の

場を工夫したりすることが必要な領域である。その中でも跳び箱運動は、切り返し系と回

転系の技の中から自己の能力に適した技を選択し、その技がよりよくできるように技能を

高めていくことが大切である。 

第１学年で行ったマット運動では、小学校でマット運動が苦手という生徒も多数いた。

また、小学校のマット運動の授業においては、学習する技の種類に限りがあったことから、

新しい技に挑戦し、できたときの成功体験が少ないように感じられた。そのため、授業で

は、マットへの着手の仕方や回転時の体の使い方などを指導し、技をよりきれいで滑らか

に行えるようになることで、技のできる楽しさや喜びを味わえるようにしてきた。 

第２学年の跳び箱運動では、着手時の腰の高さと安定した着手・力強い突き放しが大切

だと考える。本単元では、「かかえ込み跳び」を基本とし、発展技の「屈身跳び」の習得

を目指す。その上で、技の各局面のポイントと練習方法・補助方法についても学習を進め、 
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将来的には「前方倒立回転跳び」にもつなげていきたい。技術習得の際に、グループでの

学習を多く取り入れることで、かかわり合いの深まりを目指した。また、今できる技を磨

いたり、新しい技に挑戦していく関心・意欲も高まることを期待した。 

そこで、跳び箱運動に入る前に、器械運動に対する意識調査を第２学年173名に行った。

「跳び箱運動は好きですか？」の問いに対して、「好き」と答えた生徒が82名であった。

一番多かった理由が「できたときの達成感が気持ちいい」であった。逆に「嫌い」と答え

た生徒が75名いた。その理由として、「怖い」「過去に怪我をしたことがあるから」「でき

ないから」などが圧倒的多数の意見であった。また、女子生徒からの意見として、少数で

はあるが、「男子に見られるのがいや」という意見もあった。  
跳び箱運動は技の特性から「できる」「できない」が明確に表れる運動であるが、補助や

互いの動きを観察し合う活動から、協力し合って学習する楽しさや、技の達成感やできば

えを通して楽しさや喜びを味わうことができるようにしたい。また、タブレットなどのＩ

ＣＴ機器を積極的に活用し、グループで互いの技を確認し合い、成果・課題を共有するこ

とで、『できた』・『分かった』『楽しかった』を味わえるようにするとともに、仲間ととも

に意欲的に取り組む態度も養い、お互いに高め合えるようにしたい。 

 

〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童（生徒）の実態〕  
〔グラフ 1〕判定別割合（男女別）  

 

〔図１〕【T スコアによる全国比較図（男女別）】  
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３ 単元の目標  
 （技能）  
  跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を変え

た技、発展技を行うことができるようにする。  
（態度）  
 跳び箱運動に積極的に取り組むとともに、よい演技を認めようとすること、分担した

役割を果たそうとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。  
（知識、思考・判断）  
 器械運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、関連して高まる体力など理解し、課

題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。  
 

４ 単元の評価規準  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  

思考・判断  
運動の技能  

運動についての  
知識・理解  

単

元

の

評

価

規

準  

● 器 械 運 動 の 学 習

に 積 極 的 に 取 り

組 も う と し て い

る。 

● よ い 演 技 を 認 め

ようとしている。 

● 分 担 し た 役 割 を

果 た そ う と し て

いる。  
● 仲 間 の 学 習 を 援

助 し よ う と し て

いる。  
●健康・安全に留意

している。  
 

●学習する技の合理

的な動き方のポイ

ントを見付けてい

る。  
●課題に応じて、技

の習得に適した練

習方法を選んでい

る。  
●仲間と学習する場

面で、仲間のよい

動きなどを指摘し

ている。  
●仲間と学習する場

面で、学習した安

全上の留意点を当

てはめている。  

● 切 り 返 し 系 や

回 転 系 の 滑 ら

か な 基 本 的 な

技、条件を変え

た技、発展技の

い ず れ か が で

きる。  

● 器 械 運 動 の 特 性

や 成 り 立 ち に つ

いて、学習した具

体 例 を 挙 げ て い

る。  
● 技 の 名 称 や 行 い

方について、学習

し た 具 体 例 を 挙

げている。  
● 器 械 運 動 に 関 連

し て 高 ま る 体 力

について、学習し

た 具 体 例 を 挙 げ

ている。  

学

習

活

動

に

即

し

た

① 繰 り 返 し 練 習 し

て い る 仲 間 の 努

力 や よ い 演 技 を

認 め よ う と し て

いる。  

② 練 習 な ど を 行 う

際、器具の出し入

れ な ど の 分 担 し

①学習する技の合理

的な動き方のポイ

ントを見付けてい

る。  

②仲間と学習する場

面で、仲間のよい

動きなどを指摘し

合っている。 

① 踏 み 切 り か ら

空 中 姿 勢 を と

っ て か ら 着 手

する動き方、突

き 放 し に よ っ

て 着 地 す る た

めの動き方で、

技 の 一 連 の 動

①跳 び 箱 運 動 の 特

性 や 成 り 立 ち に

ついて、言ったり

書 き 出 し た り し

ている。  

②技 の 構 造 を 理 解

するとともに、練

習 の 仕 方 や 技 の
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評

価

規

準  

た 役 割 を 果 た そ

うとしている。 

③ 体 調 の 変 化 、 器

械・器具や練習場

所など、自己や仲

間 の 安 全 に 留 意

している。  

③自分の能力に適し

た技を習得するた

めの練習方法を工

夫している。 

④仲間と学習する場

面で、学習した安

全上の留意点を当

てはめている。 

き を 滑 ら か に

し て 跳 び 越 す

ことができる。

② 学 習 し た 基 本

的 な 技 を 発 展

させて、一連の

動 き で 跳 び 越

す こ と が で き

る。  

で き ば え の 確 か

め 方 を 理 解 し て

いる。 

 
５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】  
 
６ 本時について  
（１） 目標  

・ 基本的な技を、一連の流れで、滑らかに行うことができるようにする。（技能） 
・ 器械運動に積極的に取り組むとともに、健康・安全に気を配ることができる  

ようにする。（態度）  
・ ＩＣＴ機器や資料を用いて、よい動きや修正点をお互い指摘し合うことができ  

るようにする。（知識、思考・判断）  
 
（２） 展開（本時：５／１０時）  

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導

入  

１ ランニング、整列・挨拶  
欠席・体調等確認  

 
２ 準備運動・柔軟体操  
 
 
３ 動きつくりの運動（グループ）  
  ステップ練習を行う。  
   
 
４ 本時のめあて、流れの確認  
 
 
 
 
 

○出欠確認、健康状態を確認する。  
 
 
○けが防止の為、入念に行わせる。  
○元気よく、丁寧に行わせる。  
 
○仲間の運動を観察し、よかった点、

課題点を評価し合えるようにする。  
 
 
○本時の目標と流れについて説明す

る。  
 
 
 
 

○基本的な技をより美しく，滑らかに表現するために、資料とタブレットを

活用し，仲間のよい動きや修正点を指摘し合おう。 
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７ 学習資料（添付）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展

開  

５ かかえ込み跳び、屈身跳びの練習  
（ホームグループ）  

  
 
 
 

タブレットを活用する  
 
 アドバイスを記入する。  

      （スペシャルグループ）  
 
 
 
 

  

○仲間の活動に対し、一本一本よかっ

た点、修正点をアドバイスし合うよう

に指導する。  
 
 
 
☆タブレットと資料を用い、修正点を

指摘しあっている。（観察・ノート）

【知識、思考・判断】  
○自分に合った場を選択するよう指

導をする。  
○できない生徒には、着手後、足裏跳

び乗りを指導する。  
○全くできない生徒には開脚跳びで

跳び越すことを指導する。  

ま

と

め  

６ 本時の振り返り  
自分の本時の成果と課題を確認する。

   
 
 
 
 
７ 集合・整列  

次時の確認を行う。  
片付け、挨拶を行う。  

○本時の振り返りをノートに記入さ

せる。  
○次時の課題を設定し、学習の見通し

を持たせる。  
○学習する技の合理的な動きのポイ

ントを見付けることができたかどう

かを確認させ、発表をさせる。  
○けが、体調の確認を行わせる。  
○全員で協力して素早く片付けを行

わせる。  

グループで、踏切り、着手、突き放

し、着地の一連の流れを意識して取

り組む。  

グループを解き、高さ別のグループ

でかかえ込み跳び・屈身跳びに取り

組む。  
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８ 考察（成果と課題）  

 
（１）生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

本学年の生徒に「体育の授業は好きですか」のアンケートを実施したところ、「好きだ」

と答えた生徒が多い結果であった。しかし、跳び箱運動に対しては、約半数が消極的な

回答であった。理由としては、技術の習得に個人差が出やすい上、跳び箱を跳び越える

ことに対する不安感や、恐怖感を感じることにある事がアンケートより分かった。  
 これらの生徒の実態を踏まえ、本単元では、全員で共有できる課題の技（かかえ込

み跳び→屈身跳び）を設定し、その技が「できた」という喜びを全員に味わわせると

ともに、より美しく技ができるようになる楽しさや、達成感を味わわせることを大切

にして授業を進めた。生徒の主体的な学習を促すために、単元計画と指導と評価の計

画を明確にした。その結果、単元のねらいから、目指す目標と、解決すべき課題を明

確にすることによって、生徒が見通しをもって学習を進めることができた。また、は

じめの段階では活動の方向性が明確に把握できていなかった生徒も、仲間との関わり

を通じて、学びを共有でき、自分の課題や役割を意識し、授業に取り組めるように 

なった。 

 

テーマ  
自らが進んで運動に取り組み、運動を通して課題を  

解決することができる体育学習  
～仲間とともに高め合う姿を目指して～  
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（２）生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

①学習カードの活用 

技のポイントが確認できるイラストと、仲間から助言

が欲しい動きの部分を記入し、アドバイス活動に生かし

ていく個人カードと、授業後の振り返りを行う個人ノー

トの２種類を活用することで、課題を解決する取組に効

果を発揮した。また、自己や仲間の知識を活用すること

で生徒の主体的な学習活動を高め、技能の向上や意欲の

向上につなげることができた。 

②グループによる学習 

 教え合いの活動の充実のため、技の習熟度等を考慮し

グルーピングを行った。グループ内では、技への挑戦と

観察の役割を交互に行いながら学習を進めた。 

③タブレットの活用 

タブレットを活用することで、技の実施後、自分の動きを確認することができ、技術

的なポイントの気付きにもつながった。また、遅延撮影アプリを導入したことで、定点

撮影を行うことができ、撮影係の役割を省くことによる円滑な学習を進めることができ

た。 

 
（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

指導と評価の一体化を図るために、単元計画と評価

計画を作成し授業を進めた。  
 毎時間、ホワイトボードに「本時のめあて」を提示

し、本時の学習内容を把握させるとともに、目標を持

って取り組ませるように意識をした。  
グループノートと個人ノートの２種類を活用し、毎

時間の自己評価・相互評価が行えるように工夫をし

た。また、グループ活動や、ゲームにおいて、主体的

で対話的な学びを通して、個人やグループに応じた課題を仲間とともに解決するよう取

り組ませ、的確な考えが出せているかを観察やノートから評価を行った。生徒は見通し

をもって学習に取り組むことができ、学習活動についての評価に対して、新たな課題を

見付けることにつながった。  
 
（４）その他 

 跳び箱運動の授業を行うにあたり、安全面に十分に留意し

た。しかし、本校には生徒数に対してセーフティーマットや

跳び箱の数が不足気味であるので、近隣中学校から借り、授

業を行っている。生徒が安心して体育授業に取り組むことが

できるように、教具の充実を図る必要がある。  
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 3年D・E組　女子26名

有田川町立吉備中学校

有田郡有田川町下津野1223-1

0737-52-2059

上野山　達也

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」
体力・授業（保育）力アップモデル校（園） 実績報告書

研究テーマ

みんなが『主体的』を理解・

意識し、共に学び合う授業

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

当該クラスは、運動が得意だと感じる生徒と、苦

手だと感じている生徒が半数ずつ程度である。体育

が得意な生徒も苦手な生徒も、まじめに楽しみなが

ら体育の授業に取り組むことができている。

新体力テストのアンケートでは、「体力に自信が

ありますか」という質問に対し、あると答えた割合

は５％と、とても低い結果であった。

つまり、身体を動かすことが得意な生徒も体力に

は自信がない状況である。

また、仲のよい友達と話しながら、課題解決に取

り組むことは得意であるが、決められた中での活動

が苦手である。

２ 集団の課題

平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査から、

「持久走」以外の種目が全国平均よりも低い状態で

ある。なかでも、「上体起こし」が特に低くなって

いることが課題である。

そのため「筋持久力」を伸ばすために取り組んで

いきたい。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

１ 体育授業における取組

・ 授業の準備運動としてランニングと種目にあ

ったサーキットトレーニングを行う。

・ 運動時間を確保するために、導入部分でねら

いや流れを確認させる。

・ 起立式のボードを作成し、そこにノートを掲

示して活用させる。

２ 保健体育科における授業研究

・ 生徒が主体的に取り組む授業をテーマに保健

体育科で研究を行う。

・ 保健体育科全員が研究授業を行う。

３ 体育授業以外の取組

・ 体育大会、校内駅伝大会を行う。

・ 「主体的」を学年のテーマとして、体育授業

以外の学校生活でも意識し学校全体としての取

組を進める。

◆工夫した点

１ 体育授業での工夫

・ 準備運動では、種目にあったサーキットト

レーニングを行った。短い時間で様々な運動

を全力で行えるようにした。

・ 運動時間確保のために、起立式のボードを

作成した。ボードを使うことで、地面に座っ

て書く時間がなくなり、書いたらすぐに活動

できるように工夫した。また、ノートも簡単

なものにし、書く量を減らし運動時間の確保

につなげられるようにした。

２ 体育授業以外の工夫

・ 学校生活でも主体的に活動できるように学

年集会で具体例を示した。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

１ 体育授業の変化

・ 準備運動でサーキットトレーニングを行うこ

とで身体が温まり、活動が活発になったと感じ

る。体力の向上につなげるためには、これを継

続していきたい。

・ ボードを使用することで、書くことによる活

動が止まる時間が少なくなったと感じる。また、

ノートも書く量を精選したため、単元の流れが

見てすぐに分かり、主体的な活動につながった。

２ 保健体育授業の研究

・ 保健体育科教員全体が主体的な授業を行うた

めの意識が高まった。

Ⅳ 今後の課題 Action

準備運動でサーキットトレーニングを取り入れる

ことや、ボードを使用することで主体的に学習に取

り組むことができ、体力の向上につながっていると

考えているため、引き続き取組を継続していきたい。

「筋持久力」に特化した取組を行うことができな

かったため、今後サーキットトレーニングの中に取

り入れられるようにしていきたい。

研究を行うことで、体力向上のための授業づくり

への意識が高まってきた。さらに研究を続けていき

たいと考えている。
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ダンスバトルの様子 

準備運動の様子 

振り返りを記入する様子 

本時の振り返り・まとめ 
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保健体育科学習指導案  
 

日 時：平成 29 年 11 月 10 日（金）10：50～11：40 

場 所：有田川町立吉備中学校 体育館 

学 級：3 年 D・E 組女子 26 名 

        （D 組女子 13 名 E 組女子 13 名） 

授業者：教諭 小松 柔  
 
１ 単元名  ダンス「現代的なリズムのダンス」  
 
２ 指導にあたって  
 ダンスは、「イメージをとらえた表現や踊りを通した交流を通して仲間とのコミュニケー

ションを豊かにすることを重視する運動で、仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメー

ジをとらえて自己を表現したりすることに楽しさや喜びを味わうことのできる運動」であ

る。本単元で取り上げる「現代的なリズムのダンス」は、ロックやヒップホップなどの現

代的なリズムの特徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って体幹部（重

心部）を中心に全身で自由に弾んで踊ることをねらいとしており、グループの仲間と一緒

に踊ることでダンスの楽しさを感じながら、よい部分を認め合ったり、教え合ったりして

共に学び合うことができる運動である。ヒップホップのリズムの特徴は、ロックよりも遅

いテンポで強いアクセントがあるので 1 拍ごとに強いアクセントのある細分化されたビー

トを強調することが示されている。そのリズムに縦のりの動きの特徴をとらえ、踊れるよ

うになることが大切である。  
 ダンスは、踊ることが恥ずかしいと感じることがあるため、楽しく踊ることのできる雰

囲気づくりが大切である。また、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるよ

うにすることが大切である。発表や交流の場面で、他のグループや仲間のダンスを認め合

い、互いに助け合い教え合いながら学習できるようにしていきたい。  
 ３年 D、E 組女子、２６名は指示されたことに対しては積極的に取り組むことができる

クラスである。現代的なリズムのダンスは 1 年次に「紀州っ子かがやきダンス」を行い、

2 年次にはロックとヒップホップのリズムのダンスを行い、ロックとヒップホップのダン

スの違いを学んでいる。ダンスに対する苦手意識は低く、踊ることが楽しいと感じている

生徒が多い。しかし、保健体育の授業では、課題を発見したときに、今何をしたらいいの

かを考えて行動することや、グループで教え合うこと、話し合うことも苦手である。その

ため、本校の研究主題である「みんなが『主体的』を理解・意識し、共に学び合う授業」

にするために以下の工夫を行った。  
（１）学習過程、学習形態の工夫  

 学習過程の工夫では、自由に踊れるようになるために、前半では動きに変化を付けら

れることを目標にした。後半部分では、前半で変化を付けた動きに、まとまりを付けて

踊ることができるようになることを目標に構成した。前半で行う動きは全て簡単にでき

るものを選び、変化させることに重点を置いた。変化を考える中で、グループ内で教え

合ったり、工夫したりできるようにした。後半では、前半で考えた動きの変化と仲間の
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習得している動きの変化を認め合いながら、つくり上げていけるようにした。また、ヒ

ップホップのリズムにのるために、授業の初めにロックのリズムで心と身体をほぐし、

違いを表現できるようにした。  
学習形態の工夫では、グループ活動を積極的に取り入れ、話し合ったり、助け合った

りしながら活動できるようにした。また、グループ内だけではなく、グループ同士でバ

トルを行うなど交流する機会を多く取り、様々な違いに気付かせ、コミュニケーション

活動を活性化させ、自分たちでポイントを見付けられるように取り組んできた。また、

ＩＣＴ機器を利用し、自己や仲間の動きを客観的に見たり、繰り返し見たりすることで、

お互いにアドバイスできる環境をつくった。  
（２）協働的な学び（学習）を効果的に取り入れた指導  
  主体的の意味を理解するところから始めた。主体的とはどのような行動なのか、具体

的に考え実践できるようにした。体育の授業で主体的に考えて行動することで、それを

学校生活にも生かして行動することを考えさせた。練習方法を工夫しているグループの

動きを振り返りの時間に紹介し、主体的な取り組み方について理解できるようにした。  
  また、自分たちで課題に気付き、解決していけるようにした。そのために教師の発問

を工夫した。答えを教えてしまうのではなく、めあてを達成するためにどんな練習が必

要か考えさせる発問をするようにしている。  
最後に、ボードの工夫に取り組んだ。ノートを参考にポイントを確認したり、作戦を

立てたり、前回の反省や課題を確認して活動したりできるようにした。  
（３）指導と評価の在り方  
  リズムに乗ること、大きく踊ることが楽しいと感じながらできるようにするために、

そのような動きができている生徒や前回よりもできるようになった生徒を褒めることを

大切にしていきたい。褒めることで楽しく踊ることのできる雰囲気をつくっていきたい。

ダンスには決まった形がなく、評価のしづらい単元である。上手に踊れるかどうかでは

なく、変化とまとまりを付けて自分なりに踊る工夫をしているかを評価したい。  
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た生徒の実態〕  
〔グラフ 1〕判定別割合  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔図１〕【T スコアによる全国比較図】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の目標  

・現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴をとらえ、変化とまとまりを付けて、リ

ズムに乗って全身で踊ることができるようにする。（技能）  
・ダンスに自主的に取り組むとともに、互いの違いやよさを認め合おうとすること、自

己の責任を果たそうとすることなどや、健康･安全を確保することができるようにす

る。（態度）  
・ダンスの名称や用語、踊りの特徴と表現の仕方、体力の高め方、交流や発表の仕方な

どを理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。（知識、

思考・判断）  
 



− 108 −

４ 単元の評価規準  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  

思考・判断  
運動の技能  

運動についての  
知識・理解  

単

元

の

評

価

規

準  

● ダ ン ス の 学 習 に

自 主 的 に 取 り 組

もうとしている。 
● 互 い の 違 い や よ

さ を 認 め 合 お う

としている。  
● 自 己 の 責 任 を 果

た そ う と し て い

る。  
● 互 い に 助 け 合 い

教 え 合 お う と し

ている。  
●健康・安全を確保

している。  

● ダ ン ス の 特 徴 に

合 っ た 踊 り の 構

成 を 見 つ け て い

る。  
● 発 表 や 仲 間 と の

交流の場面では、

互 い の 違 い や よ

さ を 指 摘 し て い

る。  
● ダ ン ス を 継 続 し

て 楽 し む た め の

自 己 に 適 し た 関

わ り 方 を 見 付 け

ている。  

● 現 代 的 な リ ズ ム

のダンスでは、リ

ズ ム の 特 徴 を 捉

え、変化とまとま

りを付けて、リズ

ム に 乗 っ て 全 身

で 踊 る た め の 動

きができる。  

● ダ ン ス の 名 称 や

用語について、学

習 し た 具 体 例 を

挙げている。  
● 踊 り の 特 徴 と 表

現 の 仕 方 に つ い

て、学習した具体

例を挙げている。

● ダ ン ス に 関 連 し

た 体 力 の 高 め 方

について、学習し

た 具 体 例 を 挙 げ

ている。  
● 交 流 や 発 表 の 仕

方について、学習

し た 具 体 例 を 挙

げている。  
学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準  

①  ダンスの学習に

自主的に取り組

んでいる。  
②  互いの違いやよ

さを認め合おう

としている。  
③  準備やふり返り

の場面で自己の

役割を果たして

いる。  
④  グループで助け

合い教え合おう

としている。  
⑤  健康・安全を確

保するために場

所を工夫して練

習している。  

①  特徴に合った踊

りの構成を見付

けている。  
②  他者の動きを参

考に自分の動き

を 工 夫 し て い

る。  
③  発表や交流の場

面で、互いの違

いやよさを見つ

け 指 摘 し て い

る。  
④  生涯にわたって

ダンスを楽しむ

ための自己に適

した関わり方を

見付けている。

①  ヒップホップの

リズムの特徴を

捉えて全身で踊

る こ と が で き

る。  
②  動きに変化を付

けて踊ることが

できる。  
③  まとまりを付け

て踊ることがで

きる。  

①  ダンスの名称や

用語について、

学習した具体例

を挙げている。

②  ヒップホップの

特徴と表現の仕

方について、学

習した具体例を

挙げている。  
③  ダンスに関連し

て高まる体力に

ついて、学習し

た具体例を挙げ

ている。  
④  交流や発表の仕

方、運動観察の

方法について、

学習した具体例

を挙げている。

５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙様式参照】  
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６ 本時について  

（１）目標  
・リズムに乗って動きに変化を付けて全身で踊ることができるようにする。（技能）  
・工夫した動きを、グループで教え合うことができるようにする。（態度）  
・ヒップホップの特性について学習したことを生かし、他者の動きを参考に自分の動き

を工夫できるようにする。（知識、思考・判断）  
 

（２）展開（本時：５／１１時）  
 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導
入 

１ 挨拶  
 
２ 準備運動  

３ 本時のめあてと学習内容を確認する  
 
 

 
 
○こころとからだをほぐす  
 
 
 
 
 
○前回の課題、取り組み方を振り返

り、主体的に取り組めるようにする  

展

開  

 
４ 動きを習得する  
  ・復習とアレンジ方法の確認  
  ・教師のマネをして踊る  
  ・ペアで向かい合って踊る  
 
 
 
 
５ 好きな動きの習得  
  ・好きな動きをグループ内のペアで練

習し、できたらノートに書く  
 
 
 
 
 
 

 
○アレンジ方法を意識させる  
 
 
 
 
 
 
 
○動きを止めて考えるのではなく、動

きながら見付けさせる  
 
 
 
 
 
 
 

ウォークをアレンジして踊れるようになる  
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６ ダンスバトルをする  
  ・変化を工夫した動きを踊る  
  ・工夫している動きを見付ける  
  ・見る時もリズムに乗る  
 
 
 
 
 
７ 好きな動きをレベルアップさせる  
 
 
８ フリーダンスをする  

・変化を工夫した動きを使って踊る  
 

○考えた変化を見せつけるように踊

るよう声をかける  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆他者の動きを参考に自分の動きを

工夫している (思考・判断 ) 
 

ま

と

め  

 
９ 学習カード記入  
 
10 学習の振り返り  

 

 
○グループの課題を考えさせる  
 
○本時の成果と課題を発表させる  
○よかった動きを紹介する  
 
 
 

 
７ 学習資料（添付）  
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８ 考察（成果と課題）  

 
（１）生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

単元計画は、自由に踊れるようになるために、前半では動きに変化を付けられること

を目標にした。後半部分では、前半で変化を付けた動きに、まとまりを付けて踊ること

ができるようになることを目標にした。ダンスは好きと感じ、既成のダンスを踊ること

は得意であるが、自由に踊ることの「自由」に対してどう踊ればいいのは分からない、

自信がないという生徒が多かったため、このよう

に構成した。  
前半で行う動きは全て簡単にできるものを選

び、変化させることに重点をおいた。簡単な動き

でも自分なりの変化をつけることで、自由に踊っ

ていることになることを意識させ、自信を持って

踊れるようにした。  
後半では、前半で考えた動きの変化と仲間の習得している動きの変化を認め合いなが

ら、つくり上げていけるようにした。前半は個人での動きの習得であったため、後半で

は、仲間と関わって踊ることに重点を置いた。前半では、友達と交流しながら、動きに

様々な変化をつけて踊ることができた。変化の工夫も単元が進むにつれて、スムーズに

できるようになった。しかし、踊り自体が小さくまとまってしまい、全身を使って大き

く踊ることが難しく、大きな踊りに導くことが課題である。  
また、ヒップホップのリズムに乗るために、授業の初めにロックのリズムで心と身体

ほぐしを行った。ロックのリズムでは弾む動きが楽しいと感じ、ジャンプをしたりスキ

ップをしたりできていた。ヒップホップでは、縦のりの動き、ダウンのリズムに乗るこ

とが難しかったため、違いを表現できるように意識させた。ロックで精一杯踊ることで

楽しい雰囲気で取り組むことができた。課題としては、ヒップホップでもロックの弾む

動きを取り入れてしまうことが多く、違いを表現させることが難しかった。  
 
 
（２）生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

学習形態の工夫では、グループ活動を積極的に取り入れ、話し合ったり、助け合った

りしながら活動できるようにした。また、グループ内だけではなく、グループ同士でバ

トルを行うなど交流する機会を多く取り、様々な違いに気付かせ、コミュニケーション

活動を活性化させ、自分たちでポイントを見付けられるように取り組んできた。  

テーマ  
 

みんなが『主体的』を理解・意識し、共に学び合う授業  
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仲のよい友達とは活発に活動できるが、決められたグループでは対話が極端に少なく

なってしまうのが課題であったため、生徒の人間関係のみに左右されるのではなく、課

題解決のためにねらいを達成することを中心に授業を展開した。教師が決めたグループ

での活動をさせたが、ねらいを達成するための活動とすることで、誰とでも対話しなが

ら取り組むことができた。しかし、何も発言しない生徒もいて全員が主体的に取り組む

ことができたとは言えない。全員が進んで取り組め

るように工夫が必要である。  

主体的に取り組むために、今まで取り組んでき

た流れ、自分たちの積み重ねてきたこと、成果、

課題などを簡単に確認できるようにした。そうす

ることで、生徒一人一人が前回までの反省を生か

して活動方法を工夫したり、前回のポイントを参

考に活動したりする様子が見られ、主体的な活動につなげることができた。  
また、各グループに１つ起立式のボードを活用させた。ボードに書かせることで、

グループで集まって相談する場の確保ができ、言葉を交わしながら活動することがで

きた。起立式のボードは、床に座って考えるのではなく、動きながら考え、書いたこ

とをすぐに実践することができ、活動の止まる時間が短くなり、運動時間の確保にも

つながった。  
 
（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

今まで取り組んできた流れ、自分たちの積み重ね

てきたこと、成果、課題などを簡単に確認できるよ

うにした。そうすることで、生徒一人一人が前回ま

での反省を生かして活動方法を工夫したり、前回の

ポイントを参考に活動したりしている様子が見られ

た。自分たちの活動を振り返り自己評価しながら次

の活動を行えることは、主体的な活動につながった。  
また、振り返りの時間を確保し、達成度やよかった動きなどを振り返り、次につな

げられるようにした。本時の反省を生かすことで、前回よりも主体的に授業に取り組

むことができた。  
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組       班 

動き できたアレンジ 大きくリズムにのるための課題
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 2年F･G組　男子15名・女子10名

和歌山県立那賀高等学校

岩出市高塚115

0737-62-2117

教諭　川畑　源大

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」における
体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ

男女共習による協働的な学びを通して

主体的に学び・鍛える体育授業

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

・運動習慣の定着度

運動部活動に所属していない女子生徒は、体育授業

が唯一の運動時間である生徒が多く、男子は休憩時間

に球技を行うなど、積極的に運動に取り組む生徒が多

い。男子は比較的運動習慣が定着していると言える。

・体育授業への取組状況

運動の得意、不得意に関わらず、与えられた課題を

一生懸命に取り組める生徒たちである。男女関係なく

お互いに励まし合い、非常によい雰囲気で体育学習を

行っている。

・運動部への加入状況

25名中11名が運動部に加入している。

２ 集団の課題

・年度当初の新体力テストの結果、立ち幅とび及び握力

に課題が見られる。

・女子を中心として運動習慣を定着させる取組が必要で

ある。特に運動部に加入しておらず、運動習慣が定着

していないと思われる一部の女子では、「全身持久力

」に課題が見られる。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

【領域】

・陸上競技（長距離走）

【準備運動】

・ジョギングや持久的な運動の工夫

・なわ跳び

◆工夫した点

【陸上競技（長距離走）】

・運動能力の似た者同士でペアを組ませる。

・定期的にタイム計測、着順カードを配り、競走意識を

芽生えさせる。

【準備運動等】

・他人の身体の調子に気付けるようにペアで運動す

る種目を増やした。（柔軟運動、馬跳び等）

・なわ跳びでは、飽きさせないようにいろいろな跳

び方や二人組でペアを作って取り組ませた。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

・25名の中で３名は記録が取れていないが、計測し

た22名のうち11名は記録の向上が見られた。

・計測中は、男女がお互いに励まし合い、よい雰囲

気の中で実施できたことが、記録の向上につなが

ったと考えられる。

・可能な限り説明などの時間を短くできるように工

夫し、生徒の運動時間を確保できるようにした。

・見学生徒はタイム計測、着順カード配り、記録係

を行い全員が何らかの役割を果たし、授業に参加

するように工夫した。

Ⅳ 今後の課題 Action

・瞬発力、筋力、パワー系などの体力要素をバラン

スよく向上させるように準備運動等を工夫する。

・生涯スポーツにつながるよう、基礎的な体力を高

めるとともに、スポーツに親しむ習慣を、特に、

女子に身に付けさせるような取組を考察する。
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№ ４月 １２月

1 4.48 5.04

2 5.37 5.31

3 6.06 6.04

4 6.37 6.10

5 5.42 5.44

6 5.08 5.05

7 6.15 6.26

8 5.25 5.12

9 6.25 6.41

10 9.00 9.48

11 6.40 7.05

12 6.01 5.43

13 7.40 8.01

14 6.41

15 5.41 5.51

1 5.13 5.10

2 3.53 3.45

3 5.29 5.35

4

5 4.14 4.10

6 5.46 5.41

7 4.47 5.16

8 4.03 4.11

9 5.17

10 5.31 5.26

男子
１５００ｍ

女子
１０００ｍ

長距離走の比較（4月と12月） 準備運動の様子

陸上競技（長距離走）の様子
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保健体育科学習指導案  
 

日 時：平成２９年１２月１４日（木）１１：４５～１２：４５  
場 所：和歌山県立那賀高等学校 第 1 グランド  
学 級：２年ＦＧ組２５名（男子１５名 女子１０名）  
授業者 教諭 川畑 源大  

 
１ 単元名   陸上競技 長距離走  
 
２ 指導にあたって 

（１）学習過程、学習形態の工夫   
 長距離走は健康の保持増進、体力の増強等を目的とする上で、最も手軽で効果的な

運動であり、各種スポーツの基礎トレーニングとしてもその効果が大きいと言われて

いる。また、一人一人が自分の年齢や性別・体力や健康状態に合わせて無理なく実施

することができると同時に、自分の体力の限界に挑戦できるといった特徴を持った種

目でもある。  
 近年、生涯スポーツとしてマラソンに取り組む人が増えている状況を踏まえ、男女

共習、男女ペアを設定することにより、男女で一緒に走行し、お互いアドバイスをし

ながら高め合えるように指導する。走行距離は、学習状況に応じて徐々に伸ばしてい

き、定期的にタイム計測を行い、持久力の伸長度の確認をするとともに、自他の記録

や競争意識が育まれるよう工夫する。  
（２）協働的な学び（学習）を効果的に取り入れた指導 

   準備運動になわ跳びを取り入れることにより、パートナーとお互いに励まし合った

りし、体調の変化などの気付きを話し合うことができるようにする。タブレットによ

る動画撮影を部分的に取り入れることにより、他者からのアドバイスだけでではな

く、自らの動作や走行フォームを客観視することで、より理解と考察ができるように

する。 

（３）指導と評価の在り方 等 

２年生ＦＧ組のラグビー選択生は、比較的おとなしい生徒が多く、運動がどちらか

というと苦手と感じる生徒もいて、体力に自信のない生徒が半数近くいる。また、体

力・運動能力において、和歌山県内で平均並かやや下回る生徒が多く、全国と比較し

てみても瞬発力や筋持久力が平均を下回っている。  
長距離走では持久力などの体力が要求されるだけではなく、効率のよいフォームを

維持して走ったり、ペース配分を考えて走ったりすることが大切である。  
本単元では体力の増強、健康の保持増進を図ることを主たる目的として、総合的に

体力を高め、加えて、準備運動においてなわ跳びや体つくり運動で学んだ各種の運動

等を実施することにより、課題となっている瞬発力や筋持久力の向上を図る。また、

他者の健康状態などに気付きお互い励まし合えているか様子を観察する。  
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童（生徒）の実態〕  
〔グラフ 1〕判定別割合（男女別）  

  
  

〔図１〕【T スコアによる全国比較図（男女別）】  

   
 

３ 単元の目標 

（技能） 長距離走ではペースの変化に対応するなどして走ることができるようにする。  
（態度） 陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールや

マナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果た

そうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保

することができるようにする。  
（知識、思考・判断）  

技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理

解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫でき

るようにする。  
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４ 単元の評価規準 

 運動への  
関心・意欲・態度  

運動についての  
思考・判断  

運動の技能  
運動についての  

知識・理解  
単

元

の

評

価

規

準  

● 長 距 離 走 に 主 体

的に取り組もう

としている。  
●健康・安全を確保

している。  
● 周 囲 に も 気 を 配

り、ルールやマ

ナーを大切にし

よ う と し て い

る。  
● 互 い に 助 け 合 い

高め合おうとし

ている。  

● こ れ ま で の 学 習

を踏まえて、自己

や 仲 間 の 課 題 を

設定している。  
● 課 題 解 決 の 過 程

を踏まえて、自己

や 仲 間 の 課 題 を

見直している。  
● 練 習 や タ イ ム 計

測、ペア運動の場

面で、自己や仲間

の 危 険 を 回 避 す

る た め の 活 動 の

仕 方 を 選 ん で い

る。  
● 長 距 離 走 を 生 涯

に わ た っ て 楽 し

む た め の 自 己 に

適 し た 関 わ り 方

を見付けている。

●走る距離に対し、

自 己 の 能 力 に 応

じ た ペ ー ス 配 分

ができる。  
 

● 技 の 名 称 や 行 い

方について、学習

し た 具 体 例 を 挙

げている。  
● 課 題 解 決 の 方 法

について、理解し

た こ と を 言 っ た

り 書 き 出 し た り

している。  
●走り方について、

学 習 し た 具 体 例

を挙げている。  
 

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準  

①  長距離走の学習

に主体的に取り

組もうとしてい

る。  
②  タイム計測を円

滑に進めるため

に分担した役割

を果たそうとし

ている。  
③  互いに助け合い

高 め 合 お う と

し、ルールやマ

ナ ー を 大 切 に

し、健康・安全

を確保しようと

している。  

①  課題解決の過程

を踏まえて、自

己や仲間の課題

を 見 直 し て い

る。  
②  練習やタイム計

測、ペア運動の

場面で、自己や

仲間の危険を回

避するための活

動の仕方を選ん

でいる。  
③  長距離走を生涯

にわたって楽し

むための自己に

適した関わり方

①  最後まで走りき

れるペース配分

ができる。  
②  自己の最高タイ

ムを伸ばすため

のペース配分が

できる。  
 

①  技術の名称や行

い方について、

学習した具体例

を挙げている。

②  課題解決の方法

について、理解

したことを言っ

たり書き出した

りしている。  
③  走 り 方 に つ い

て、学習した具

体例を挙げてい

る。  



− 120 −

 を 見 付 け て い

る。  
 
５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】 

 

６ 本時について 

（１）  目標  
（技能）  

・自ら変化のあるペースを設定したり、仲間のペースの変化に応じて走ることがで  
きるようにする。  

・記録を更新したり、仲間と競走したりする長距離走の特性や魅力を深く味わい、

長距離走特有の技能を高めることができるようにする。  
（態度）  

・タイム計測を円滑にすすめるために分担した役割を果たそうとしている。 

・記録の更新や競走の楽しさや喜びを一層深く味わうことができるようにする。  
（知識、思考・判断）  
・自己や仲間の危険を回避するための活動の仕方を選ぶことができるようにする。 

 

（２）  展開（本時：３／１２時） 

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導

入  

１ 集合し、本時学習内容確認をする。  
 
 
２ 準備運動を行う。  

・体操  
・なわ跳び  

前跳び、後跳び、 

ステップ前跳び、ステップ後跳び 

あや前跳び、あや後跳び 

側回旋交差前跳び、側回旋交差後跳び 

前二重跳び 

○  集合させ、本時学習内容や注意

事項を説明する。  
 
○  準備運動中の声かけをする。  
○  腕全体で回すのではなく、手首

を使って回すよう指導する。  
○  あや跳び等で腕をクロスする

時、腕を上げすぎないよう指導す

る。  

展  
 

開  

３ 持久走を行う。(男子１５００ｍ・女子

１０００ｍ )     
  ・  ２００ｍのトラックを男子７周半、

女子５周走る。  
   ・２グループに分かれて行う。  

○ ペアの周回を数えるように指導

する。  
 
☆ タイム計測を円滑にすすめるた

めに分担した役割を果たそうとし

ている。  
 
☆ 自己や仲間の危険を回避するた

めの活動の仕方を選んでいる。  
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７ 学習資料・・・〔別紙参照〕 

 

８ 考察（成果と課題） 

 
（１） 成果と課題 

 年度当初の新体力テスト時より 25 名中 11 名の記録が向上した。授業は男女共習で行

い、運動能力の似た者同士でペアを組み準備運動で各種の運動やなわ跳びを行い、お互

いの体の調子を気遣えたので、授業の雰囲気がよくなりその結果、励まし合い記録の向

上につながったと考えられる。 

 課題は体力を総合的に高められ、また生徒が常に新鮮な気持ちで楽しく取り組める運

動種目を工夫することである。特に運動が苦手な生徒は異性と運動することを嫌う傾向

があるため、常に手立てを考える必要がある。 

 

（２）生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

 学習集団には、運動部に所属しておらず、運動をする機会が体

育の授業のみという生徒も含まれているため、単元の前半は自他

の走力を確認できるよう、時間走（１０分間走）や比較的短い距

離で距離走を行った。真面目な生徒が多く、タイム計測を行うと

競争意識も芽生えオーバーペースになる可能性もあったので、身

体が慣れてきたタイミングを見計らって、単元の中程で 1500m（男

女）、後半で 3000m（男女）のタイム計測を行った。 

 結果として 25 名のうち 11 名の記録は向上したものの、11 名は記録が向上しなかった。

気候も原因の一つとは考えられるが、今後は、多くの生徒の記録が向上されるよう、時

間走と距離走の配置や距離走における距離の設定を、生徒の状況に応じて適切に行うよ

うにしていきたい。 

 

 

 

 

 

ま

と

め  

４ 整理運動  
 
５ 本時の評価、次時の授業内容の説明を

聞く。  
 
６ あいさつ  

○ 号令をかける。  
 
○ 本時の評価、次時の説明を行う。

テーマ  男女共習による協働的な学びを通して 

主体的に学び・鍛える体育授業  
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（３）生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

長距離走の練習やタイム計測の時、走力の似た者同士でペアを

組ませることにより、与えられた課題を通しての気付きなどをお

互いに話し合わせ、共有し解決していけるようにした。 

また、準備運動のなわ跳びでは、課題の跳び方を事前に提示す

ることにより、各々で課題としている跳び方の練習を行うなど主

体的に活動する場面が見られた。さらに、学習ノートに自分の目

標を記録し、明確化することで学習内容定着の早期化を図ることができた。 

 
（４）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

 毎時間、学習目標や内容の説明を行い、学習ノートを通して確認してから、学習活動

を行った。  
 準備運動では各種の運動やなわ跳びの跳び方、ペア運動を工夫し、他者観察とお互い

の気付きを話し合う機会を設けた。自己や他者の改善点やよい点などの気付きを学習ノ

ートに記入することで再確認できるようにした。また、学習ノートに記入された生徒の

気付きや改善点をチェックし、次回の授業の導入時の説明や練習内容に反映させるなど

した。  
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縄
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縄
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操

・
体
つ
く
り
運
動

・
縄
跳
び
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（　　　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　）

☆　自己評価 １

◎　長距離走において、本時の体の調子や次時に向けての抱負や改善点を記入。

☆　自己評価 ２

◎　今日の授業の中で、どのような事故（ケガ）が起こることが考えられますか？

◎　その事故（ケガ）が起こってしまったとき、あなたはどうしますか？

◎　その事故（ケガ）を未然に防止するために、どうしたらいいと思いますか？

自己の課題が解決できた １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

項目 低　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高

自己の安全に配慮できた １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

周囲の安全に配慮できた １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

陸上競技（長距離走）学習カード

運動量が十分にあった １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

運動に意欲的に取り組めた １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

（　　　）月（　　　）日（　　　）曜日　（　　　）限目

項目 低　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高

準備運動（なわ跳び等） １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

長距離走 １　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

対象集団 3年ABFG組　男子15名 女子18名

和歌山県立桐蔭高等学校

和歌山市吹上5－6－18

073－436－1366

伊藤　将

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」における
体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ

ＩＣＴを活用した走力の向上

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

・授業に対して積極的に参加する生徒が多い。

・運動部に所属している生徒が多く、普段から身体

を動かす習慣ができている。

２ 集団の課題

・身体を動かすことが好きな生徒は多いが、集団

スポーツ及び球技に慣れていない生徒も多い。

・Ｔスコアの結果から、走力や筋力を必要とする

項目が全国と比べて劣っている。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

～ゴール型「バスケットボール」の学習を通して～

・ドリブルやパスなどの基本練習の中で、走力の向

上が図れるような、練習メニューを実践する。ま

た、ボールに慣れることと、仲間とコミュニケー

ションが取れるようにする。

・ミニゲームやリーグ戦の中で運動量が多くなるよ

うにする。

・ＩＣＴを活用し、客観的に物事を見られるように

し、個人の技術及び、チームの戦術の改善に役立

てられるように準備する。

・学習カードを用いて、記録できるようにする。

◆工夫した点

・ミニゲームの内容を工夫し、男女運動量が多くな

るようにした。

・ＩＣＴを活用しながらも、円滑に授業ができるよ

うに、時間配分や、ローテーションの工夫等を行

った。

・ＩＣＴや学習カードを活用しながら、積極的に班

活動を行い、その中で、言語活動の充実や合意形

成能力の育成ができるように指導を行った。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

・ＩＣＴを活用し、動きが少ない生徒の動作を客観

的に確認できたことで、生徒自身も意識して動く

ようになった。また、基本練習の中でも走る場面

を多くつくることで、走力・筋力の向上につなが

った。

・ミニゲームやリーグ戦のルールの工夫を行うこと

で、集団スポーツやボールを扱うことに慣れてい

ない生徒も積極的に参加できた。

・ＩＣＴと学習カードを活用することで、生徒同士

のコミュニケ－ションの場が増え、言語活動の充

実や合意形成能力の育成につながった。

Ⅳ 今後の課題 Action

・更に走力・体力が向上できるように、タスクゲー

ムやミニゲームのルールの工夫を行う必要がある。

・ボールを扱うことに慣れていない生徒に対しての

練習の工夫や、指導の手立てを考えていく必要が

ある。

・ＩＣＴの使い方のバリエーションを増やす。

・体力・運動能力を向上させていくとともに、「す

る」「みる」「支える」「調べる」の観点から、

生涯にわたって、スポーツに親しみを持てるよう

に、授業の在り方を研究し、工夫する。
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アウトナンバーの状態からのミニゲーム 台やバレーボールの審判台等を活用し、撮影

する視点をできるだけ高くし、見やすくする。

撮影したものを班毎で確認し、次の試合及び、

授業で生かせるようにする。
学習カードを活用し、班の目標、練習の工夫、

課題等を話し合う。

授業の最後に１つの班に学習カードに記載し

た内容を発表させ、情報の共有化を図る。
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保健体育科学習指導案  
 

日 時：平成 29 年 11 月 10 日（金）9：45～10：50 

場 所：県立桐蔭高等学校 体育館 

学 級：３年 ABFG 組 33 名（男子 15 名 女子 18 名） 

授業者：教諭 外川 広興 

 
１ 単元名  ゴール型「バスケットボール」 －ＩＣＴを活用した体育学習－  
 
２ 指導にあたって  
  本単元は、入学年次の「安定したボール操作と空間を作り出すなどの連携した動きに

よってゴール前への侵入などから攻防を展開する」から「状況に応じたボール操作と空

間を埋めるなどの動きによって空間への侵入などから攻防を展開する」ことをねらいと

し、コート上の空間や味方と相手の動きを見ながら防御をかわしたり、味方が次に動く

空間を予測してパスを送ったりするなど、仲間と連携して自陣から相手ゴール前へ侵入

するなどの攻撃や、防御の際は、空間を作り出す攻撃をさせないように、突破してきた

攻撃者をカバーして守ったり、相手や味方の位置を確認して、ポジションを修正して守

れるように指導したい。  
  また、班別学習の中で、タブレットや学習カードなどを用いて、チームや自己の課題

の解決に向けて、自己の考えを述べたり、相手の話を聞いたりして、チームの話合いに

責任をもって関わろうとするなどの合意形成に貢献しようとする力を育みたい。その際、

相手の感情を尊重しながら発言したり、提案者の発言を尊重したり、建設的な修正意見

を提案しながら話し合いを進めることなどに留意しながら、共通の目標に向けて共に切

磋琢磨できるように取り組ませる。  
  本単元の受講生徒男女３３名の体力・運動能力調査結果から判定別割合（グラフ１）

では、ＡからＣ判定の割合が高く、男子のＤ・Ｅ判定は 0％、女子のＤ判定は 5.6％、Ｅ

判定は０％と運動を得意とする生徒は多いが、〔図１〕の【T スコアによる全国比較図】

では、男子は 50ｍ走、握力、女子は握力が平均値を下回っている為、練習やゲームの中

だけでなく、ウォーミングアップの中でも補強運動を取り入れ、体力・運動能力の向上

に努めたい。また、ボールやゴール型の特性に慣れていない生徒も多いため、基本練習

はおさえつつ、上記のねらいが達成できるように指導していきたい。 
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〔平成２９年度児童生徒の体力・運動能力調査結果から見た児童（生徒）の実態〕  
〔グラフ 1〕判定別割合      

 
 
〔図１〕【T スコアによる全国比較図】  

 
 
３ 単元の目標  
 （技能） 次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた

技能や仲間と連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。  
      ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きによって

空間への侵入などから攻防を展開できるようにする。  
（態度） 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとするこ

と、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢

献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。  
（知識、思考・判断）  

      技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方な

どを理解しチームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を

工夫できるようにする。  
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４ 単元の評価規準  
 運動への  

関心・意欲・態度  
運動についての  

思考・判断  
運動の技能  

運動についての  
知識・理解  

単

元

の

評

価

規

準  

①  主体的に取り

組めている。  
②  フェアプレイ

を心がけてい

る。  
③  自己の責任を

果たそうとし

ている。  
④  互いに助け合

い高め合おう

としている。  
 

①  チームや自己

の課題を設定

し、改善して

いる。  
②  班別学習やそ

の 他 の 場 面

で、仲間と合

意を形成する

ための適切な

関わり方を見

付けている。

③  互 い の 技 術

や、チームの

作戦等につい

て指摘してい

る。  

①  空間を埋める

などの連携し

た動きができ

る。  
②  状況に応じた

ボール操作が

できる。  
 
 
 
 
 

①  課題解決の方

法について、

理解したこと

を言ったり書

き出したりし

ている。  
②  ゲームなどを

通した学習成

果を挙げてい

る。  
③  試合の運営方

法について、

理解したこと

を言ったり書

き出したりし

ている。  

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① 授 業 に 必 要 な

道 具 の 準 備 や

仲 間 と の 連 携

を（主体的に）

行 お う と し て

いる。  
②（常に）公正・

公 平 に ジ ャ ッ

ジ し よ う と し

ている。  
③ チ ー ム に お け

る 自 己 の 役 割

を（積極的に）

果たしている。 
④ 自 己 や 仲 間 の

状 態 に 留 意 し

（常に）向上心

を も っ て 取 り

組 も う と し て

いる。  

①（常に）チーム

の 課 題 を 解 決

す る た め の 練

習 方 法 を 選 ん

でいる。  
② 仲 間 の 意 見 を

聞くとともに、

建 設 的 な 意 見

を述べ、（常に）

合 意 形 成 を 図

ろ う と し て い

る。  
③（常に）パス・

ドリブル・シュ

ー ト な ど の 基

本動作や、チー

ム の オ フ ェ ン

ス・ディフェン

ス の 改 善 策 を

考えている。  

① 仲 間 の 動 き や

相 手 の 動 き に

留意し、（常に）

空 間 を 埋 め る

動きができる。

②（常に）仲間や

相 手 の 状 況 に

応じて、パス・

ドリブル・シュ

ー ト を 行 う 事

ができる。  

①  チームの課題

を理解し、（常

に）課題に応

じた練習を計

画することが

できる。  
② タ ブ レ ッ ト や

学 習 カ ー ド を

（充分に）活用

し て 理 解 し た

こ と を 言 っ た

り 書 き 出 し た

りしている。  
③ ゲ ー ム の 進 め

方 や 審 判 用 語

を（深く）理解

し、言ったり書

き 出 し た り し

ている。  
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５ 指導と評価の計画・・・・・・・・・・・・・・・・【別紙参照】  
 
６ 本時について  
（１） 目標  

（技能）  
・空間を埋めるなどの動きによって空間への侵入などから攻防を展開することがで 

きるようにする。  
（態度）  
・共通の目標に向けて、互いに助け合い高め合うことができるようにする。  
（知識、思考・判断）  
・ミニゲームやリーグ戦などを通して学習成果を確認し、改善できるようにする。  
 

（２） 展開（本時：10／15 時）  

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）

導

入  

１集合・挨拶  
・出欠確認  
・本時の説明  
 
２班別学習  
 

○整列させて授業の準備を整えさせ

る。  
○本時のねらいを説明し、全体で軽く

ウォーミングアップを行う。  
○体操・ウォーミングアップ・練習を

行わせる。  

展  
 

開

１  

３ハーフコート３対３のミニゲーム  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４班別学習  

○オフェンス側は、仲間の動きや相

手の動きに留意し、空間を埋める

動きができるよう意識させる。  
○男女が交互に５回以上パス交換を

行わせる。  
○男女は交互にパス交換をしなけれ

ばならない。  
○女子のみシュート可（ゴールリング

に当たっても得点）。  
○バスケ部は制限区域外からのシュ

ートのみ可  
○男子はランニングレイアップシュ

ートまたは制限区域外からのみ可。

○得点するか、カットされた時点で攻

守交代。  
○班毎で集合し、タブレットを活用し

てゲームにむけて作戦会議を行わ

せる。  
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７ 学習資料・・・〔別紙参照〕  
 

８ 考察（成果と課題）  
（１）生徒の実態を踏まえた単元計画（学習過程）の作成について 

 Ｔスコアのグラフでは全国平均値を上回る値が

多かったが、走力や筋力を要する項目では平均を下

回っていた。また、運動を行うことが好きな生徒も

多いが、ボールを扱うことや、集団スポーツに慣れ

ていない生徒も多い。  
 その為、個人練習の時間を短くし、ミニゲームや

タスクゲーム等、仲間と連携しながらボール操作を

行う時間を多くし、その中で走力・体力を向上させ

ていくことを考えた。  
 

 

 

展  
 

開

２  

５オールコートでゲーム  ○これまでの練習・作戦を生かして試

合を行わせる。  
○男女が交互にパス交換を行う。  
○女子のみシュート可（ゴールリング

に当たっても得点）。  
○バスケ部は制限区域外からのシュ

ートのみ可  
○男子はランニングレイアップシュ

ートまたは制限区域外からのみ可。

○ゲーム中、全員が得点（女子はゴー

ルリングに当たっても得点）すれ

ば、ボーナス得点１０点。  
○ボーナス得点直後の得点は女子の

み可とする。  
 
☆空間を埋めるなどの連携した動き

ができる。（観察） 

ま

と

め  

６各班で反省会  
 
 
７まとめ・挨拶  

○授業の中盤に班で話し合った内容

について、１班だけ選び、発表させる。

 
○本時のまとめと次回の予告を行う。

テーマ  ＩＣＴを活用した走力の向上  
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（２）生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について 

各班に、タブレット１台を配付し、タブレット

で撮影したものを確認しフィードバックしやす

くできるようにした。また、学習カードも各班に

配り、タブレットで確認できたものや、班の目標

や課題、練習方法、戦術等を自分たちで考えて話

し合える機会をつくった。  

 

 

 
 

（３）指導と評価の一体化に向けた取組等について 

空間を埋めるなどの動きの中で、走力・体力の向上を目指した。当初は、口頭で説明

し、班で考えさせて行っていた。しかし、集団スポーツに慣れていない生徒の動きが悪

かった為、ホワイトボードを活用した

り、模範となる動きを実際に見せた。そ

の後、ミニゲームを行い、タブレットで

撮影した自分たちのプレーを見る際は、

プレーの見所を指示することで、理解が

深まり、生徒たちの動きがよくなった。

１月の 50m 走の測定では、数人の生徒

ではあるが、記録の伸びがみられた。  

 

（４）その他 

 授業の最後に、１つの班を指名し、その班の代表者

に、班で話し合った内容を学習カードを基に発表させ

る。  

 発表することで、班の考え、工夫等の情報交換がで

き、授業を積み重ねていく中で、各班の練習や試合中

の動きが活発になる。  
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な

が
ら
授
業
を
展
開
す
る
。

ル
ー
ル
の
確
認

・
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ

・
ダ
ブ
ル
ド
リ
ブ
ル

・
秒
数
制
限

3
5

・
コ
ー
ト
の

ラ
イ
ン

３
　
５
対
５
の
ゲ
ー
ム

・
現
在
の
実
力
を
知
る

5
5

４
　
ま
と
め

５
　
学
習
の
振
り
返
り

6
5

６
　
片
付
け

④
（
観
察
）

③
（
観
察
）

①
（
観
察
）

②
（
観
察
）

②
（
観
察
）

①
（
観
察
）

③
（
観
察
）

②
観
察
）

③
（
観
察
）

①
（
観
察
）

②
（
観
察
）

①
（
観
察
）

②
（
学
習
カ
ー
ド
）

①
（
学
習
カ
ー
ド
）

③
（
学
習
カ
ー
ド
）

②
（
学
習
カ
ー
ド
）

①
（
学
習
カ
ー
ド
）

②
（
学
習
カ
ー
ド
）

５
　
指
導
と
評
価
の
計
画

関
心
・
意
欲
・
態
度

学
習
の
段
階

第 ３ 学 年

一 時 間 の 学 習 の 流 れ時
　
　
　
数

思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

１
～
５

６
～
１
５

評 価 の 観 点

知
識
・
理
解

４
ド
リ
ブ

ル
練
習

・
手
の
平
を

大
き
く
開

か
せ
る

・
ル
ッ
ク
ア

ッ
プ
さ
せ

る
。

・
ド
リ
ブ
ル

し
て
い
な

い
方
の

腕
は
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ

ー
に
ボ

ー
ル
を
取

ら
れ
な
い

よ
う
に

ブ
ロ
ッ
ク

し
て
お
く

。

５
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
３

対
３

の
ミ
ニ
ゲ

ー
ム

・
ド
リ
ブ
ル

練
習
で
習

っ
た

事
を
ゲ
ー

ム
の
中
で

積
極

的
に
行
わ

せ
る
。

６
班
別

学
習

本
時

の
課
題
や
次

回
の
目

標
等
、

班
で
話
し
合

い
、
学

習
カ
ー

ド
に
記
入
さ

せ
る
。

７
学
習

の
振
り
返
り

８
片
付

け

１
場
の
準

備
を
す
る

。

２
班
別
学

習

・
目
標

、
課
題
の

確
認
及
び

学
習
カ
ー

ド
の
記
入

・
準
備

運
動
、
課

題
練
習

３
ハ
ー

フ
コ
ー
ト
３

対
２
の

ミ
ニ
ゲ

ー
ム

・
ア
ウ
ト

ナ
ン
バ
ー
の

状
態
か

ら
空
間

へ
の
動
き
出

し
、
ボ

ー
ル
出

し
を
意
識
さ

せ
る
。

・
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
ゲ
ー

ム
の
様

子
を
撮

影
さ
せ
る
。

４
班
別

学
習

・
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
撮
影

し
た
動

画
を
元

に
班
で
課
題

を
見
つ

け
さ
せ

る
。

３
全
体
説

明

・
空
間
を
作

り
出
す
為

の
動
き
を

知
る
。

・
空
間
へ
の

パ
ス
の
行

い
方
を
知

る
。

４
班
別
学

習

・
班
で
空
間

作
り
、
空

間
へ
の
パ

ス
の
仕
方

を
考
え
る

。

５
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
３

対
３
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム

６
班
別
学

習

本
時
の

課
題
や
次

回
の
目
標

等
、
班
で

話
し
合
い

、
学

習
カ
ー

ド
に
記
入

さ
せ
る
。

７
学
習
の

振
り
返
り

８
片
付
け

６
学
習
の

振
り
返
り

７
片
付
け

１
場
の
準

備
を
す
る

。

２
体
操
・

感
覚
つ
く

り
の

運
動
を
す

る
。

３
学
習
の

進
め
方
を

知
る
。

５
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
３

対
３
の

ミ
ニ
ゲ
ー

ム

・
班
の
課
題

を
克
服
出

来
る
よ

う
に
意
識

さ
せ
な
が

ら
ゲ
ー

ム
を
行
わ

せ
る
。

３
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
３

対

３
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム

・
別
の
班
の

動
き
を
参

考

に
し
な
が

ら
、
自
分

た

ち
の
班
の

課
題
解
決

に

活
用
す
る

。

４
班
別
学

習

５
オ
ー
ル

コ
ー
ト
で

５

対
５
ゲ
ー

ム

３
全
体
説

明

審
判
、

タ
イ

マ
ー
等
、

試
合

運
営
の
行

い
方

を
知
る
。

４
リ
ー
グ

戦

３
リ

ー
グ

戦

１
場

の
準

備
を

す

る
。

２
班

変
え

を
行

う
。

３
班

別
学

習

・
目

標
、

課
題

の
確

認
及

び
学

習
カ

ー

ド
の

記
入

・
体

操
、

課
題

練
習

４
リ

ー
グ

戦

５
班
別
学

習

６
学
習
の

振
り

返
り

７
片
付
け

４
班

別
学

習

５
学

習
の

振
り

返
り

６
片

付
け

５
班

別
学

習

６
学

習
の

振
り

返

り

７
片

付
け

１
場

の
準

備
を

す
る

。

２
班

別
学

習

・
目

標
、

課
題

の
確

認
及

び
学

習
カ

ー
ド

の
記

入

・
準

備
運

動
、

課
題

練
習

３
リ

ー
グ

戦

４
班

別
学

習

５
学

習
の

振
り

返
り

６
片

付
け
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バスケットボール学習カード 
 

               組   番 名前 
 
ハーフコート３対 3 のミニゲーム 
攻撃側              
  1)全くできていなかった     2)1.2 回程度できていた    3)3 回以上⾏うことができていた 
１．空間を作り出す動きはできていたか。             １・２・３       
２．空間を⾒つけて⾛り込んでいる味⽅にパスを送れていたか。   １・２・３ 
１の理由 
 

２の理由 
 

守備側 
1)全くできていなかった     2)1.2 回程度できていた    3)3 回以上⾏うことができていた 

１．空間を作らせない動きはできていたか。            １・２・３      
２．ボールを上⼿く奪う事ができていたか。            １・２・３ 
１の理由 
 
 
 
２の理由 
 
 
 
⾃分（⾃分たち）ならこうする！！ 
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バスケットボール学習カード 
 

               組   番 名前 
 
四⾓パスドリル 
 
攻撃側 
１．守備者に取られないように⼯夫できていたか。                  
１の理由 
 

 
 
 
 
守備側 
１．ボールを上⼿く奪う事ができていたか。      
１の理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾃分（⾃分たち）ならこうする！！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

１ ２ ３ ４ ５ 
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学 校 名

住　　所

電話番号

研究主任

　

対象集団 高等部22名（男子14名　女子８名）

和歌山県立紀北支援学校

和歌山市冬野227

073-479-1356

岩橋　是尚

「学校における子供の体力向上課題対策プロジェクト（テーマ２：体力向上のためにＰＤＣＡの実践研究）」における
体力・授業力アップモデル校 実績報告書

研究テーマ
「わかった」「できた」→「もっとやりたい!」と

思える授業づくり

～自立活動の視点から一人一人を見つめて～

Ⅰ 集団の特徴と課題 Plan

１ 集団の特徴

２ 集団の課題

・調整力や持久力、認知機能や注意力の向上を図る。

・仲間意識や、主体的に運動に取り組む態度を育てる。

Ⅱ 取組の内容 D0

取組の内容

◆工夫した点

① なぎなたチェックシートの活用

なぎなたのチェックシートを作成し、教師が生

徒一人一人の動きをチェックする際に活用した。

その結果、チームティーチングを行うなぎなた経

験のない教師も、なぎなたの動きについてチェッ

クを行うことができるようになった。

② ビデオの活用

一人一人の動きをビデオでチェックし、生徒

への支援へとつなげた。また、ICT機器を活用

して生徒自身が動きを確認できるようにした。

③ 「振り返りシート」と話し合い活動

話し合い活動を取り入れ、自己の課題に向き

合う機会を設けた。学年ごとのチームでの話し

合い活動を設定し、課題に気付いたり仲間意識

を高めたりできるようにした。授業の後に生徒

が記入する振り返りシートには、教師がコメン

トを書いて返し、意欲を高められるようにした。

④ ゲストティ－チャ―の活用

なぎなた経験者のゲストティーチャーに来て

いただき指導を仰いだ。本物を見る経験を通し

て、生徒達は刺激を受けた。

Ⅲ 取組の成果 CHECK

１ なぎなたの練習に繰り返し取り組むことで、周りと

動きを合わせたり自分のイメージ通りに道具を使った

りする調整力や持久力、ボディイメージを育んでいく

ことができた。

２ ビデオ視聴を活用し客観的に自分たちを見ることに

より、動きの改善につなげていくことができた。

３ 振り返りシートを活用し、学年ごとに意見を交わし

合う時間を設定することで、自己評価・相互評価する

ことができた。

４ なぎなたの授業を通し、将来社会生活をしていく上

でとても大切な「礼儀を重んじる心」「道具を大切に

扱う心」等を育むことができた。

５ 授業研修としてワークショップ型研修に取り組み、

生徒が主体的に取り組むことができる授業づくりにつ

いて話し合い、授業改善につなげていくことができた。

６ 一人一人の実態を自立活動の視点でもとらえ、手立

てや支援方法について考えていくことができた。

Ⅳ 今後の課題 Action

１ リズムなぎなたの取組では、主体的に取り組んで

いくという点で「選曲」だけではなく、「構成」に

ついても生徒が考えられる機会を設け、発想や意向

を取り入れていけるようにしたい。

２ 「型を覚える」⇒「相手の動きを見て考えて動

く」というところまでねらえるようにステップアッ

プしていく。

３ 防具をつけることで打突部位が明確になるが、防

具を必要な数だけ準備することが難しい。

生徒の多くは地域の中学校から本校高等部に入学した

知的障害学級１年生から３年生の生徒である。中学校

の授業で武道（剣道）を経験した生徒もいる。

障害特性からくる姿勢保持、ボディイメージ、行動

調整、コミュニケーション、心理的側面などに課題が

ある生徒がいる。生徒たちの運動への意欲は高い一方

で、自信がなく、知識や技能の面で理解を深めにくい

特性もみられる。

なぎなたについては半年間かけて「礼法」「構え」

「体さばき」「打突」等の基礎基本を繰り返し学び、

個人としても集団としても技と武道の精神が高まって

きた。

１ 単元の前半では、なぎなたの伝統的な作法や所作に

ついて学び、基本動作（体さばき）、構え、打突（面、

側面、すね、胴）打ち返しの練習に繰り返し取り組ん

だ。単元の後半では、演武『リズムなぎなた』を取り

入れ、体育祭で演武発表を行った。

２ 外部講師を招いて、生徒の実態把握の観点や指導の

実際について指導助言をいただいた。一人一人の実態

を自立活動の視点でとらえ、個への手立てや支援へと

つなげた。

３ ワークショップ型の授業検討会を行い、授業構成や

支援方法について検討した。
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なぎなた 授業の様⼦ 

演武 『リズムなぎなた』 

ゲストテイーチャーの活⽤ 振り返りシートの活⽤ 
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保健体育科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名  武道「なぎなた」 

 

２ 指導にあたって 

（１）生徒観 

生徒の多くは地域の中学校から本校高等部に入学した知的障害学級１から３年生

徒で、中学校の授業で武道「剣道」を経験した生徒もいるが、なぎなたの経験年数や

技術面、運動意欲に個人差がある。また、障害特性からくる姿勢保持、ボディイメー

ジ、行動調整、コミュニケーション、心理的側面などに課題がある生徒もいる。  
生徒たちは半年間で「礼法」、「構え」、「体さばき」、「打突」等の基礎基本を繰り返

し学び、個人としても集団としても技と武道の精神を高めてきた。凛とした雰囲気の

中で少しずつ経験を積み上げ、心身を鍛え、全員が一つとなり体育祭での演武「リズ

ムなぎなた」を発表することを一つの目標として取り組んでいる。 

 

（２）教材観 

なぎなたでは、全長２m10～25cm、重量 650ｇ以上の道具を使用する。長ものである

ため、半身の姿勢をとり、基本動作の技として「左右対称の技」、「持ち替え技」、「繰

り込み」、「繰り出し技」などがある。左右対称の動きのため運動量が多く、バランス

のとれた全身運動であり、調和のとれた身体の発達が期待でき、繰り返し練習するこ

とで調整力や持久力の向上が期待できる。特別支援学校学習指導要領保健体育の目標

と日本武道協議会の定める「なぎなたの目標」（表 1）をもとに、礼儀作法と相手を尊

重する態度を身に付け、仲間と協力して活動する力や心身を鍛えることができると考

え、日本の伝統文化の一つである武道「なぎなた」に取り組む。  
 

表１：「なぎなた」なぎなたの目標より（中学校武道必修化指導書 .日本武道協議会 .2017.5）  
 
 
 
 
 

 

日 時：平成 29 年 11 月 10 日（金）10：40～12：15 

場 所：和歌山県立紀北支援学校グラウンド 

学部学級：高等部 知的障害学級第１、２、３学年 22 名 

（男子 14 名女子８名）

授業者：教諭 坂東 洲子、林 紅実、中村 知樹、講師 堀田 侑佑

「立礼・正座・座礼など日本の伝統的な行動様式に触れることで、静と動のけじめのあ

る身のこなしを体得させる。」「なぎなたの変化に富んだ多様な動きを体験し、達成感や

充実感を味わわせる。」「運動に対する苦手意識が強い生徒にも取り組みやすい動きや課

題を具体的に提示し、仲間と協力する態度を育て、学習したことを表現する能力をつけ

させる。」「裸足で授業を実施することで、靴をそろえる習慣をつけるとともに、指先ま

で意識した運動を行わせる。」「基本的な約束事の体得をとおして相手を尊重する態度を

表現することを学び、日常生活に活かせる習慣をつける。」  
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（３）指導観 

 高等部３年間、継続して取り組み、「なぎなた」の基本動作を正しく身に付け、技の

正確性や多様性を知り、攻防の技能にまで発展させる。指導する上で、生徒一人一人

の実態に応じた支援が必要である。姿勢の安定しない生徒は、なぎなたの「自然体」

（なぎなたの柄の中央部分を右手で持ち腰骨につけ、視線を前方にする）や「中段の

構え」（攻守の基本となる構え）を体得することで正しい姿勢を保つことができる。ボ

ディイメージをもちにくい生徒は、お互いに２m25cm のなぎなたを持ち、物打ち（先

から 15cm）を合わせることで、相手との距離をつかむことができる。また、構えから

打突の一連の正中線交差動作を繰り返し行うことで、感覚・運動機能を刺激し、認知

機能や注意力が高まる。防具を着けることで、打突部位を見てわかりやすくするとと

もに、打突してもよい位置であることが分かる。相手の動きを予測し構えること、防

具のないところを打たないことで、相手を意識できる。なぎなたの技能の向上や生徒

の態度を具体的に評価していくことを通して、達成感や自己効力感を感じられるよう

にし自尊感情を高める。教師や経験者の見本を見て覚え、頭の中で自分の手足や身体

の動きを想起（イメージ）して行動することができる。正座の仕方からの一連の動作

を学ぶことで礼儀作法を習得し、社会生活を営む上での自律心を身に付ける。学習の

中で「振り返りシート」を用いて、仲間の課題に目を向けることで、自分の行動にも

気付けるように指導したい。  
単元の後半では、演武「リズムなぎなた」を取り入れる。上記の課題のある生徒に

対して音楽に合わせて取り組むことで動作や認知に対してさらに刺激を与え、個々の

困難さの克服につながっていくことができる。仲間とともに演武をつくり上げる楽し

さや喜びを経験し、学習したことを表現することで達成感を味わえるようにする。  
また、自己の技能の程度に応じて目標を設定し、互いに高め合いながら教え合い、

役割を引き受け、自己の責任を果たそうとする主体性を養う。集団演武の中で、相手

を尊重し、礼儀正しく行うとともに、相手と適切な距離を取り、攻防に応じた演武が

できるように取り組んでいきたい。  
 

３ 単元の目標     

（技能）基本動作を身に付ける。 

 （態度）仲間と協力して取り組む。 

安全に活動に取り組む。 

 （知識、思考・判断）なぎなたの特性や礼儀作法、技の名称や行い方を理解する。 

      自主的に思考・判断し活動に取り組むことができる。 

 

４ 単元計画及び評価規準（全 20 時間・本時：第５次４時間目 20／20 時） 

次 時 学習活動 評価規準 評価の観点

技 関 思 知

１ １ 伝統的な作法や所作  
基本動作  

・服装や用具や場の安全、怪
我を防止するための留意点を

○   ○
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各クラスで代表選出  
話し合い  

理解する。
・なぎなたの技の名称が分か
る。  
・礼、構え（自然体・中段）
ができる。  

２ ７ 基本動作（体さばき）
打突 
打ち返し 
経験者２名による指導 

・体さばき、構え、打突がで
きる。  
・打突（面、側面、スネ、胴）
ができる。  
・打ち返しができる。  
・受けができる。 
・お互いに教え合おうとする。 

○    

３ ４ 演技  
学年毎に１、４、５本目  
見取り稽古  

・１、４、５本目ができる。  
・相手を尊重し、礼儀正しく
行うことができる。  

○ ○   

４ ４ 演武  
リズムなぎなたの構成・練習
見取り稽古  
 
 

・学習に主体的に取り組もう
としている。 
・構成を理解し、技や移動が
できる。 
・音楽や周りの動きに合わせ
られる。  
・仲間に対して、技術的な課
題について指摘している。 
・互いに助け合い教え合おう
としている。  

○ ○ ○  

５ ４ 演武  
リズムなぎなたの発表  
振り返り  

・技能の程度に応じて自己の
課題を理解し、技を習得しよ
うとしている。  
・自分の役割を果たす。  
・互いのよさを認め、相手に
分かるように伝えられる。  

○ ○ ○  

 

５ 本時について 

（１）目標  
（技能）基本的な打突ができる。  
    音楽に合わせて隊形移動や技ができる。  
（態度）技能の程度に応じて自己の課題を理解し、習得した技能を発揮することができ

る。  
相手を尊重し、協力して取り組むことができる。  

（知識、思考・判断）演武発表のための気持ちづくりができる。  
感想を発表することができる。  

 

 

（２）授業における目標と評価 

類

型 

目標(太字)に関

する実態 

授業における個々の

具体的な目標 

個への支援・手立て 状況・記録・評価 

○ 達成  △ 一 部達 成  ×達 成 せ ず

Ａ 

 

ボディイメージ

が弱く、動きを

調整しづらい。 

仲 間 の 動 き を 意 識

し、リズムに合わせ

て動く。 

正しい動きや形を理

解しやすいように本

人にわかる言葉で伝

える。 
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B 
 

正中線交差動作

が不十分で苦手

で左右の判別が

つ き に く く な

る。 

左右の動きを意識し

正しい手の内で打突

を行う。 

仲間やリズムに合わ

せて動く。 

手の内の握り（日常

の握り）を意識でき

るように言葉かけす

る。仲間の動きを意

識できるように言葉

かけする。 

  

C 
 

 

手の位置が定ま

らず、なぎなた

を振り回してし

まう。理想の形

をイメージでき

取 り 組 め て い

る。 

正 し い 手 の 内 を 知

り、打突を行う。 

形の攻防がわかり相

手を意識した打ちが

できるようになる。

しかけ、応じの役割

を理解し、相手の動

きに合わせて動ける

よ う に 言 葉 か け す

る。 

  

D 
 

関節が固く体重

のかけ方のバラ

ンスが悪い。リ

ズムに合わせて

大きな声を出し

つつある。 

重心を意識した打突

を行う。 

リズムに合わせ号令

をかけられるように

する。 

仲間の動きを意識で

きるように言葉かけ

する。 

  

E 
 

力加減の調整が

難しく、構えの

時など肩が上が

ってしまう。つ

ま先が進行方向

に向かない。 

なぎなたを握ること

や正しい打突動作を

意識する。 

仲間やリズムに合わ

せて動く。 

 

正 し い 動 き を 確 認

し、理解して動ける

よ う に 言 葉 か け す

る。 

  

F 
 

重心が後ろにあ

り、体重移動や

重心の変化が苦

手である。 

体の開きが不十

分である。 

構えや打突時の体の

傾きを意識する。 

相手やリズムに合わ

せて動く。 

仲間の動きを意識で

きるように言葉かけ

する。 

  

G 
 

体を開いた状態

に保つことが難

しく、手・足を

まっすぐに出す

ことが難しい。 

技の攻防がわかり相

手を意識した打ちが

出来るようになる。

自 分 の 役 割 を 意 識

し、大きな声を出し

号令をかける。 

なぎなたの動きを理

解し、受ける、払う

などの動作ができる

よ う に 言 葉 か け す

る。 

  

H 
 

対人関係に課題

があり、相手を

見たり、相手を

意識したりする

ことが苦手であ

る。 

形の攻防がわかり相

手を意識した打ちが

できるようになる。

しかけ、応じの役割

を理解し、相手の動

きに合わせて動ける

よ う に 言 葉 か け す

る。 
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（３）展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学習内容・活動  ○教師の指導・支援及び評価（☆）  

導

入  

１ グラウンドに集合する。  
  なぎなたの準備  
  始まりのあいさつ  
 
２ 位置の確認    
  本時の個人目標をワークシートに記入

する。   

 
 
 
目標物や左右前後の位置を確認する。  
前回の反省を元に本時の目標を記入す

るように促す。  
☆振り：同じ動きができる。  
    縦・横の並びをそろえる。  
☆演技：順番を覚える。  
    相手の動きに合わせる。  
   （しかけより先に動かない）  
     正しい打突位置を打突する。  
        聞こえるように声を出す。  
 

展  
 

開  

【11:30 本時】  
  礼  
３ なぎなた  

演武の用意を行う。  
それぞれの位置についたら  
学年毎に発表  
１年「打ち返し」  
２年「演技１、４本目」  
３年「防具をつけて」  

「演技１、４、５本目」  
リズムなぎなた発表  
「背中越しのチャンス」  

 
 
 
 
 
☆技能の程度に応じて自己の課題を理

解し、技を習得しようとしている。  
 
○相手の動きを見て動くように促す。  
 

ま

と

め  

４ 各学年で発表について話し合う。  
  ２～３人程度発表者を決める。  
  １年、２年、３年の順に発表  
  ワークシートに発表の感想や対象者の

評価を記入する。  
５ 終わりのあいさつ・片付け  
 

○代表を中心に話し合うように促す。  
○自分の意見を言えるよう個に合わせ

て言葉かけをする。  
○自分の評価と全体の評価を考えるよ

う伝える。  
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   発表  １年  打ち返し（１人）   
 
               朝礼台  
 
  

                               
       

    
 

○  ○  ○  ○   ○  ○  ○    ○  
 
 
 
 
     ２年  演技（１、４本目）  
 

            朝礼台  
           

         
○    ○        

                        ○   ○  
 ○   ○  

              
 
 
 
 
     
   ３年 演技（１、４、５本目）    
                朝礼台  
 
 

○    ○        
 ○    ○  
         ○    ○  

       ○   ○  
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   ３年 防具をつけて（打ち返し、技稽古）    
                朝礼台  
 
 

○    ○        
 ○    ○  

 
 
 
 
 
 「リズムなぎなた」  
 
                 朝礼台  
 

○ ○ ○ ○  
 

             ○ ○ ○ ○ ○ ○  
 
             ○ ○ ○ ○ ○ ○  
 
             ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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６ 考察（成果と課題）  
 

テーマ  
「わかった」「できた」→「もっとやりたい！」と思える授業づくり 

～自立活動の視点から一人一人を見つめて～ 

 
 
１ 生徒の実態を踏まえた単元計画（学習課程）の作成について  
  

生徒の多くは地域の中学校から本校高等部に入学した知的障害学級１年から３年の生

徒である。障害特性からくる姿勢保持、ボディイメージ、行動調整、コミュニケーショ

ン、心理的側面などに課題がある生徒がいる。生徒たちの運動への意欲は高い一方で、

自信がなく、知識や技能の面で理解を深めにくい特性もみられる。  
本単元では、半年間をとおして「礼法」「構え」「体さばき」「打突」等の基礎基本を学

ぶ。指導する上では、生徒一人一人の実態に応じた支援をしながらなぎなたに取り組む

ことで、感覚・運動機能を刺激し、認知機能や注意力を育んでいく。単元の後半では演

武「リズムなぎなた」を取り入れ、仲間とともに演武をつくり上げる楽しさや喜びを経

験し、学習したことを表現することで達成感を味わえるようにする。その過程において

は、自己の技能の程度に応じて目標を設定したり、互いに高めながら教え合ったり、役

割を引き受け、自己の責任を果たそうとする主体性を養う。  
また、高等部３年間、継続して取り組むことで、「なぎなた」の基本動作を正しく身に

付け、技の正確性や多様性を知り、攻防の技能にまで発展させる。  
 
 

２ 生徒が、主体的に学習に取り組めるような授業づくりや学習形態の工夫点について  
 

○ 演武「リズムなぎなた」の取組  
仲間とともに演武をつくり上げる楽しさや喜びを経験し、学習したことを表現する。

取組の過程で自己の技能の程度に応じて目標を設定したり、互いに高めながら教え合

ったり、役割を引き受け、自己の責任を果たそうとする主体性を養う。集団演武の中

で、相手を尊重し、礼儀正しく行うとともに、相手と適切な距離を取り、相手の攻防

に応じた演武ができるように取り組んだ。  
 

○ 振り返りシートの活用  
授業後、振り返りを行う。わからないこと、できないこと等、言いやすい環境をつ

くり、自分の課題に気付いて克服していけるようにした。また、学年ごとのチームで

の話し合い活動を設定し、課題に気付いたり仲間意識を高めたりできるようにし、授

業後に生徒が記入する振り返りシートには、毎回教師がコメントを書いて返し、意欲

を高められるようにした。  

   
○ ゲストティーチャーの活用  

   なぎなた経験者のゲストティーチャーに来ていただき指導を仰いだ。本物を見るこ

とで生徒達の刺激となり、取り組む意欲が高まった。  
   

○ 相互評価  
評価が客観的にできず自分自身で「できている。」と思っている生徒について、ぺ

アで評価することで客観的に評価できることを期待して取り組んだ。生徒同士が

お互いに声をかけ合いながら意欲的に取り組む姿がみられた。 

 



− 147 −

３ 指導と評価の一体化に向けた取組等について  
  

指導の過程において、生徒一人一人の実態を自立活動の視点も取り入れてきめ細やか

に捉え、実態に応じた支援を行った。また、なぎなたの動きをチェックする際には、な

ぎなたを専門としない教師でもチェックできるようにチェックシートを作成して活用し

た。  
さらに、体育担当の教師間で生徒の実態の共通確認や支援方法について話し合い、授

業につなげていくことはもちろんのこと、体育科担当ではない教師も集まりワークショ

ップ型研修会を開いて生徒の実態把握や課題、支援方法等について定期的に話し合った。

その際には授業の様子についてビデオを活用し、確認を行った。授業では「振り返りシ

ート」を用い、仲間の課題に目を向けるとともに自分の行動にも気付けるようにし、自

己評価、相互評価を行うことができるようにした。  
 
 
４ その他  

 
「なぎなた」を通して、礼儀作法と相手を尊重する態度を身に付け、仲間と協力して

活動する力や心身を鍛えることができると考え、日本の伝統文化の一つである武道「な

ぎなた」に取り組んできた。その結果、なぎなたの準備や片付けをする時の道具の扱い

方、授業の際の脱いだ靴の並べ方、立ち姿の礼の姿勢など様々な場面に形として表れて

きている。   
今後は、なぎなたの授業場面ではない日常生活の場面にまで般化させていくことを目

指し、教師は連携を取り合い、取り組んでいきたい。  
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教育課程Ⅲ１グループ なぎなた 

月   日     年  組   名 前（            ） 

 

  

活
動
内
容 

  （例） 

八方振り 

基本打ち 

打ち返し 

リズムなぎなた 

 防具（打ち返し、技） 

 

今
日
の
目
標 

・ 

・ 

・ 

・ 

 
今 
日 

の 

反 

省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊目標に書いた点については必ず反省を書いてください。 
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体
育

Ⅲ
—

①
 

 
 

 
な

ぎ
な

た
 

チ
ェ

ッ
ク

表
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
月

 
 

日
 

チ
ェ

ッ
ク

項
目

 
生

徒
A

 
B

 
C

 
D

 
E

 
F
 

G
 

H
 

I 
J
 

K
 

L
 

M
 

N
 

あ
い

さ
つ

 

相
手

の
目

を
み

る
。

 

相
手

に
対

し
て

お
願

い
し

ま

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま

し
た

。
の

気
持

ち
が

こ
も

っ

て
い

る
か

。
 

（
相

手
を

尊
重

す
る

。
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ぎ

な
た

の
扱

い
方

 

物
を

大
切

に
扱

う
気

持
ち

が

あ
る

の
か

 

両
手

で
持

つ
。

両
膝

を
つ

い

て
取

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

礼
法

（
座

礼
）「

左
座

、
右

起
」

礼
の

時
の

手
位

置
や

頭
の

角

度
 

立
つ

時
に

体
を

揺
ら

さ
ず

、

手
を

つ
か

な
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

礼
法

（
立

礼
）

 

な
ぎ

な
た

の
持

つ
手

の
位

置

右
手

：
腰

骨
の

位
置

 

左
手

：
ズ

ボ
ン

や
は

か
ま

な

ど
の

横
に

添
え

る
。

指
先

が

伸
び

て
い

る
か

。
 

頭
の

下
げ

る
角

度
 

相
手

に
対

し
て

１
５

度
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正
面

の
礼

４
５

度
 

体
さ

ば
き

：
送

り
足

、
歩

み

足
 

物
う

ち
（

切
先

か
ら

１
５

ｃ

ｍ
）
が

離
れ

ず
に

動
け

た
か

。

相
手

の
号

令
や

動
き

に
合

わ

せ
て

動
け

た
か

。
自

分
勝

手

に
動

か
な

い
。

 

足
幅

が
い

つ
も

一
定

か
。

 

移
動

の
際

体
勢

が
崩

れ
な

い

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
段

の
構

え
 

手
の

内
側

が
見

え
な

い
よ

う

に
握

る
。

 

手
幅

と
足

幅
は

自
分

の
肩

幅

と
同

じ
。

 

後
ろ

の
手

は
後

ろ
足

の
付

け

根
部

分
に

つ
け

る
。

前
手

で

持
ち

上
げ

て
い

な
い

か
肘

が

伸
び

す
ぎ

て
い

な
い

か
。

 

切
っ

先
の

位
置

 

相
手

の
体

の
中

心
（

み
ぞ

お

ち
）

に
つ

け
る

。
下

が
り

す

ぎ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

自
分

の
中

心
か

ら
も

は
ず

さ

な
い

。
 

体
は

半
身

へ
そ

は
横

へ
む

け

る
。
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進
む

方
向

に
前

足
を

向
け

る
。

 

後
ろ

足
は

お
へ

そ
と

同
じ

方

向
に

む
け

る
。

重
心

は
片

方

の
足

特
に

後
ろ

に
か

か
ら

な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
 

 

八
相

の
構

え
 

手
首

内
側

を
腰

骨
に

つ
け

、

肘
を

は
ら

な
い

。
 

反
対

の
手

は
耳

の
高

さ
で

止

め
る

。
 

体
の

向
き

 
半

身
に

な
る

（
お

へ
そ

は
横

、
相

手
に

体

を
全

部
見

せ
な

い
）

 

石
突

の
位

置
が

身
体

の
中

心

に
く

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脇
構

え
 

手
の

位
置

 
左

右
の

握
り

方

刃
の

向
き

 
横
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校種 領域 内　容 学年 園名 授業者 年度

運動遊び 和歌山市立湊幼稚園 全教員 26

運動遊び
－親子運動遊び－

九度山町立九度山幼稚園 全教員 26

運動遊び 和歌山市立宮前幼稚園 全教員 27

運動遊び 和歌山市立中之島幼稚園 全教員 28

校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

多様な動きをつくる運動遊び 和歌山市立今福小学校 岩﨑　裕子 23

多様な動きをつくる運動遊び
和歌山大学教育学部
附属小学校

渡辺　圭 24

多様な動きをつくる運動遊び ２年 海南市立大野小学校 岩橋　由理 28

体力を高める運動
－パワーアップ大作戦－

橋本市立紀見小学校 石井　美行 21

体力を高める運動 由良町立由良小学校 里森　翔 24

体力を高める運動 紀美野町立野上小学校 安田　雄一 25

体力を高める運動
－いろいろな用具を使って－

海南市立黒江小学校 阪口　貴史 21

体力を高める運動
－縄跳び運動－

新宮市立王子小学校 山本　健一 21

体力を高める運動
－ミニ駅伝・走るっておもしろい－

紀の川市立長田小学校 小川　強 22

体力を高める運動 海南市立巽小学校 服部　康雄 23

体力を高める運動 岩出市立根来小学校 山脇　勇人 28

器械・器具を使っての運動遊び 1年 和歌山市立中之島小学校 森下　華菜子 27

３年 印南町立清流小学校 山下　展弘 22

上富田町立市ノ瀬小学校 蕨野　寿 22

岩出市立中央小学校 高橋　智紀 23

５・６年 古座川町立高池小学校 橘　　　創 25

６年 和歌山市立野崎西小学校 山田　充洋 27

日高町立志賀小学校 北山　憲昭 21

有田川町立藤並小学校 寺村　太樹 28

器械運動

小
　
　
学
　
　
校

５年

マット運動 ４年

健康
幼
稚
園

年少
～

年長

体つくり運動

６年

５年

跳び箱運動

３　参考　【平成２１～２８年度授業研究会開催内容一覧】

　（２）小学校

１年

　（１）幼稚園



− 154 −

校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

マット運動
－レッツチャレンジ！タンブリング♪－

海南市立中野上小学校 中家　佳紀 22

マット運動 紀の川市立粉河小学校 池本　光夫 28

マット運動
－みんなの力で高め合おう－

４・５・６年 那智勝浦町立太田小学校 永立　琢人 22

マット運動 ６年 紀の川市立調月小学校 森奥　健太 25

マット運動 全学年 那智勝浦町立太田小学校 堀口　徳正 27

走・跳の運動遊び
－とびっこマスターになろうぜ！－

２年 和歌山市立野崎西小学校 中筋　達也 22

走・跳の運動　幅跳び ４年 紀の川市立田中小学校 森口　裕介 28

短距離走・リレー 田辺市立上秋津小学校 瀬田　公寛 21

ハードル走 御坊市立湯川小学校 今北　知志 26

浮く・泳ぐ運動
－呼吸をしながらの初歩的な動き－

４年 美浜町立和田小学校 山本　恵史 26

クロール・平泳ぎ ５・６年 有田川町立石垣小学校 生馬　裕久 22

ボールゲーム ２年 串本町立西向小学校 河田　恵美 23

ベースボール型ゲーム
－ティ－ボール－

有田川町立小川小学校 竹内　秀昭 21

ゴール型ゲーム
－タグラグビー－

和歌山市立西脇小学校 小杉　栄樹 21

ネット型ゲーム
－プレルボール－

有田市立港小学校 倉本　健吾 23

ゴール型ゲーム
－ポートボール－

和歌山市立中之島小学校 中筋　達也 28

ベースボール型
－キックベースボール－

４年 高野町立高野山小学校 岡　恭行 26

ゴール型・ネット型
－キンボール－

橋本市立学文路小学校 大谷　裕幸 22

ゴール型
－フラッグフットボール－

御坊市立塩屋小学校 橋本　晃和 23

ゴール型
－タグラグビー－

白浜町立西富田小学校 嶝口　智一 24

ネット型
－ソフトバレーボール－

和歌山市立川永小学校 南方　孝俊 26

ネット型
－ソフトバレーボール－

海南市立大野小学校 山下　勝也 28

紀の川市立西貴志小学校 谷口　博司 21

すさみ町立周参見小学校 深海　真也 23

ゴール型
－ハンドボール－

かつらぎ町立渋田小学校 上野　昌之 23

ゴール型
－タグラグビー－

和歌山市立中之島小学校 中筋　達也 27

ベースボール型
－TE-YA（庭球野球）－

高野町立高野山小学校 中野　太一 24

器械運動

小
　
　
学
　
　
校

陸上運動

３年

５年

５年

６年

ゴール型
－バスケットボール－

６年

ゲーム

水　　泳

ボール運動
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校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

５年 美浜町立松原小学校 坂本　明菜 26

広川町立南広小学校 三角　　佑 25

紀の川市立調月小学校 森奥　健太 28

保健 病気の予防 ６年 紀の川市立粉河小学校 上西　隆夫 28

校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

かつらぎ町立笠田中学校 福島　浩彦 21

白浜町立白浜中学校 桑原　仁史 23

２年 新宮市立光洋中学校 角　利則 23

１年 紀の川市立打田中学校 森田 康介 22

２年 田辺市立高雄中学校 宮野　好史 25

３年 有田川町立金屋中学校 中澤　征司 21

１年 和歌山市立貴志中学校 中村　麻希 28

２年 和歌山市立東和中学校 小川　泰伸 21

ハードル走 ２年 和歌山市立紀伊中学校 藤田　絢子 23

ハードル走・
走り幅跳び・走り高跳び

１年 橋本市立紀見北中学校 松本　久彦 24

串本町立西向中学校 堺　高行 21

新宮市立城南中学校 橋本　紀彦 22

有田市立保田中学校 蜂谷　俊幸 23

３年 すさみ町立周参見中学校 寺本　雄介 21

混成競技 ３年 印南町立切目中学校
山本　拓

寺嶋　俊人
27

水　　泳
泳法

－クロール・平泳ぎ－
３年 上富田町立上富田中学校 中平　啓太 22

印南町立印南中学校 中根　譲治 22

和歌山市立西和中学校 尾崎　有希子 22

紀美野町立野上中学校 中谷　理沙子 24

紀の川市立貴志川中学校 小川　和 28

ゴール型
－サッカー－

有田市立保田中学校 蜂谷　俊幸 26

ネット型
－バレーボール－

新宮市立城南中学校 成見　雅貴 24

ネット型
－バドミントン－

みなべ町立上南部中学校 山本　尚貴 25

小
学
校

中
 

学
 

校

表現運動 表　　　現
６年

ゴール型
－バスケットボール－

跳び箱運動・マット運動

器械運動

　（３）中学校

競走
－長距離走－

ゴール型
－ハンドボール－

陸上競技

球技

１年
体力を高める運動

１年

３年

２年

体つくり運動

マット運動

１年
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校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

日高町立日高中学校 中本　和志 21

広川町立耐久中学校 森川　博司 22

高野町立高野山中学校 木村　陽介 22

紀の川市立荒川中学校 林　　剛 21

岩出市立岩出第二中学校 東　芳弘 23

岩出市立岩出中学校 藤田　圭造 25

美浜町立松洋中学校 三原　史也 26

海南市立下津第二中学校 岩尾　元 21

御坊市立河南中学校 平林　常匡 23

２年 和歌山市立西浜中学校 永瀬　覚 25

２年 海南市立第三中学校 芝﨑　公彦 28

１年 海南市立亀川中学校 吉田　恵介 23

２年 海南市立巽中学校 立花　大輔 22

現代的なリズムのダンス ２年 有田川町立吉備中学校 小松　柔 28

校種 領域 内　容 学年 学校名 授業者 年度

器械運動 マット運動 １年 県立箕島高等学校 川嶋　英嗣 23

１年 県立新翔高等学校 脇本　優生 24

１年 県立星林高等学校 山本　喜一郎 25

ネット型
－バレーボール－

２年 県立那賀高等学校 谷　早織 22

１年 県立田辺工業高等学校 樫山　匠 27

３年 県立桐蔭高等学校 外川　広興 28

１年 県立貴志川高等学校 柿原　千絵 24

２年 県立那賀高等学校 塚本　浩史 28

現代的なリズムのダンス
創作ダンス

１年 県立桐蔭高等学校 迫田　妙 23

現代的なリズムのダンス １年 県立新宮高等学校 田寺　美絵 25

創作ダンス １年 県立有田中央高等学校 福田　亞唯 26

２年

ゴール型
－バスケットボール－

１年

柔　道

ダンス

武　　　道

武道

陸上競技

創作ダンス

　（４）高等学校

剣　道

高
等
学
校

ダンス

中
　
学
　
校

剣　道

球技

１年

競走
－長距離走－
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大縄跳び
小学部
低学年

県立みくまの支援学校 坂田　昌寛 26

サーキット運動 小学部 県立紀北支援学校 小山　誓子 28

縄跳び 中学部 県立紀北支援学校 江川　清司 28

陸上運動 陸上サーキット運動 中学部 県立みくまの支援学校 上山　喜寛 26

ベースボール型
－フットベースボール－

高等部
全学年

県立みくまの支援学校 尾﨑　賀津 26

ベースボール型
－ティーボール－

高等部 県立たちばな支援学校 山鷲　壮 27

ゴール型
－ポンポンホッケー－

高等部
全学年

和歌山大学教育学部
附属特別支援学校

谷　重男 25

キンボール 中学部 県立たちばな支援学校 湯森　昭人 27

武道 なぎなた 高等部 県立紀北支援学校 坂東　洲子 28

表現運動 リズムダンス
小学部
全学年

県立たちばな支援学校 池田　千奈 27

自立活動 身体の動きを通して
小学部
中学部

県立紀北支援学校・愛徳分教
室

川口　雅子 28

体つくり運動

特
別
支
援
学
校

球技

　（５）特別支援学校
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